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　少しだけ、変わった。

　いつも見ていた悪い夢が。

　音と衝しよう撃げき。ふり向くと、たった今まで家族がいたはずの村が消えていた。

　そこには青い水の連なり──家族を村をのみ込んだ淵海孔アビスゲートがひろがっている。

　このあたりまでは、今まで見ていたのと同じ。

　子供の頃ころに体験した事実をそのままなぞる夢。

　少年は水辺に歩みを進める。

　夢の中だとわかっていても、潮のにおいが濃こく、強く。

　小さな海のほとりに、少年時代の彼はひざをつく。

　水面みなもをじっと眺ながめると、深しん淵えんに続く蒼あおの中、からまりあった大小無数の樹きの幹や枝が果てなく続いていて──

　──その中で。

　何かが動いた。

　深い深い暗い暗い海の奥おくで。

　心臓が。

　どくんっ、と一つ、大きく跳はねた。

　海の中にいるものが、ゆっくりと、ゆっくりと浮うかび上がって来る。

　まっすぐに。少年の方を目ざして。

　暗くて透とう明めいな深淵から。

　それが何なのかを理解して──

　──今までの悪夢ならば、そこで恐きよう怖ふし、目が覚めていた。

　だが、形を変えたこの夢では違ちがっていた。

　夢は覚めず。

　少年は岸辺から動かぬまま。

　それは──半ば異形へと変質しつつある弟は、足下の水面、すぐそばにまでやってくると、少年に向かって呼びかける。

　──兄さん──一いつ緒しよに行こうよ──

　まるで、遊びに行こうと誘さそうような、無む邪じや気きな口ぶりで。

　水面みなもから、青黒い手をさしのべて。

　──父さんも母さんも──おじいちゃんだっているよ──

　言った弟の指した先──より深みにある蒼の中、そこにはゆらめく影かげ三つ。

　少年は──



　悲鳴を上げて目を覚ます。

　安宿のベッドで半身を起こし、クラウスは肩かたで大きく息をつく。

　窓を閉ざした戸板のすき間からは、薄うすい光が漏もれていた。

　朝なのだろう。鳥のさえずる声もする。

　胸の奥に夢の名残なごりが──どろりと粘ねばつく嫌けん悪お感かんがわだかまっていた。

　悪夢はひどくなっていた。

　実のところ。

　途と中ちゆうから、それが夢だとわかっていた。

　怖こわかったのは、異形と化した家族の姿ではない。

　自分がそれを怖いと感じなかったどころか──むしろ一種の懐なつかしさすら覚えてしまった、そのことがひたすら怖かった。

　いつか。

　自分が海の誘いを聞いてしまいそうな気がして。



　スープと焼けたハムのにおい。

　並んだテーブルに客の姿はまばらで──身支度を整えて、宿の一階にある食堂に降りたクラウスは、その中に知った顔を見つけていた。

「早いなアリサ」

　クラウスは、テーブルで料理をつついている黒くろ髪かみの少女に声をかけた。

「おっはよー。クラウス。今日は早いね」

　少女──アリサは屈くつ託たくのない笑顔で言った。

　指先から肩までを覆おおう手袋グローブと軽装の鎧よろいといういつも通りのいでたちは、爽さわやかな朝の空気に似つかわしくはないが、傭よう兵へいのたしなみとしては正しい。

　なりゆきで、クラウスたちとともに、一連の事件にかかわる……というか巻き込まれることになり、行動を共にしている仲間の一人。

「おう。あとの二人は？」

　隣となりの席につきながら、他の連れたちのことを問えば、アリサは小さく肩をすくめて、

「まだ。──っていうか、今日はクラウスが早いんだって」

「そうか？」

「そーだよ。

　あ、朝ごはんなら、ここのポテトサラダはおすすめ。ほんっとおいしいから」

　少女が自分のつついている皿をフォークで指すと、クラウスは一いち瞥べつを送ってから、

「ふっ。わかってないな」

　片手で髪をかき上げる。

「クールな男はポテトサラダなんか食べないのさ。食べるとしたら──そうだな、マッシュドポテト、かな」

　アリサはフォークを口に運びつつ、

「いや。わかんないし。その美意識も線引きも」

「そのうちわかるようになるさ」

「……なりたくないなー……」

　そんなやりとりをするうちに、宿の親父おやじがやって来て、

「──お早うございます。朝食はどうします？」

「シトラスウォーターとマッシュドポテトを」

　髪をかき上げ、迷わずに言うクラウスに、しかし親父はわずかに表情を曇くもらせて、

「あいにくマッシュドポテトは……ポテトサラダならありますが」

「ん……そうか。なら──ベーコンエッグは？」

「ハムエッグなら」

　返答に、クラウスはわずかに腰こしを浮かせると、額に薄く汗あせを浮かべ、

「くっ……！　ベーコンエッグまで無い……だと……!?

　それならスクランブルドエッグは!?　スクランブルドエッグはどうだっ!?」

「それならありますが──」

「イェスっ！　それだっ！」

　ガッツポーズでうなずくと、深々と席に腰こし掛かけ安あん堵どの吐と息いき。

　宿の親父が去るのを待って、隣で見ていたアリサがぽつりと、

「あたし、クラウスが一体何と戦ってるのか、ぜんぜんわかんないんだけど……」

「そのうちわかるようになるさ」

「なりたくないから。くどいけど」

「けど考えてみると──」

　クラウスは遠いまなざしで、

「メニューの好きなものが選べるようになった、ってのは大きな進歩だな。

　前は、メニューを値段とボリュームと栄養の消去法で絞しぼり込んでいく、って選び方しかできなかったのに……」

　つぶやきに、アリサは気の毒げなまなざしを送り、

「いろいろたいへんだったんだ……

　けど、そのみみっちい発言はカッコイイクールなわけ？」

「苦難を乗のり越こえてのランクアップ。クールに決まってるだろ」

「──まあ……当人がそう思ってるならいいけど」

　小さく肩をすくめると、ポテトサラダを口へと運ぶ。

　クラウスはイスの背もたれに深々と身を預け、注文した料理が出てくるのを──

　待つ間に、ふと気づく。

　アリサが料理をつまみつつ、時折、ちらちらと自分の方に目をやるのを。

「どうした？　何か言いたいことでもあるのか？」

　クラウスが髪をかき上げつつ問えば、

「あ──うん、まあ。

　思い過ごしかもしれないけど──」

　アリサはフォークを皿の端はしに置き、言った。

「何かあったの？」

　髪をかくクラウスの手が止まる。

「……何か……って……？」

　問い返す声に動どう揺ようがにじんでいるのが自分でもわかった。

「だから、何か」

　アリサは言う。こともなげに。

「ちょっと前から、なんか態度がおかしいし。深刻な顔をしてるかと思ったら、変にはしゃいでみせたり。

　もっと前から多少そんな感じはあったけど、アラオザルの町でのごたごたから、ひどくなってる気がする」

　動きを完全に止めたまま、クラウスの脳裏をさまざまな思考が駆かけめぐる。

　──突とつ如じよ大地に口を開け、その上にある人とモノとを、ことごとく呪のろわれた海へとのみ尽つくす災さい厄やく、淵海孔アビスゲート。

　深淵からわき出して、地上を蹂じゆう躙りんする、淵アよビりス来フるオもーのムと呼ばれる異形たち。

　そんな異形のうち一人から、クラウスは聞かされたのだ。

　淵海孔アビスゲートにまれた者は死ぬわけではない。姿も価値観も異形へと変化し、深淵を故郷として生きるのだ、と。

　そして。

　自分は、子供の時に淵海孔アビスゲートにまれて消えた、クラウスの弟、リオネルなのだと。

　こんな話を聞かされて、平静でいられるはずもない。

　ある程度のところまでは話したが、さすがに異形の一人が自分の生き別れた弟かもしれない、などということはアリサには語らなかったのだが。

　それらすべてが見み透すかされたような気がして──

「何もない……！」

　平静を装ったつもりの言葉は、自分でもそうとわかるほど無様に上うわ擦ずった。

　黙だまって静かなまなざしを向けるアリサから、クラウスはわずかに目をそらし、

「……傭兵なんてやってる奴やつは、大なり小なりわけありだ。

　もちろんオレを含ふくめて、な。

　人生で、選べる道が多いってのは、ある程度余よ裕ゆうのある奴だけだ。あれやこれやいろいろあって、生きるために生きていたらこの稼か業ぎようについていた。

　アリサ、お前は違うのか？」

　問えば彼女は、やや困ったような顔で、

「や、あたしが言いたいのは、過去も何もかも全部話せってことじゃなくって。

　これからいっしょにやってく上で、いざって時に影えい響きようするようなことなら話してもらわないと困る、って意味。

　たとえば──それを知っておかないと、あたしがどこかで判断ミスをする可能性があるとか」

「それはない。心配するな」

「あるいは、何かあった時に、あなたがちゃんと戦えるのか、とか──」

「戦える」

　断言する。自身に言い聞かせるように。

　戦えるはずだ。

　弟を名乗る異形──『リオネル』との決着はついていない。ならばまたいつか出会うこともあるかもしれない。

　次に出会ったら倒たおす。そう決意した。

　しかし同時に。

　本当に戦えるのか？　いざとなった時に迷いは生まれないのか？

　そんな、不安と疑念の小さなあぶくが胸の深いうちに湧わく。

　弟に対する情、というのとは違ちがう。次に対たい峙じした時に、自分が冷静でいられるか──そこが何よりも不安だった。

　前の時もそうだったのだが、『リオネル』と向き合っていると、おかしな感覚に苛さいなまれる。

　それを何と表現すればいいのか、クラウス自身にもよくわからない。

　非現実感というか浮ふ遊ゆう感かんというか、自分が今立っている場所が、世界が、すべてあやふやになってゆくかのような不安定感。

　だがそれでも。

　戦って、勝つと決めた。そのためにも冷静さを失ってはいけない。

　断言は、自身の意識にあらためて決意を刻むため。

　そんなクラウスの刹せつ那なの思いに、アリサが気づいたかどうか。

　二人はしばし、視線を交わし──

「なら、良し」

　拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり言うと、アリサはフォークを手に取って、またまたポテトサラダをぱくつきはじめる。

「いや待て。なんで上から目線なんだよ」

　ここで会話が終わったら、なんだか負けのような気がして、クラウスは思わず食い下がる。

「いざという時に戦えるのか、とか。

　師し匠しようか。お前はオレの師匠か。

　そういうそっちはどうなんだ？」

「え？　あたし？」

「ああ。

　うやむやのうちに、こんなおおごとに巻き込まれて。

　普ふ通つうの戦争だっていうなら、これも傭よう兵へいの仕事だと納得できるかもしれないが、今回は少々話が違うだろ？」

　今──

　クラウスたちが相手にしているのは、一体何の目的あってか、人工的に淵海孔アビスゲートを生み出している組織だった。

　本当の名もわからぬので、便べん宜ぎ上じよう、『乗客パツセンジヤー』と呼んでいるが。

　そんな連中を相手にしていれば、必然、淵海孔アビスゲートに行き合うことも、そこからわき出す異形たち、淵アよビりス来フるオもーのムと刃やいばを交えることも多くなる。

　危険は承知の傭兵稼業とはいえ、そんな連中が相手となると、当然、いろいろ勝手が違って来る。

　他ほかに客もいるこんな場所では、ぼかした問い方しかできないが。

「食う寝ねるに必要な金の心配はなくなったけどよ、割に合うとは思えないだろ？

　これで納得できてるのか、ってことだ」

　聞けば彼女は、フォークの先を宙にさまよわせつつ、

「んー……

　あんまりそのへんのことは気にならないなー」

「気にならない？」

　眉まゆをひそめるクラウスに、彼女は平然と、

「確かに勝手は違うけど──

　普通のしごとでも、勝手の違う不利な戦いをやらなきゃあならないことなんて、いくらでもあるでしょ？

　それに。

　しごとの性質を考えたら、運が良ければこれから先、一回も戦わずに済む可能性だってあるわけだし。

　実際、前にごたごたあった時から今まで何もないんだし」

　確かに。

　アラオザルの町での騒さわぎ以来、今日までおよそふた月ばかりが経たっていた。

　その間、雇やとい主ぬしからの新しい命令も情報も入って来ない。たまに使いがやって来て、現状維い持じで待機、と言いつけ、当面の路銀を渡わたされるだけ。

　アリサは小さく苦笑して、

「あえて文句を言うなら、退たい屈くつ、ってところかな」

「そいつは同感だ」

　クラウスは小さく肩かたをすくめた。

　以前は、手の空いた時間に淵海孔アビスゲートの調査をするように命令されていた。

　しかし雇い主の力が届きにくい場所にいる今は、あまり目立たぬよう、動きは控ひかえるように申し渡されている。

　長期滞たい在ざいして不ふ審しんがられないよう、逗とう留りゆう先の宿や町を定期的に転々としているものの、それ以外の時間は自由。

　体とカンが鈍にぶらないよう、日々の練習や、半分遊び半分訓練のノリで軽い手合わせなどをやってもいるが、毎日だとさすがに飽あきも来る。

「──まあそうぜいたくは言うな」

　横からの声に二人が目をやれば、そこには見慣れた男の顔。

「今日は早いな。クラウス」

　アリサと同じことを言われ、クラウスはいささか不ふ機き嫌げん顔で、

「ちょっと待てルグナード。

　それじゃあオレがいつも遅おそいように聞こえるだろ」

　抗こう議ぎに赤毛の大男──ルグナードは破顔して、

「気にするな。いつもよりは、ということだ」

　二人と同じテーブルにつくと、丁度クラウスの料理を運んできた宿の親父おやじに、果実酒の湯割りとハムエッグを注文し、

「退屈、とか言っていたようだが」

　スクランブルドエッグをぱくつきはじめるクラウスを横目に語る。

「腕うでをなまらせるわけにはいかんが、時には羽を伸のばすのも大事だぞ。

　メリハリというのは必要なものだ」

「羽を伸ばすのも大事、ってところには賛成だけどな」

　クラウスは、つけあわせのスライスして軽く炙あぶったパンにスクランブルドエッグを載のせて口に運びつつ、

「豪ごう遊ゆうできるほどのモノはもらっちゃあいないだろ？　食う寝るが保証されてるだけでもありがたいはありがたいけどな」

「いつまでかかるかわかんないしごとだから、仕方ないっていえば仕方ないけど」

　と、そこにはアリサも同意する。

　今現在、定期的に支し払はらわれる報ほう酬しゆうは、生活費を含む経費プラス少々。

　景気良く遊べるほどの額ではない。

「俺おれもどちらかというと、もらえる時に大きくもらえる方が好みだがな」

　ルグナードはあごひげを撫なで回しながら、何かを懐なつかしむまなざしで、

「昔は、その金をひと晩でパーッと全部使い切ったりしたもんだ」

「ダメな大人の典型か」

「見習いたくないなぁ」

　クラウスとアリサの冷たい意見にも、しかしルグナードは泰たい然ぜんと、

「何を言う。家も持たない流れの傭兵しごと、明あ日すをも知れぬ身で先々のためにと金を持っていても、それが余計な重みになれば本ほん末まつ転てん倒とう」

「お金で持ってたら重くてジャマだっていうなら、指輪かネックレスの宝石にでも替かえればいいのに」

「本末転倒っていうのなら、ルグナードの理り屈くつで金を使って、すぐさま食うものにも困るようになる方がよっぽど本末転倒だろ」

　ルグナードと旅した日々──ひと皿のクラッカーを分け合ったり、食べられる草を煮にたりしたのを思い出し、クラウスも苦い口調で抗議する。

　しかしさすがは年の功、二人の言葉を涼すずしい顔で聞き流し、

「それはともかくとして、話を戻もどすがやはりメリハリは大切だぞ。

　暇ひまが過ぎても、忙いそがしすぎる状態が過ぎても、人はどこかが鈍ってゆく。

　ここしばらく動きがないのは確かだが、それを暇だと捉とらえずに、気分を変えて英気を養い、次のための準備をする時間だと考えれば良い」

「そうは言うけどな──」

「……おはようございます……」

　クラウスの声を半ばで遮さえぎって、一同の輪に加わって来たのは一人の女。

　服もきっちりしているし、髪かみにも櫛くしが通っているが、どこかだらしなく映るのは、寝不足気味の疲つかれた顔のせいだろう。

「また昨日は夜よ更ふかしか？　エイミイ殿どの？」

「うー……」

　ルグナードの呼びかけに、意味のわからない呻うめきで返し、彼女は空いているイスにすとんと腰こしを下ろした。

　エイミイ＝プライゼ。見た目はクラウスやアリサよりも年下だが、実際の年ねん齢れいは二十代の半ば──らしい。当人の言を信じれば、の話だが。

　クラウスたちの雇い主から派は遣けんされた学者で、現地での調査研究が担当、ということになっている。

「けど最近は調査もしてないのに、なんで夜更かししてるんだ？」

　クラウスの素そ朴ぼくな疑問に、エイミイは寝不足気味の不機嫌なまなざしを向けて、

「……学問に区切りはあっても終わりはありません……手持ちの資料や書しよ籍せきからだけでも読み取れること、考えられることはいくらでもありますし、考えているうちに夜が白むこともあります」

「そういうもんか」

　クラウスに学問のことはよくわからないが、学者のエイミイが言うのならそういうことなのだろう。

「そういうものです。

　現時点ではさまざまなことの手がかりは少なく、漠ばく然ぜんとしすぎて結論は出せません。

　けれど逆に、無数の仮説を立てて、それを検証することはできますから」



    

  
    
      「そんな面倒なことをやっているのか？」

　あきれているのか感心しているのか、微び妙みような口ぶりのルグナードに、エイミイは自信たっぷりにうなずいて、

「もちろんです。

　どんな事でも、いくつもの仮説を考えておけば、そのうちどれかが当たっていた時に対応しやすいはずですから。

　ただ──」

　エイミイはわずかに言葉を切って、

「気になるのは『乗客パツセンジヤー』の研究の進しん捗ちよく状じよう況きようです。

　これまで彼らが成したことを、単純に実験の成果という側面のみで時間を追って見てみると、あまりにも捗はかどりすぎています。

　何かの拍ひよう子しに研究が飛ひ躍やく的に進むことはままありますが、それにしても進捗速度が速すぎる気がします。

　まるで基き礎そ理論はとっくにできあがっていて、それを実じつ践せん、修正しているような感じすら受けます。あくまでも私見ですが」

「よくわかんないけど……それって、なんかマズいの？」

　小首をかしげて問うアリサに、エイミイはうなずくと。

「まずいです。非常に。

　彼らの理論がどこまで完成しているかにもよりますが、実験による検証と理論の修正が終われば、当然、次の段階の理論を実験で検証することになりますから」

「──そういうことか──」

　クラウスは髪をなで上げ、つぶやいて、

「……クラウス、お前、格好をつけて『そういうことか』と言いたかっただけで、本当はわかっておらんだろ」

「気づいてもそこは流せよ！」

　ルグナードに図星を指されて抗議する。

　そんなやりとりに、エイミイは深い吐と息いきをついてから──

「──わかりました。なるべく平易に言い直します。

　連中が、最終的に何を目的にしているか、によっても違ちがうのですが……

　つまり。

　もうすぐ、もっと大変な何かが起きそうだ、ということです」

　単純な計算の結果を告げる学者の口ぶりでそう言った。

　至って淡たん々たんと。



　小こ瓶びんの中に沈しずむ欠片かけらが淡あわい光をあたりに放つ。

　真水に魔力素マナチツプを沈めて反応発光させたランプが照らすのは石造りの部屋。

　シャローム王国ターシュ領にある、ミスト城。

　刻限はもう昼に近いが、この城の主、ターシュ侯こうの執しつ務む室は保安上、明かり取りの窓さえない。

　大きな部屋にはタペストリと執務机、明かりを放つランプ程度。

　その執務机で書類に視線を落とし、時折ペンを走らせているのは、二十代後半の男だった。少しくすんだ金色の髪に、飾かざり気けはないが仕立てのいい服。

　無論この執務机につくことのできる人間はただ一人。この城の主たるバラハム＝ターシュ侯その人のみ。

　机から離はなれた、出入り口のドアに近い場所では、護衛の兵士が六人、不動のままで控えていた。

　束と置かれた書類に目を通し、場合によっては決済か、不可のサインを記す。面倒くさい作業だが、これも領主ロードのつとめである。

　ペンを走らせる音に、時折護衛の兵士たちが姿勢を変える衣きぬ擦ずれの音が混じる。

　そんな時間がどれほど続いた頃ころか──

　小さなノックの音が、ペンの音を休ませた。

　兵士たちが誰すい何かの声を上げるより先に。

「ギギラです」

　ノックの主は自ら名乗った。

「入れ」

「──失礼します」

　ペンを置いたターシュ侯の応こたえを待って執務室のドアが開く。

　そこにいたのは異相の男。禿とく頭とうで眉まゆすらなく、右目の片眼鏡モノクルがとてつもなく怪あやしい。妙みようにどす黒い顔色と枯かれ枝えだのように細いその身。

　若くないことは確かだが、ではいくつくらいに見えるかと聞けば、問われた者は迷うだろう。

　男──ギギラは右手に書簡を携たずさえたまま一礼し、

「閣下、調査報告が届いております」

「見よう」

　ターシュ侯の答えを待って、ギギラ──バラハムのもと教育係でもあり、今は腹心でもある男は執務机に近づくと、恭うやうやしく書簡を差し出す。

　──むろん普ふ通つうの報告書なら、わざわざ執務中に持ってくる必要はない。日々の書類の中にでも入れておけば済むことである。

　ならば緊きん急きゆうか、間違っても他人の目には触ふれさせられない案件か。

　ターシュ侯は書簡を開いて目を通し──

　わずかにその眉が曇くもる。

　ふたたび視線を動かして、書簡を頭からもう一度熟読する。

　報告書のそこここには、淵海孔アビスゲート、乗客パツセンジヤーといった単語が散見していた。

　そう。彼、バラハム＝ターシュこそが、クラウスたちを雇い入れ、淵海孔アビスゲート発生事件の調査を命じた当人だった。

　無論、雇って調査をさせている傭よう兵へいはクラウスたちだけではない。一ダースほどのグループをあちこちに送り込んで調査をさせ、直属の情報調査部の人間たちも動かしている。

　入って来た数多あまたの情報は研究され検討され精査され、最終的には腹心のギギラがとりまとめ、適てき宜ぎ、このような報告書として彼のもとへともたらされる。

　今回の書類に記されていたのは、淵海孔アビスゲート発生事件を起こしている『乗客パツセンジヤー』たちに関する中間調査報告だった。

　彼らが使っていた馬車や紙などの遺留品の生産元。これまでの淵海孔アビスゲート発生箇か所しよ分布。そして、一味の一人に似た者に、以前出会ったことがあるという証言。

「──これは──」

　とまどい顔でギギラを見上げ、しかし護衛の兵たちには聞かせられぬと判断し、言葉の先はのみ込んだ。

　対するギギラはすべてを察し、表情一つ変えぬまま、

「そのように受け取れますな」

「しかし──もしそうなら──」

「困ったことではありますな」

　ギギラのとぼけた物言いを、笑う気にも叱しつ責せきする気にもなれず、バラハム＝ターシュは食い入るように書面をにらみつけていた──



　悲鳴が聞こえた。

　テーニアにはわかっている。これは、あの時の夢なのだと。

　わかっていながらも、おそるおそる廊ろう下かに出て、悲鳴のする方へと歩みゆく。小さな素足でつめたい床ゆかを踏ふみしめて。あの時と同じように。

　──自分がどこで生まれたか、テーニアはおぼえていない。

　父の顔も母の面おも影かげも、瞼まぶたの裏にさえ残ってはいない。

　確かなことは、物心ついた時にはもう、テーニアはその施し設せつにいた、ということだ。

　身よりのない子供を集めて育てる所だと理解するのに時間はかからなかった。

　国にもよるが、平民は食べて生きてゆくのにせいいっぱい。そんな中、こういった施設の環かん境きようは推おして知るべし。

　だが、テーニアのいたそこは違った。

　質素ではあるがちゃんとした食事が充じゆう分ぶんに出るし、着るものは人並み。そして何より破格だったのが、子供たち一人一人に一つずつ部屋が与あたえられていることだった。

　ひょっとしたら、下町に住んでいる普通の子供たちより、衣食住は恵めぐまれていたかもしれない。

　施設の育マ母ザ長ーはことあるごとに、子供たちに語って聞かせた。他の施設がどれだけひどいか。世間がどれだけ冷たいか。皆みながこうして暮らすことができるのも、ここに力を貸してくださるお父様のおかげだ、と。

　子供たちの数は増えたり減ったりで、入ってきた男の子たちは、なぜだかすぐに出ていってしまい、いるのはほとんど女の子ばかり。

　誰だれかがいなくなるたびに、育マ母ザ長ーはみんなに説明した。お父様が引き取ってくださったのよ、と。

　子供たちは皆、薄うす々うす、どこか嘘うそ臭くさいものを感じてはいたが、大人たちに問い質ただす者はいなかった。

　──正確に言うと。

　ある男の子が、それに疑問を感じたか、それともただ単に度胸を示すつもりだったか、お父様の悪口をまくし立てたことがあった。

　対する育マ母ザ長ーは笑顔で言った。

　──お父様を信じられないのなら出て行きなさい。信じられない人が用意した食べ物も寝ね床どこも、あなたには必要ないでしょう──

　と。

　男の子にはそのあとの昼食も用意されず、怒おこって捨てぜりふを残して飛び出していったその子を、誰も捜さがしに行こうとはしなかった。

　夜になり。

　泣きながら帰って来た男の子の、謝罪の言葉を聞くと、育マ母ザ長ーは笑顔で許しの言葉をかけた。

　そういうものなのだ、と、皆がそれで理解した。

　お父様を信じていれば、食事と寝床が与えられる。

　信じなければそれらを全すべて失うことになるのだ、と。

　施設では時々、食後に甘あまいおやつが出されることがあった。

　砂糖を使った甘いおやつは、庶しよ民みんにとっては贅ぜい沢たく品ひん。ただ甘い、というだけでも、子供たちにとってはごちそうだった。

　あの時に出たのは──よく覚えている。おいしそうな緑色のゼリー。

　けれど一つ年上だったメッシーナが、テーニアのぶんのゼリーも食べてしまって、大ゲンカになった。

　メッシーナなんて大きらい！

　力いっぱいそう叫さけんだことは忘れられない。

　その日の夜。

　トイレに行きたくなって目をさまし、廊下に出たテーニアの耳に届いたのは、そのメッシーナの悲鳴だった。

　足を向けたその先で、彼女の部屋のドアが少しだけ開いていた。

　隙すき間まから見えたのは──

　ベッドの上で狂くるったように暴れるメッシーナを、数人がかりでおさえ込んでいる育母たち。

　一人は布をメッシーナの口に押おしつけ、悲鳴を隠かくし、残りが両手と両足をおさえつけている。

　一いつ瞬しゆん、激しくもがくメッシーナの寝間着がめくれ上がり、白い腹がちらりと見えた。

　──いや。

　白くはなかった。

　まるで皮ひ膚ふの一枚下を何匹ひきもの蛇へびが這はっているかのように、青黒く太い蚯蚓みみず腫ばれが、白かったはずのメッシーナの腹でのたうち、ひろがりつつあった。

　見み間ま違ちがいではなかったと断じる自信はない。一瞬だけのことだったし、部屋の中も薄うす暗ぐらかった。

　ただ、テーニアの目にそう映ったのは事実。

　少女は直感した。理由もなく。

　メッシーナが、メッシーナでなくなりつつあるのだ、と。

　育母たちは焦あせった口ぶりで、何やら言葉を交わしていた。セッシュリョウがどうの、タイシツがどうの。

　よくわからない話ばかりだったが、なぜか、ゼリーをきちんと分ける、などという言葉が突とつ然ぜん混じり、こんな大変な時にお菓か子しの話なんて、と思った記き憶おくがある。

　──過去にあった現実では──

　怖こわくなったテーニアは、そのまま自分の部屋に帰り、翌朝、施設からメッシーナの姿は消えた。

　育マ母ザ長ーはいつもの笑顔で言った。メッシーナはいい子にしていたから、お父様が引き取ってくださったのよ、と。

　しかし今見ている夢では、そうはならなかった。

　戸口からにじり下がったテーニアの背中が何かに当たる。

　何か──

　いや、誰かに。

　ゆっくりと。

　ふり向いたそこには、顔に傷のある禿頭の大男。

　なぜだろう。なじみの顔のはずなのに、なぜかどうしても名前が出てこない。

　男の口が動く。声は聞こえなかったが、その動きで、テーニアは自分の名を呼ばれたのだとわかった。

　同時に。

　男の体は縦に裂さけ、中から赤黒い──



　目覚めは静かで、不ふ愉ゆ快かいだった。

　感じる揺ゆれと轍わだちの音で、馬車の中だと思い出す。

「お目覚めですか」

　かけられた声にテーニアが目をやれば、そこには黒くろ髪かみの仏ぶつ頂ちよう面づら。

「……ラングル……」

　相手の名を呼び、なんとはなしにあたりを見回す。

　そこはやはり馬車の中。窓に下ろされたカーテンから、昼間の光が漏もれ入って来る。

　中にいるのはテーニアとラングルの二人のみ。もう一人の連れ、ヴィンカートは御ぎよ者しや台だいで馬を操っているのだろう。

　──しばらく前まではもう一人いたのだが、アラオザルという町での戦いで命を落としていた。

　その戦いで、仲間の一人と馬車を失なくしたテーニアたちは、一いつ旦たん本ほん拠きよ地ちへと戻もどり、新たな馬車を用意してもらった。

　できれば人員の補ほ充じゆうもしたかったのだが、さすがにこちらの方はすぐさまどうにかなるものではない。

　そこまではまあ、良いのだが──

「……どう思う」

「どう、といいますと？」

「次の実験のこと」

　新たな馬車などを与えられた時、テーニアたちは次の実験の実じつ施し命令を受けていた。

　行う場所と時間。今までと少し違う実験手順。そして実行後、即そく座ざにその場を離はなれろとの指示。

　だが、テーニアの胸のうちには不安がわだかまる。

「ご心配には及およびません」

　その気持ちを知ってか知らずか、ラングルは答えた。

「場所を考えればまず邪じや魔まは入らないでしょう。私たちをつけ狙ねらっている組織もいるようですが──」

「そうじゃなくて！」

　言いたいことを理わ解かってもらえず、テーニアの声がはね上がる。

「実験を重ねて、最終的にお父様はどうなさりたいのか、それがわからない、と言っているんです！」

「それでしたら──」

　ラングルは即答した。

「考える必要はありません」

「……え……？」

「イスマイト殿どのも当然、先々のことを大局的に考えておられるはず。我々はそれを信じていれば良いのです」

「それは……そうですが……」

　テーニアは口ごもる。

　実験を命じたのはお父様──アズマイール＝イスマイト。

　テーニアは、育った施設の出資者でもあり、今の保護者でもあるイスマイトを敬愛し信用し盲もう従じゆうしている。より正確に言うならば、そうするように育て上げられていた。

　ゆえに、イスマイトの計画を何も疑わず手伝っているし、イスマイトの考えに間違いがあるとは思わない。

　だからラングルの言うことが正しい、とは思うのだが──

　この実験の行き着く先がどこなのかは聞かされていない。

　そこに自分とお父様イスマイトの幸せがあるならそれでいい。

　だが、今まで目にしてきたさまざまな実験の結果から、その果てに幸せな未来があるようにはどうしても思えなかった。

　そんな破は綻たんの予感が、テーニアに悪夢を見せ、迷いを抱いだかせる。

　口ごもる彼女の態度に、ラングルは問う。

「よもや、イスマイト殿が信用ならぬと？」

「そんなことはありません！」

　それは即座に否定した。

「お父様が信用ならぬなどと！　無礼にも程があります！

　私はただ、お父様のお考えが知りたいだけです！」

「ならば結構ですが」

　ラングルは無表情のままうなずいて、さらに続ける。

「ただ、現場に立つ我々が全てを知っていた場合、計画全体に支障を来きたすような不都合が起きることもあります。

　たとえば敵対者に捕つかまって尋じん問もんを受けでもしたら、全ての情報を相手に渡わたすことになります。

　拷ごう問もんの苦痛に耐たえられる者はいても、薬物で認識を狂くるわされてなお沈ちん黙もくを守れる者は、ほとんどいません」

「……拷問……」

　テーニアの顔におびえの色が走る。

　自分が捕まって拷問を受ける、などということは、今までにただの一度も想像したことはなかった。

　思い出す。かつて、自分たちを狙う連中に攻こう撃げきされた時のことを。

　わけのわからない巨きよ大だいな武器で身を打たれ──体は打ち身とすり傷程度で、その場はなんとか逃のがれたが、逃にげ切ったあとしばらくは、足の震ふるえが止まらずに、何日かその時の悪夢にうなされた。

　相手の容姿はよく憶おぼえていないが、テーニアの記憶の中では、巨大な体たい躯くの、悪あく魔まのような形相をした女だった──ことになっている。

　実験を命じられた時、テーニアは本気で、イスマイトのためになら命をなげうつ覚かく悟ごを決めたと思っていた。

　だが実際に、他人から攻撃を受けてみると。

　自分が決死の覚悟だと思っていたものが、ただ、覚悟したつもりの薄うすっぺらい自己陶とう酔すいに過ぎなかったのだと思い知らされた。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　テーニアの不安を読み取って、ラングルは言う。

「この私が絶対に、テーニア様をそんな目に遭あわせはしません。私もヴィンカートも、そのためにいるのですから。

　ゆえにテーニア様はただ、実験の成功のみに砕さい身しんしていただければ」

「──わかっています」

　言ってテーニアは視線をそらし、会話を打ち切った。

　むろんのこと。

　心中のもやもやとした不安は消えはしなかったが──



　平へい穏おんの幾いく日にちかがさらに過ぎ。

　その時クラウスは、武器の手入れをやっていた。

　宿の一階にある食堂である。昼食時を過ぎた店内に客の姿はまばらだが、全くいないわけではない。

　クラウスは飲み物一いつ杯ぱいでテーブル一つを占せん拠きよして、武器と手入れの道具をひろげる。

　主に使っているのは長剣ロングソードだが、他ほかにも彼はあちこちに、隠かくし武器を持っている。

　鎧よろいや服やブーツや手袋グローブ、いろんな所に、ナイフ、投げナイフ、それより小さな刃礫ビツトと呼ばれる投とう擲てき刃じんを仕込んでいた。

　武器の数が多くなれば、当然その分手入れに手間がかかる。

　一つ一つ順番に、サビをチェックし、もし見つければヤスリで落とし、刃やいばの状態を調べて必要ならば研ぎ、油を塗ぬる。

　テーブルにはアリサもいて、最初は興味深そうに手入れの様子を眺ながめていたが、延々と続くとさすがに飽あきたのか、

「……大変ねー。それだけ武器があると」

　いくぶんの皮肉を混ぜてつぶやけば、しかしクラウスは、

「大変？」

　そちらを見ようともせずに、手を休めぬまま言った。

「まだまだ青いな。自分の武器を手入れするのは楽しくて仕方ない。その境地に至ってようやく一人前だぞ」

「……あたし、クラウスがどこに向かって成長していこうとしてんのかわかんない」

「武器の手入れは基本だろ。オレたち傭よう兵へいはこれに命を懸かけてるんだからな。なら、手入れは楽しくできた方が──」

　言いかけて。

　ふとクラウスが手を止め、顔を上げたのは、店の玄げん関かんドアが開く音を耳にしたせいだった。

　むろん、玄関が開くのが珍めずらしいわけではない。

　ただ──その音に何かを感じたのだ。

　ドアの外には明るい午後の陽ひざしがある。白くまばゆいその前に佇たたずむ影かげは、クラウスには一いつ瞬しゆん、不ふ吉きつを告げる巨大な黒い鳥に見えた。

　影はざっと店内を見回すと、まっすぐこちらに向かい来る。

　手を止めたクラウスの視線をアリサも追って。

「……やあ……みなさん……」

　先に口を開いたのは相手の方。

　歳としはクラウスより少し上。金髪ブロンドのハンサムで、緊きん張ちよう感かんのないその顔には、むろん見覚えがあった。

「フォックス……」

　クラウスは、苦々しく相手の名を呼んだ。

　フォックス＝ゴーン。クラウスとアリサ、ルグナードの三人を一連の事件に巻き込んだ人物である。

　クラウスたちの雇やとい主ぬし、ターシュ侯こうの下で働いており、あちこちでいろんな情報を集めつつ、クラウスたちとの連れん絡らく係をやっている。

　味方ではあるし、ふところ具合が少し心もとなくなってくると、見て計ったかのようにふらりと現れて路銀を渡してくれたりもするのだが、自分たちを強引に事件に巻き込んだ相手と思うと、どうにも苦手意識がぬぐえない。

　フォックスはクラウスたちのテーブルにつきながら、

「ところで、あとのお二人は？」

「ルグナードは、体を動かして来る、とか言って出ていった。そこいらへんにいるとは思うけどな。

　エイミイはいつもと同じ。部屋で調べものだか研究だかでこもりっきり。

　──で？　そっちは？　定期連絡ってタイミングじゃあなさそうだが」

　訊きけばフォックスはのんきな口ぶりで、

「ええ。実は『乗客パツセンジヤー』たちの動きが掴つかめまして」

　──やっぱりか──

「わかった」

　クラウスはイスから立ち上がり、

「ならまずは、ルグナードたちを呼んで来る。話は──」

「待った」

　クラウスの言葉を途と中ちゆうで遮さえぎり、アリサが立ち上がると、

「あたしが呼んで来るわ。

　だから、あなたは──

　とっととコレを片付ける。時間かかりそうだし」

　言って、テーブルの上にひろげられた隠し武器の山を指さしたのだった。



　最初の一言は轍わだちの響ひびきにかき消された。

　気を取り直したフォックスは、あらためて声をはり上げる。

「まず──」

　すでに馬車を用意していたフォックスに、詳くわしい話は移動しながら、と促うながされ、支度を終えて宿を引ひき払はらい。

　──結局、支度を終えるのが一番遅おそかったのが、武器をひろげていたクラウスだったりしたのだが──

　二頭立て四輪の幌ほろ付き馬車に全員で乗り込むと、フォックスが何も命じなくとも御ぎよ者しやは馬車を走らせた。

　そして、フォックスは、一同を見回し、口を開く。

「最初にお断りしておきますが、御者の彼も私の仲間ですので」

　と、ちらりとその背に視線を走らせ、

「話を聞かれると困る、ということはありません。

　ですので、発言はお気き兼がねなく」

　そう前置きを済ませると、ひと呼吸置いてから、

「二日前にイグロフ近辺で、連中のものと思われる馬車の一群、箱形馬車八台がオーゼ街道を南下しているのが目もく撃げきされています」

　クラウスの知らない地名も出たが、ルグナードの方はわかったらしい。

「となると……向こうがコースを変えず、こちらが馬車で迎むかえに出れば、明日あしたか明後日あさつてには出会えるな」

「ええ。たぶん」

「けど、連中のものと『思われる』って……大丈夫なのか？」

　眉まゆをひそめてクラウスが問う。騒そう音おんに負けないためには、かなり声をはり上げる必要があったが。

「さすがに相手を停とめて聞くわけにもいきませんから。けれど、間ま違ちがいないでしょう」

「それで連中の動きだが」

　と、今度はルグナード。

「二月ほど前にこのあたりをうろついていた奴らが、今、北にあるイグロフのあたりを南下しているということは、当然、一度北上したということになるが──

　その間に北の方で淵海孔アビスゲートの出現はあったか？」

「いえ。少なくとも私たちの把は握あくしている限りはありませんねぇ」

　物ぶつ騒そうな話をしていても、フォックスの表情にも声にも緊張の色はない。

「では、他ほかに何か目立った事件は」

「それも特には」

「なるほど。

　で、見当はついたのか？」

　ルグナードの問いに、フォックスは一瞬、沈ちん黙もくし、

「見当……って、何の、です？」

「連中の本ほん拠きよの、だ」

『な……!?』

　クラウスとアリサとエイミイ、三人の漏もらした呻うめきが重なった。

「本拠って……！」

　勢い込むクラウスに、ルグナードは淡たん々たんと、

「連中はなぜ一度北に行ったか、ということだ。

　そちらで淵海孔アビスゲートの出現があったなら、活動の一いつ環かんだったのだろう。

　だが何も起きていないということは──」

「──補給か──！」

　クラウスはようやくそれに思い当たる。

『乗客パツセンジヤー』たちとて、補給も無しに活動を続けられるはずもない。金さえあれば、あたりの町で手に入るものも多々あるだろうが、本拠に戻もどらないとどうしようもないものもあるはずだった。

　ルグナードはうなずいて、

「そう考えるのが妥だ当とうだろうな。あるいは新たに何かの命令でもあったか。

　いずれにせよ、そちらに奴やつらの本拠がある公算は大きい。

　で──」

　と、フォックスの方を見やり、

「その北で奴らの動きを捕ほ捉そくできたのは、ひょっとすると、偶ぐう然ぜんではなく何かのアテがあってのことではないか、と思ってな」

「……うーん……」

　フォックスは、考え込むようにしばし口をつぐんでから、

「……いやぁ……正直なところを言いますとね、少なくとも私はそのあたりのことを聞かされていないんですよ。

　ただ──

　ひょっとしたら上の方は、何か掴んでいるんじゃないかなー……なんて空気はちょっと感じますけれどね。

　とはいえ、突つっ込こんで聞いてみる気にはなりませんねぇ。上には上の考えがあるでしょうから。

　あ、もちろん私たちなりの判断というものがありますから、何かがわかったとしても伝えないこともありますけど、そのあたりはごかんべんを」

「心配するな。こちらもそこまで聞こうとは思わん。

　必要なことだけでいい」

　余計なことを知ってしまえば、ややこしい事態になるのはままある話。ルグナードもそれは避さけたいのだろう。

「けど何にしろ、もっと急がなくていいのか？」

　馬車の外、流れる景色を眺ながめてクラウスは言う。

　一同を乗せた馬車は、決して速いとは言えないスピードで、通りをがたごとと進んでいる。

　のんびり──とまでは言わないが、急いでいるようには思えない。

「『乗客あいつら』のことだ。どうせまたロクでもないことをやらかすに決まってる。

　いつ行動を起こすかわからない以上、急ぐべきだろ？

　なのにいいのか？　こんなトロトロ進んでて？」

「私も、ゆっくりしているつもりはないんですけどねぇ」

　と、フォックスは苦笑して、

「焦あせって、町の中で事故を起こし、警備兵に捕つかまったり、途中で馬をダメにしては、かえって時間を失うことになってしまいますから……

　今から飛ばし過ぎるのは得策とは言えませんよ。

　うちの領内なら、まだ多少の無茶もきくんですけど……」

　残念ながらこの場所は、雇い主たるターシュ侯の領地ではなく、その隣となりにあるトルマレード領。

　ターシュ侯の威い光こうを持ち出しても通用しない──どころか、間かん諜ちようの疑いをかけられるおそれさえある。

「……じれったい話だなおい……」

「仕方ありませんよ。こればかりは。

　……気休めになるかどうかはわかりませんが、知っての通り、あなた方の他にもこういったチームはいくつかあります。

　うち一つが距きよ離りを置いて連中にはりついていますから、いざとなれば、時間かせぎの手くらいは打ってくれるでしょう。

　当然、他のチームにもこの情報は伝えられていますから、そちらに向かっているはずですし。

　焦りは禁物です」

「……わかったよ。

　馬車のペース管理はそっちに任せるさ。

　ただし！　できるだけ急いでくれよ！　できるだけだ！」

　答えたクラウスの口ぶりには不満がにじみ出ていたが。

「けどそー言えば、あたしたち以外のチームっていうのはどんな連中がいるの？」

　尋たずねるアリサに、フォックスは一いつ瞬しゆん思案して、

「どんな……と聞かれても困りますが、あなたたちと同じ傭よう兵へいですよ。

　腕うで前まえも人数もまちまちですが、それなりに使える人たちのはずです。

　──さすがに、『乗客パツセンジヤー』たちとの遭そう遇ぐう、交戦回数は、あなたたちがダントツですけどね。

　現在、確認されているだけで、相手の馬車は八台。人数は三十人くらいといったところでしょうか。

　こっちのチームが勢せい揃ぞろいすれば、数の上では余よ裕ゆうで上回りますが……向こうに増ぞう援えんがない、という保証はありません」

「増援って言えば、だ」

　クラウスは忌いま々いましげに吐はき捨すてた。

「あいつらがもし淵海孔アビスゲートを生み出しちまったら、そこから淵アよビりス来フるオもーのムどもがうじゃうじゃやって来る。

　そうなると、さすがにもうどうしようもない。

　なら、あいつらが淵海孔アビスゲートを出す前に決着をつけるしかないだろ」

　ともすれば脳裏に浮うかびかける『リオネル』のことを意識の外へと押おしやりながら、クラウスは北の空を眺めやる──



　蒼そう穹きゆうを翼つばさが滑すべる。

　地上から見上げれば、それは単なる猛もう禽きんのシルエット。獲え物ものを求めて空を行く鷹たかとしか映るまい。

　だが鷹の瞳ひとみが追うのは草むらの小さな獣けものにあらず。街道を行く一団の馬車。

　二頭立て四輪の箱形馬車は、いずれも窓にカーテンが下ろされ、外から中を窺うかがうことはできなくなっている。

　それが八台、一列に並んで進む様は嫌いやでも目立つ。

　もっとも、目立ちはするものの、貴族などが家族ぐるみで避ひ暑しよに向かう時にはまま見られる光景である。目にした者たちは、おそらくそんなところなのだろうと納得したに違いない。

　街道はやがて分かれ道へと至り──

　その一団から大きく距離を置いた後方を、一台の幌ほろ馬ば車しやが進んでいた。

　土地の起き伏ふくや木々が邪じや魔まをして、幌馬車からは、はるか先を行く箱馬車の一団は見えないが──

「──む？」

　蒼穹の鷹を見上げたまま、幌馬車に乗った小男が呻いた。

「ん？　どうした？」

　同乗している傭兵ふうの男に訊きかれ、小男は空行く翼を眺めたままで、

「『乗客パツセンジヤー』たちの馬車が二手に分かれた。半分の四台がゼイユ街道に入った」

　そう。彼らはクラウスたちと同じく、ターシュ侯に雇やとわれた、『乗客パツセンジヤー』たちを追うグループの一つだった。

「ゼイユ？　まさかコモリオムにでも行こうって気じゃねえだろうな？」

　小男の言葉に傭兵が眉をひそめる。

　ゼイユ街道はこの国、シャロームと、隣りん国ごくコモリオムを結ぶ街道の一つだった。

　コモリオムは現在、王室のごたごたで内ない紛ふんが続いており、それによって生まれた難民たちがシャローム国内に流れ込んできている。

　そんな背景もあって、国境にはシャロームが警備兵を置くようになり、呼応するようにコモリオムも詰つめ所しよを設置した。

　つまりは、不ふ審しんな連中が気安く出入りできない状態ではあるのだが──

　逆にもし『乗客パツセンジヤー』たちが隣国に入れば、追つい跡せきを続けるのは難しくなる。

「そうとは限らん。国境まではまだある。途と中ちゆうで別の場所へ向かう可能性も高い」

「それで──オレたちはどうする？」

　傭兵の問いに、小男はしばし黙もつ考こうし、

「我々はゼイユ側の一団を追う。

　仲間に連れん絡らくを取る。──停めてくれ」

　要よう請せいに、馬車が路ろ肩かたで動きを止める。

　小男は降りると荷台を探り、そこから取り出したのは、大きな鳥とり籠かごだった。

　中にいるのは十数羽の、どこででも見かける小鳥たち。

　だが少し違うのは、その一いつ匹ぴき一いつ匹ぴきの額に、何かの紋もん様ようが描えがかれていることだった。

　小男はそばの地面に鳥籠を置くと、懐ふところから小さな革かわ袋ぶくろを取り出し、左手のひらの上で傾かたむける。

　中からざらりとこぼれ出たのは、何十粒つぶに及およぶのか、向日葵ひまわりのタネほどの大きさをした白い粒。

　魔力素マナチツプ──地面を掘ほれば、そのあたりから大小いくらでも採れるそれは、大地を支える封ふう印いん樹じゆのかけら。

　──かつて善神オーランは、邪じや神しんを討ってその身とその名を、生きた無数の大樹──封印樹を杭くいとして、海へと封ふうじた。

　大樹の杭は伸のび行きて、海から出た所で平らに朽くち、その上に無数の植物を、動物を、命を育はぐくむ陸地となった。

　それこそが、彼らの住むこの樹大陸。

　地面の中から見つかる魔力素マナチツプは、単なる白い石ではない。

　朽ちてなお、善神の祝福を受けていると言われるそれは、真水に漬つければ闇やみ夜よを照らす光を放ち、人には邪悪を退ける力をもたらす。

　小男は鳥籠を開けると、逃にげようともしない小鳥を一羽、そっと掴つかみ出し、くちばしの奥おくに魔力素マナチツプのひとかけらを押し込んだ。

　一羽が終われば籠の上に止まらせ、次の一羽。鳥たちは抵てい抗こうもせず従って。

　やがて鳥籠はからっぽになり、全部の鳥たちが籠の上に並んだ。

　小男は、残った魔力素マナチツプをいくつか含ふくんでのみ込むと、口の中で何やらつぶやきながら、両手で包み込むようにそっと鳥籠をなぞりはじめる。

　もし近づいてよく見れば、籠の格子にも細かな紋様が描かれているのがわかっただろう。

　やがて小男のつぶやきが止まり──

「虚空の囁き運ぶ猟禽ダロス・グリモヤーキー」

　夜であったら、刹せつ那な、籠と鳥たちがかすかな光を纏まとったのがわかっただろう。

　──神呪セレストル。

　それは、善神の祝福物たる魔力素マナチツプの力を取り込み、大小さまざまな奇き跡せきを起こす術。

　小男は、鳥たちに何やらつぶやくと、やがて立ち上がり、

「──行け」

　言葉と同時に、鳥たちが一いつ斉せいに飛び立った。

　見届けた小男は鳥籠を片付けると馬車に乗り込み──

　再び馬車は走りはじめる。『乗客パツセンジヤー』たちのあとを追って。



　声が聞こえた。

「──ん──？」

　呻うなって身じろぐクラウスに、フォックスとエイミイの視線が向いた。

　一同の乗った馬車は町を出て、街道を北にひた走っている。

　休める時に休んでおこうと座席に背を預け、仮か眠みんを取っていたクラウスが目をさましたのは、知らない誰だれかの声を聞いたからだった。

　そちらの方へと目をやれば、御ぎよ者しや台だいに座る男の背中。

　──そういえば御者こいつの声は聞いてなかったな──

　だが御者台に一人で、何の独り言を言っているのか──

　思った時。

　馬車がスピードをゆるめると、御者が後ろをふり向いた。

「フォックス」

　呼びかけた声は、さきほどクラウスが耳にしたのとは別人のもの。

　ふり向く拍ひよう子しに、御者の肩かたから何かがぽとりと落ちたのだが、体の死角になっていたせいで、御者以外の誰もそれには気づかなかった。

　落ちたのはどこにでもいる一羽の小鳥。額には紋様が描かれていて、すでに息絶えてはいたが。

　──それはしばらく前、ここから北に離はなれた場所で、一人の小男が放った一羽。

　神呪セレストルの力で、通常とは段だん違ちがいの飛ひ翔しよう速度と、メッセージを伝えるべき相手を確実に捜さがす能力を付加され、ヒトの言葉をそのまま伝えることも可能。

　クラウスが聞いたのは、鳥が運んだ小男の声そのものだった。

　早馬などよりよほど迅じん速そくかつ確実な伝達手段。

　しかし神呪セレストルの加護の上とはいえ、小さな鳥にそれだけの無茶をさせているのだ。たいていの場合、無茶の代だい償しようは、鳥自身の命で支し払はらうことになる。

　だが御者は小さな命など意にも介かいさず、

「連絡があった。

　目標が分散。四台は依い然ぜんオーゼを南下中。四台はゼイユ街道に。我々はゼイユの方を追う、と」

「連絡って──いつ？　どーやって？」

　同じく仮眠を取っていたはずなのだが、いつ起きたのか、目を丸くしてアリサが尋ねた。

　ルグナードも目を覚まし、御者とフォックスに注目している。

　問いには御者ではなくフォックスが口を開き、

「いやぁ、連絡の方法は、うちの機密という奴やつなんで勘かん弁べんしてください。

　それよりも大事なのは情報の中身です。

　お聞きになったかもしれませんが、『乗客パツセンジヤー』たちは二手に分かれて、一方はゼイユ街道に進んだそうです。

　そのまま道なりに行けば隣となりの国ですが──たぶん国境越ごえはないでしょう。

　国境には両国の警備隊がいますし」

「なら分散したのは──」

　言うルグナードに、フォックスは小さくうなずいて、

「ええ。

　これまでの調査で『乗客パツセンジヤー』たちは複数のチームが存在し、淵海孔アビスゲートを発生させる時には複数のチームが同時に儀ぎ式しきを行っていることが多いと確認されています。

　別々のルートで進行し、それぞれの目標地点に集まっているわけですね。

　つまり──

『乗客パツセンジヤー』たちはゼイユとオーゼ、二つの街道にはさまれた場所にあるどこかで、次の淵海孔アビスゲートを発生させようとしている可能性があります」

「じゃあもっとスピード──」

「前にも言いましたけれど」

　上げかけたクラウスの声をフォックスは遮さえぎって、

「無理にスピードを上げれば馬が潰つぶれます。

　潰す気で飛ばして町ごとに馬を買い換かえる、という荒あら業わざも使えなくはないのですが、あれは、病気や年寄りの馬を掴まされることが多いですからねぇ」

「……ちっ……！　どうにかならねえのか!?」

「どうにかしたいんですけどねぇ。私も。

　こればっかりは祈いのるしかありませんねぇ」

　──クラウスにはわかっている。のほほんとした口ぶりで言いながら、フォックスも内心焦あせってはいるのだと。

　わかってはいてもなお──

　フォックスの、のほほんとしたその口ぶりが、今は無性にいらついた──



　茜あかね色いろに染まった空を鷹たかがゆく。

「──気づかれたか、これは……」

　操る鷹の目を介して、『乗客パツセンジヤー』たちが乗った馬車の動きを追っていた小男は、苦い口調でつぶやいた。

「どうした？」

　問う同乗の傭よう兵へいには目も向けず、

「また二手に分かれた」

「またかよ」

　傭兵はうんざりとつぶやいた。

　最初八台だった『乗客パツセンジヤー』たちの馬車は、街道の分ぶん岐き点で四台ずつに分かれた。

　小男は仲間たちに連絡の鳥を飛ばすと、一方の四台を追いはじめたのだが──

　やがてしばらく行った分岐で、二台と二台に。

　やはり連絡を飛ばして、適当に選んだ二台の方を追うことしばし。

　それが今、一台ずつに分かれた。

「気づかれたか、とか言ってたけどよ、向こうからこっちは見えねえんだろ？」

「しかし向こうから鳥は見える」

　傭兵の問いに小男は答える。

　一日中、自分たちにぴったりくっついて来る鳥に気づけば、神呪セレストルを使った何者かが鳥の目を介して自分たちを見張っている──とまで気づくのは無理でも、何か不自然なものを感じて警けい戒かいはするだろう。

　──まずいな──

　小男は内心ほぞをかむ。

『乗客パツセンジヤー』たちが淵海孔アビスゲートを出現させる時、六つのポイントで儀式を行っていることは知らされていた。

　対して、『乗客パツセンジヤー』たちの馬車は最初、八台。おそらく二台は予備だろう。

　もしも連中が尾び行こうに気づいているのなら、尾つけられている一台はこちらを引きつけるおとりとして、でたらめな場所に向かわせ、残りの馬車で儀式を完成させようとするに違ちがいない。

「どうするんだ？」

「……どうしようもない。こっちは同じことをするしかない」

　小男は苦々しく吐はき捨すてると馬車を停とめさせ、三つ目の籠かごに詰つめ込んだ鳥たちを使い、仲間に連れん絡らくを送るのだった──



　陽ひは沈しずみ、陽は昇のぼる。

　全すべてのものたちの上に、等しく時は流れ行き──

　時は、来た。

　テーニアは午後の空気を吸い込み、吐き出す。

　鼻び腔こうをくすぐる緑のにおい。

　ひろがる草原の先には緑の丘おかと森とが混じり合い連なっている。

　あたりの草は短く刈かり込まれ、その上に走る白い線。

　塩や数多あまたの薬品を混ぜ込んだ白い砂を線状にこぼし、儀式用の紋もんを描えがいているのだ。

　紋の形は、テーニアたちが今までに淵海孔アビスゲートを出現させる時のものとは、少し──しかし確実に違っていた。

　いまだ、この先に待つ未来に漠ばく然ぜんとした不安は抱かかえつつ──

　テーニアは呪しゆを唱えはじめる。

　それは、人のものとは異なる何かの言語。

　神シ呪ン使ガいーが神呪セレストルを操る際、善神オーランへと捧ささげることばにもどこか似た響ひびきを含ふくんではいたものの、聞く者が聞けば別物だとすぐにわかっただろう。

　長く続いた呪しゆの果てに、テーニアは両手で包み込むように持った小さな壺つぼから、とろりとした液体を口に含む。

　古くなった油のような味が口の中にひろがる。吐き出したくなるのはがまんして、その場にひざをつき、地面に描いた紋の一部にくちづけをする。

　そのまま口の中の液体をゆっくりと注そそげば、液体は急速に白い線に吸い込まれ、紋全体にひろがり染み込む。

　テーニアはゆっくりと身を起こすと口もとをハンカチでぬぐい──

　──これで儀式は完かん了りようした──はずだ。

　だが、すぐさま何かが起こる様子はない。

「では行きましょう」

　当然のごとくうながす声は、黒くろ髪かみの仏ぶつ頂ちよう面づら、ラングルのものだった。

「おいおいおい。ちょっと待てよ」

　待ったをかけたのはもう一人の連れ。灰色の髪かみに傭兵ふうのいでたちをした、どこか軽い感じのする男──ヴィンカート。

「コレ、見届けなくていいのか？　新しい実験なんだろ？　失敗してるかもしれねーじゃねーか」

「失敗なんてしていません！」

　どうなるのか見届けたい、というところは同じだったが、失敗をほのめかされてテーニアは声を上げた。

「紋の描き方、大きさ、時間、儀式手順に呪じゆ文もん詠えい唱しよう、すべて間違いなくやりました！」

　剣けん幕まくに圧おされて、ヴィンカートはしりごみながら、

「あ、いやいや。

　お嬢じようが失敗したって言ってるんじゃなくて、指示された実験手順そのものが──」

「それこそありえません！　お父様が間違うなんて！」

「……え……えー……」

　フォローしたつもりがさらに激げつ昂こうされて、言葉に詰まるヴィンカート。

「いずれにせよ」

　一方ラングルは淡たん々たんと、

「我々が受けた命令は、儀式を行った後、速やかに離り脱だつすることだ。様子を見る必要があるならそう指示があったはず。

　それが無い以上、命令通り、速やかな離脱を優先すべきだ」

「……そうね。行きます」

　言ってテーニアはきびすを返した。

　見届けたいと言い張って、またいつかのように、イスマイトのことが信用できないのか、と言われるのは不ふ愉ゆ快かいだった。

　こうなると、残るヴィンカートも肩かたをすくめて従うしかない。

　三人は草原を横切ると、停めてあった馬車に乗り込んだ。

　御ぎよ者しや台だいについたラングルが手た綱づなを操れば、草を踏ふみしめ馬車は動き出す。

　速やかな離脱、とあったが、舗ほ装そうもされていないこんな場所では、馬車はほとんど速度が出せない。

　草に隠かくれた岩に車輪が乗り上げ、動かなくなったりすれば大きな時間のロス。へたをして車しや軸じくが折れたりしたらどうしようもなくなる。

　人が歩くのと変わらぬようなスピードで、それでもなんとか草原を抜ぬけ、森をまわり込み、ようやっと最も寄よりの街道にたどり着いた時には、それなりの時間がかかっていた。

　儀式を行った場所はもう見えないが──

「……何か起こったんですかねぇ？　結局」

　馬車の窓から草原の方を眺ながめ、ヴィンカートはつぶやいた。

　これまでに淵海孔アビスゲートが出現する時には、大きな地じ響ひびきとともにあたりの地面が陥かん没ぼつしていたのだが、それらしい音もまだ聞こえない。

　今から何かが起きるのか、それとも気づかぬうちに、すでに何かが起きているのか。

　──あるいは実験は失敗していて、何も起きないのか。

　そんなこと、テーニアにわかるはずもない。

　だがそう口に出すのはなんだかくやしくて。

「少なくとも、命令は果たしました」

「……お嬢、その言い方、ラングルみたいですぜ」

「とにかくっ！　あとはこのまま指定された町の宿に行って、次の指令を──？」

　馬車の動きが大きく乱れた。

　同時に。

「掴つかまれ！」

　馬車の外、御者台のあたりからラングルの声が響いて──



　どんっ！



　車体が一つ、大きく揺ゆれた。

　そのまま馬車は走りつつかしぎ──

　ヴィンカートがテーニアを両手で抱え──

　再び衝しよう撃げき。

「……うっ……」

　テーニアは小さく呻うめく。

　全身にずっしり衝撃が来たが、気を失わずに済んだのは、とっさにヴィンカートがかばってくれたからだろう。

　何が起こったのか、テーニアにはわからない。ただ、前にもこんなことがあったような気がするが。

　見れば、頭上に馬車のドアがある。車体が横よこ倒だおしになったことだけは理解できた。

　どうなっているのか訊きこうと口を開くより先に、ヴィンカートはテーニアを離はなすと、馬車の右──今は上にあるドアを開け、するりと出ていった。

「ちょっと……？　何……？」

　いまだ混乱から醒さめぬまま、テーニアもそこから顔を覗のぞかせて──

　街道の先には別の馬車が一台。

　そのまわりに降り立った三人の顔に、テーニアは見覚えがあった。

「──よう。やっとまた出会えたな──」

　うちの一人、銀ぎん髪ぱつの青年は憂ゆう鬱うつそうなまなざしで言った。



　クラウスたちにとって、それは僥ぎよう倖こうだった。

　オーゼ街道を北上中、こちらに向かって来る一台の馬車が目に入った。

　──むろん、街道という場ば所しよ柄がら、逆方向に向かう馬車もいる。これまでにすれ違った馬車の数は少なくない。

　だが。

　まだ距きよ離りもあるうちに、クラウスは気づいたのだ。

　その馬車の、御ぎよ者しや台だいに座る男の顔に見覚えがあることに。

　かつてアラオザルの町で、一度刃やいばを交えた男。

『乗客パツセンジヤー』のうち一人、黒髪の仏頂面。

　そのことを告げると、すぐさまルグナードは攻こう撃げき型の神呪セレストルを準備し、間違いない、と判断した時点で、相手の馬にそれを放ったのだった。

　一撃は相手の馬車を横転させ──

　そこからやや距離を置いて、クラウス、アリサ、ルグナードの三人は、それぞれ得物を手にして馬車を降りた。

　クラウスは長剣ロングソード。ルグナードの両の手には、一ふりずつの手斧ハンドアツクス。もっとも彼の場合、本当の武器はそれではなく、神呪セレストルなのだが。

　そして──特筆すべきはアリサの武器。

　長さは自身の背せ丈たけほど。槍斧ハルバードというには刃やいばが長すぎ柄えが短すぎ、幅はば広びろの片刃の背には、牙きばのように見える小さなトゲが無数に生えている。あえて呼ぶなら槍刃ブレードスピアか。

「あんたらは馬車の番を頼たのむ」

「ええ。まかせてください」

　相手がこちらの馬車を奪うばいに来ることも考えられた。思って念を押おすクラウスにフォックスが応こたえた。

　向こうの御者は馬車からほうり出されたように見えたが、実際には横転する直前に自分で跳とんだのだろう。横手の草むらからすぐさま身を起こす。

　ほとんど同時に、倒たおれた馬車のドアが開くと、灰色の髪をしたもう一人の男が飛び出した。

　飛び出た男は馬車のトランクからふた振ふりの剣けんを取り出すと、一方を御者に投げ渡わたし、一方を自分で構える。

　──クラウスたちが思っていたより、相手が態勢を立て直すのは早かった。できればそうなる前に叩たたいておきたいところだったが仕方ない。

　ほどなく、開いた馬車のドアからひょっこりと覗いた金髪の女は、クラウスの知っている顔だった。

「──よう。やっとまた出会えたな──」

　クラウスの脳裏に浮うかぶのは、かつてアラオザルの町で、同じ面々と顔を合わせた時のこと。

　当然それは、嫌いやでも『リオネル』のことを思い起こさせる。

　しかしどうやら『乗客パツセンジヤー』たちには、会話を楽しむつもりはないようだった。

　草を鳴らして御者の男、黒くろ髪かみの仏頂面が駆かけ込んでくる！

　クラウスはそれを迎むかえる形で駆けて──

　ぎんッ！

　抜き放った二人の刃と刃がぶつかった。響ひびく音色は、人殺しの道具同士が奏で合うとは思えないほど澄すんでいた。

「──クラウス！」

「こっちはまかせろ！　そっちは連中の馬車を！」

　ルグナードの呼びかけに、仏頂面と刃を離してクラウスが叫さけぶ。

「わかった！　早く済ませる！」

　アリサが応えたその時には、彼女とルグナード、二人は倒れた馬車の方へと向かって駆けだした。

「おいおいかんべんしろよそういうの！」

　灰色の髪の男は愚ぐ痴ちりつつ、倒れた馬車をかばうように身構えた。

　クラウスと対たい峙じした仏ぶつ頂ちよう面づらは後ろに退さがると、左手で抜いたナイフを投げ放ちざま地を駆け、一気に間合いを詰つめる！

　クラウスは見切る。ナイフの軌き道どうが自分に向かってはいないと。同時にそれが何を狙ねらったものなのかも。

「かわせフォックス！」

　仏頂面から視線も外さず構えも揺るがさず、クラウスは叫ぶ！

　ナイフは彼の後ろ──馬車を狙ったものだった。もしクラウスがそれをはじき落とそうとすれば、その隙すきに、仏頂面が斬きり込んでくる。

　きんっ。

「──はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　フォックスの返事は、ナイフがはじき落とされた音のあとに聞こえた。──誰だれがどうやったか、まではわからなかったが。

　同時にクラウスは仏頂面の一撃を剣で受けはじく。

　瞬しゆん間かん、目もく論ろ見みを潰つぶされた仏頂面の無表情の中に、一いち抹まつの焦あせりが浮かぶ。

　クラウスは勝利を確信し──

　……ご……

　わずかに感じたのは大地の揺れ。

　まさか──どこかに淵海孔アビスゲートが出たのか!?

『乗客パツセンジヤー』たちは、すでに儀ぎ式しきを終えたあとだったのか。

　脳裏を駆けるさまざまな思い。生まれた焦りを、それでもクラウスは押し殺し、目の前の仏頂面に意識を集中──

　ごご……ご……

　また、揺れた。

　今度はさきほどよりも大きい。

　今までに淵海孔アビスゲートが出現した時は、どんっ、と一つ大きく揺れただけだったのだが──

　だが今は、そちらに気を取られていると死ぬ。

　音の方に目をやりたくなる気持ちをおさえつつ、クラウスは仏頂面をにらみつける。

　相手は初撃の失敗に慎しん重ちようになったか、むやみに仕し掛かけては来ずに、じりじりと間合いを測り──



　どんっ。



　次の揺れは大きかった。

　全員が、思わずそちらに目をやるほどに。

　クラウスの位置からは、横転した馬車と、それを背にした灰色の髪の男。手前にアリサとルグナードが見えた。

　金髪の女はいつの間にか馬車から出て──それでも、どうすればいいのかわからないのか、馬車の後ろの方で佇たたずんでいる。

　その光景のずっと先──

　なだらかな丘おかの向こうに見える木々がかしいで沈しずむ。

　地面がひび割れ、落ち込み消えて。生まれたその空くう隙げきに、みるみるうちに満ちてゆくのは深い蒼あお。

　ちょっとした町くらいならのみ込んでしまいそうな、大きな大きな水の連なり。

　風に染み込んだ緑のにおいを、別の──なまぐさい潮のにおいが覆おおって埋うめる。

　──淵海孔アビスゲート──

　クラウスの気がそちらにそれた刹せつ那な。

　視界の端はしで何かが動く！

　──!?

　反射的に注意を戻もどす。

　そこにはま近まで駆け込んで、すくい上げるような横よこ薙なぎをくり出す男の姿！

　儀式を終えて淵海孔アビスゲートの出現を予測していたぶん、彼ら『乗客パツセンジヤー』たちの方が我に返るのが早くて当然。

　──クラウスの五感の中で、刹那の時間が引き延ばされる。

　左ひだり脇わきの一部に、ひやりとした風のような冷気。おそらくそこが、仏頂面が狙う点。

　身をかわすにも剣でさばくにも、おそらくわずかに間に合わない。ならば──

　クラウスは身を低め、仏頂面の方に一歩踏ふみ込こみながら、右の手にした剣を袈け裟さ懸がけにくり出した！

　仏頂面の刃がクラウスの左脇に届く。

　クラウスがわずかに身を沈めたせいで、男が最初に狙っていたよりもほんの少し上に。

「──!?」

　仏頂面に動どう揺ようが走る。

　予想外の手応えに、あわてて剣と身を引いて──

　振ふり下ろしたクラウスの斬ざん撃げきが、わずかに逃にげ遅おくれた仏頂面の左ひだり腕うでを切きり裂さいた！

　血の飛ひ沫まつを虚こ空くうに散らしつつ、仏頂面は距離を置く。

　クラウスは相手から目を離はなさぬまま、自身の状態を確かめた。

　左脇に鈍にぶい痛みと痺しびれ。だが出血は無く、動くのにも問題は無い。

　わずかに身を沈め、一撃をあえて受けたそこは、服の下にいくつかの隠かくし武器を仕込んでいる場所だった。

　対する仏頂面の方は、血管が傷ついたか、無視できない程の出血がある。止血もせずに戦い続ければどんどん消しよう耗もうするだろう。

　無論クラウスには、相手に手当ての暇ひまを与あたえるつもりはない。

　一方。

　淵海孔アビスゲート出現の騒さわぎに付け込もうと考えたのは仏頂面だけではなかった。

　灰色の髪の男は全員の視線が淵海孔アビスゲートの方に向いた瞬間、アリサに向かって駆け出していた。

　ひと息に距きよ離りを詰める。アリサはまだ動かない。

　──いけるっ！

　灰色の髪の男が思ったその時。

　アリサが何かを小さくつぶやいた。

　途と端たん。

　彼女が手にした槍刃ブレードスピア、その刃はの背で小さな光が閃ひらめいて、予備動作一切無しの一撃が灰色の髪の男に向かい来る！

　──ちょっ……!?

　毒づく暇もあらばこそ。

　反射的に受けようと軌道を変えた、男の剣をはじいて槍刃ブレードスピアの刃が押し通る！

　アリサが操るその武器は、合図とともに刃の背に仕込まれた魔力素マナチツプが爆ばく裂れつし、人の腕わん力りよくでは及およばぬ破は壊かい力を生み出す。

　彼女はそれを利用して、相手の動きに気づかぬふりをして、予備動作無しの一撃を放ったのだ。

　槍刃ブレードスピアの切っ先は男の腹を横に薙ぎ裂き、過ぎる。

　あきらかな致ち命めい傷しよう。

　だが得物のいきおいに引きずられ、アリサの体が横に泳いだ。

　見み逃のがさず、灰色の髪の男は残る力をふりしぼり、せめてもの相打ちを狙い──

　どがっ。

　その胸板を砕くだいたのは、ルグナードが投げ放った手斧ハンドアツクスの一撃だった。

　──畜ちく生しよう……いいとこ無しかよ……

　男の最期のつぶやきは、誰の耳にも届かなかった。

「ヴィンカート!?」

　金きん髪ぱつ女の悲鳴に近い叫びで、クラウスたちは、はじめて灰色の髪の男の名を知った。

　一人が倒たおれ、仏頂面は傷つき、金髪女は戦せん闘とう向きではなさそうだ。

　これでもはや、『乗客パツセンジヤー』たちに勝ち目はなくなった。

「テーニア様！　こちらへ！」

　状じよう況きようを見て取った仏頂面は声をはり上げ、街道ぞいの草むらを、クラウスに背を向けて走る。

　女──テーニアも、馬車の後ろを回り込むと、道ばたの草むらに踏み入り駆かけて、仏頂面の方へと向かった。

　もちろん逃がしてやるつもりはない。クラウス、アリサ、ルグナードは、二人を包むようにあとを追う。

　仏頂面はテーニアに向かって全速力で地を駆けて──

　手にした剣けんを水平に構える。テーニアに向かって。

　……!?

　テーニアの表情に浮うかぶとまどいの色。しかし駆け行く足はとっさには止まらず──

　──どんっ。

　大地がまた揺ゆれる。

　その揺れにテーニアは足を滑すべらせ倒たおれ込み──

　体勢を崩くずした仏頂面の突つきは、テーニアの肩かたをかすめて血をしぶかせる。

「……え……？　ラングル……？」

　自分を守るはずの男が、自分を突き殺そうとしたことが理解できず、テーニアは倒れたままで、顔だけを上げて仏頂面を見やり、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　仏頂面は体勢をたてなおすと剣を構えなおし、眉まゆ一つ動かさぬまま、倒れたテーニアに振り下ろ──

　ずっ。

　その腹を。

　後ろから駆け来たクラウスの刃が貫つらぬいた。

「──っぐっ……！」

　仏頂面はそれでも剣に力を込めて──

　だがクラウスはそれを許さない。

「おおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　貫いた刃を力まかせに横に振り、仏頂面をなぎ倒す！

　街道沿いの草の上。倒れて断だん末まつ魔まの痙けい攣れんをする仏頂面を、それでも視界の隅すみに捉とらえたままで、クラウスはテーニアを見下ろして──

　……ご……ごごご……

　また揺れた。

　淵海孔アビスゲートはもう出現しているというのに。

「──おい！　何だこりゃ!?」

　テーニアを見下ろし問うクラウス。しかし女は顔を上げ、放心したまま。

　ごご……ごごごごごご……ごごごごっ……

　いやな地鳴りが強さを増す。不ふ吉きつな予感がクラウスの背を走る。

「お前ら！　一体何をした!?」

　重ねて問えど、テーニアは何も答えない。

　海の蒼あおが。

　濃こさを増す。

　水が波打ち、岸辺にあふれ。

　何かが出て来ようとしているのだ。淵海孔アビスゲートから。

　淵海孔アビスゲートから淵アよビりス来フるオもーのムたちがわいて出るのは普ふ通つうだが──それとは明らかに違ちがっていた。

　──何だ──!?

　クラウスの背に怖おぞ気けが走る。

　広大な水面みなもがどす黒く盛り上がり──

　──何だ!?　これは──!?

　ふくらんだ水は天へと向かってそびえ──

　──これは──

　違う。

　水の盛り上がり、ではない。

　蒼あお黒ぐろく蒼黒く大きな大きな何かが水を割り海を割り、邪じや神しんに祝福された深しん淵えんの世界からこの世界へとせり出して来ようとしているのだ。

　水平線にも地平線にも似たそれはふくれ上がりみるみるうちに視界を埋めて圧して。



　ごぷぁぁぁぁぁぁっ！



　おしのけられた海の水は、波となって大地を浸ひたして汚けがし、木々をのみ込み草花をみ込み鳥たちを追い立てる。

　──まれる──!?

　クラウスが刹せつ那な抱いだいた不安は、幸い杞き憂ゆう。波のあまりの大きさゆえに錯さつ覚かくしたが、水は彼らのいる所にまでは届かない。

　一同は、視界を埋める半球を見上げてただ立ちつくす。

　せり上がったのは小さな山。

　夜の色をした山やま肌はだの表面を深淵から湧わき出した水が滑すべり落ち、淵ふちの端はしに波をぶつけて風に散らせる。

　山の大きさは淵海孔アビスゲートとほぼ同じ。穴にボールが半分顔を出して詰つまったような格好である。

　ただ──ちょっとした山ほどの大きさがあるが。

　その山の先せん端たんが。

　ばじゃりっ、と、飛沫しぶきを散らして大きく裂け──

　花が、開いた。

　大きな大きな、異形の花が。

　おそらくはその部分だけで、町のひと区画ブロツクぶんほどはあるだろう。鮮あざやかな極ごく彩さい色しきのグロテスクなぬらつく何枚もの花弁──あるいはヒレだか脚あしだか何だかは、蠕ぜん動どうしながら虚空に水を撒まき散ちらす。

　風に混じる潮のにおいが濃さを増した。

　クラウスは呆然と小山を眺ながめる。

　他の者たちも似たような反応だった。馬車に残ったフォックスと御ぎよ者しやも口を開いてそれを眺め、ただエイミイだけは何やら必死で羊皮紙にスケッチをしている。

　そんな中。

「……何あれ……」

　アリサが呆然とつぶやきを漏もらす。

「まさか……名前を封ふうじられた邪神、とか言わないでしょーね」

「冗じよう談だんのつもりなら、もう少し笑えるのを頼たのむ」

　それから目が離はなせぬまま、わずかににじり退さがりつつ言うルグナード。

「淵海孔アビスゲートから来た以上、淵アよビりス来フるオもーのムと呼ぶしかないとは思うが……

　少々規格外が過ぎんか……？」

　出現した淵海孔アビスゲートの端──山のごとき淵アよビりス来フるオもーのムのいる場所から、一同のいる所まではかなり距離がある。しかし相手の巨きよ大だいさを考えれば、そんな距離など気休めにもならないように思えて来る。

「まさかとは思うがクラウス……

　あれを倒す、などと言い出したりはせんだろうな……？」

「『やってみなけりゃわからない』って言葉は格好良いから好きだけどな……」

　かすれた声でクラウスは答える。異形の山から目を離せぬまま。

「……世の中には、やってみなくてもわかることってあるよな」

「と、とにかく今はこの場を離れましょう！」

　いつもはのんびりした口ぶりのフォックスも、さすがに焦あせりの声で、

「クラウスさんたちは、その女を連れてきてください！」

「お──おう」

　クラウスは剣を鞘さやにおさめると、いまだ放心しているテーニアを抱かかえ上げ、馬車に向かったのだった。



　窓を開けると、遠くに黒い小山が見えた。

　その頂上には極彩色の花弁。

「……眺め最高だなオイ……」

　うんざりとつぶやくと、クラウスは即そく座ざに窓の戸板を閉めた。

　当然部屋は薄うす暗ぐらくなるが、あんなものを眺めつつ話はしたくない、という思いは皆みな同じだったらしく、文句を言う者はいなかった。

　ルグナードは部屋にそなえつけの、真水の入ったランプの筒つつに魔力素マナチツプを沈しずめる。

　白く小さなかけらは淡あわい光を放ち、部屋は読み書きができる程度の明るさになった。

「さて──」

　口を開いたフォックスが視線を向けたその先には、ベッドに腰こしを下ろし、いまだ放心状態のテーニアがいた。

　──あのあと──

　一行は馬車を飛ばし、少し離れたこの町まで来ると、宿の二階に部屋を三つ取った。

　ここからも見える場所に巨大な淵アよビりス来フるオもーのムが現れた直後である。町は当然ざわついており、不安げに花弁を持つ小山を眺める者、一時避ひ難なんのつもりなのか、荷物を持ってうろつく者などが通りにはあふれていた。

　テーニアの傷は軽く、馬車の中で応急手当ては済ませていた。

　普通なら、ケガをして放心した女をおおぜいで部屋に連れ込むのは不ふ審しんがられただろうが、異形の山を目にしてショックを受けたとでも思われたのか、あるいは他人のことに気を回す余よ裕ゆうがなかったのか、宿の人間は何も言わなかった。

　今。

　三つ取ったうち一つの部屋に、クラウスたち一行とフォックス、テーニアの六人が集まっていた。二人部屋にこの人数はさすがに少々窮きゆう屈くつで、御者は部屋のドアを閉めた廊ろう下かに、見張りのように立っている。

　ベッドのそばに立ったままのフォックスは、テーニアを見下ろす形で、

「あなたには、いろいろしゃべってもらわなければならないようです」

　言えど、テーニアの瞳ひとみは虚うつろなまま。

　かまわずに彼は続ける。

「まず、あなたたちが呼び出した、山のようなあれは何なんですか？」

　テーニアは何も応こたえない。

　意にも介かいさず、次の問いを投げかけた。

「あんなものを呼び出して、あなたたちは一体何をするつもりだったんですか？」

　これにも無反応。

　だがそれは、答えるのを拒きよ否ひしているというよりは、質問が耳に入っていないように見えた。

　フォックスはしばらく待ってから、深いため息をついてみせると、

「ショックなのはわかりますよ」

　同情じみた口ぶりで言う。

「なにしろ、信用していた仲間に殺されかけたんですからね」

　ぴくりっ。

　テーニアの体が小さく震ふるえ、首から下げたペンダントが揺ゆれる。

「あ──あれはっ……！」

　跳はねるように顔を上げるとフォックスを見つめ──

「あれは……っ……」

　だがそこから先の言葉が続かない。

「何かの間ま違ちがい」

　彼女が言えなかった言葉を、フォックスがかわって口にする。

「──そう信じたいのでしょう？　けれど状じよう況きようからして、仲間があなたを殺そうとしたことは疑いようがない。そう思ってるんですね？」

　テーニアの体が小さく揺れた。それは、動どう揺ようしたようにも、小さく小さくうなずいたようにも見えた。

「あなたは多分、非常に重要な役割を持っていた。

　だから仲間はあなたを守るはずだった。なのにあなたを殺そうとするなんて、理り屈くつに合わない。そうですよね？」

　今度ははっきりと──小さくではあるが──テーニアはうなずいた。

　──お前は私の大切な娘むすめだ──

　イスマイトにそう言われた時のことをテーニアは思い出す。誇ほこらしくもあり、嬉うれしくもあった。なのに──

「けれど本当にそうでしょうか？」

　フォックスは続ける。

「仲間が守ろうとしていたのは、あなた自身だったのでしょうか？　ひょっとしたら、あなたが持っている知識や情報なんじゃないでしょうか？

　だからこそ。

　私たちに勝つことも、逃にげることもできないと知った時、あなたを殺して口を塞ふさごうとした。あなたが持っている情報が、誰だれかに渡わたるのを防ぐため」

「……そんな……こと……」



    

  
    
      「残念ながら、あなたは裏切られたんですよ」

　同情の口ぶりで、フォックスはテーニアを嬲なぶる。

「そんな──」

「外に情報を漏らすくらいなら死んでもらった方がいい、と判断されたようですね……」

「──そんなはずは……っ──」

　テーニアはかぶりを振ふる。その言葉に抗あらがおうと。

　ラングルは言っていたはずだ。絶対に、敵の手に自分を渡したりはしない、と。

　はっきりと憶おぼえている。たしか、敵に捕つかまって拷ごう問もんがどうのこうの、という話になった時に──

「……あ……」

　彼女は小さな吐と息いきを漏らした。

　ラングルはこう言ったのだった。

　絶対にそんな目には遭あわせない、と。

　あれは──

　テーニアを絶対守るという意味ではなく、敵の手に渡すくらいなら殺す、という意味ではなかったのか。

　思い当たった瞬しゆん間かん、フォックスの囁ささやきがテーニアの意識に滑すべり込む。

「あなたは見捨てられたんですよ」

「──そんなはずない！」

　激げつ昂こうし、ベッドから立ち上がると、テーニアはフォックスをにらみつけて叫さけぶ。

「そんなはずない！　お父様が私を見捨てるなんて！」

　飛び出した、お父様、という言葉を、フォックスは当然聞き逃のがさなかった。

　同情的な笑みを浮うかべ、

「信用していらっしゃるんですね。その、お父様という人を」

「も……もちろんです！」

　まずいことを言ったか、とも思ったがもう遅おそい。テーニアは動揺を悟さとられまいと、フォックスを正面からにらみ続けた。

　対するフォックスは、その視線を意にも介さずに、

「けどそうすると心配ですね……その、『お父様』もあなたと同じ目に遭わされる危険がありますから」

「……え……？」

　考えてもみなかったことを言われて、彼女は面くらう。

　お父様がお前を裏切ったのだ──目の前の男はそう言ってくると思っていた。ならば即座にきっぱりと否定してやるつもりだった。

　しかしフォックスは別の言葉を口に出す。

「あなたの言う『お父様』が、いざとなったらあなたを殺せ、などと命じるはずはない。

　──ですよね？」

「そ……そうよっ……！」

「ならその命令を出していたのは、『お父様』とは別の誰か、ということになります」

「…………っ……」

　それは、テーニアが信じたがっている答え。

　お父様は自分を裏切ったりはしない、という願望を満たす解だった。

「組織というのは、どんなものでも一枚岩じゃあありません。

　いろんな思惑おもわくを持つ者がいて、中には、上の人間を追い落としてでも自分が上に行こうとする者もいます。

　あなたを大切にしたい、という『お父様』の思いを平気でないがしろにする人間が、あなたの仲間の、それもおそらく上の方にいるわけです。

　ならそのひとは、何かがあれば平気で──いや、むしろ、ここぞとばかりに喜んで、あなたの『お父様』を裏切り、見捨てますよ」

「──そんな──」

「いや、ひょっとしたらあなたの『お父様』もむしろ、そいつに利用されているんじゃあありませんか？

　場合によっては何かの嘘うそで騙だまされて」

「そんな……ことはっ……」

「無い、と言い切れますか？」

「……………………」

　テーニアはわずかに目をそらしておし黙だまる。

「この私──フォックス＝ゴーンなら、話によってはあなたと『お父様』の味方になれるかもしれませんよ」

「──ちょっと待て！　お前、何を──？」

　今の今まで黙って聞いてはいたものの、さすがに声を上げるクラウスを、フォックスはやんわりと笑顔で制し、

「まあまあ。

　ここは私に任せてください。

　状況をきちんと理解すれば、歩み寄れることだってありますから。

　──話がそれましたが……

　ええっと──レーニアさん、とおっしゃいましたっけ？」

「テーニアです。テーニア＝イスマイト」

　彼女は気づいていない。

　フォックスは、先に自分がフルネームで名乗り、さきほどの戦いで耳にしたテーニアの名を、わざと呼び間違えることで、彼女のフルネームを引き出したのだと。

　そして。

　テーニアの名乗りに、エイミイがわずかに眉まゆをひそめたことには、その場の誰も気づかなかった。

　フォックスは全く表情を変えぬまま、

「これは失礼。テーニアさん。

　そちらの事情がわかれば、お力になれることもあると思いますが、どうでしょう、お話ししていただけませんでしょうか？」

　テーニアの瞳が揺れる。

　ふたたびベッドに腰こしを落とし、小さく開きかけた口をつぐんで顔をそらし、しばらく沈ちん黙もくしたあとにまた顔を上げ。

　そんなことを何度か繰くり返した後に。

「……言えません……」

　小さな声で、だがはっきりと口にした。

「話によっては味方になる──ということは、話によっては敵のままということ。

　なら、話せることは何もありません」

「そうですか」

　フォックスは、やはり変わらぬ笑顔のまま、

「まあ、仕方ありませんね。

　ともあれあなたには、私たちとご一いつ緒しよしてもらいます」

「──どこへ連れて行く気──？」

「言えません。あなたが言わないのと同じ理由で。

　町の状態がもう少し落ち着いたら出発しましょう」

　フォックスは口をつぐんだ。

　この場でテーニアに聞くことは、これ以上無い、ということだろう。

　問いつめて、もしもテーニアが何もかも語りはじめたとしたら、クラウスたちには聞かせたくないような話も飛び出す可能性もある。本格的な尋じん問もんは別の場所で、ということだろう。

　むろんクラウスたちとて、知ってはならない話まで聞きたくはない。

　ひと区切りがついた空気を察して。

「で、オレたちの方はどうする？」

　聞くクラウスに、フォックスは考えながら、

「そうですね──」

「この町で待機します」

　割って入ったのはエイミイの声だった。

　彼女はつかつかと窓に歩み寄り、大きく開け放つ。

　陽ひの光が部屋の中へとさし込んで、ランプの光を圧あつ倒とうした。

　青い空を背景に、薄うすくかすむ異形の山。

　エイミイは振り向くと、異形の山を背景に、

「あの巨きよ大だいな淵アよビりス来フるオもーのム──魚ゾ人エ種アともその他メガロパと分類されたものとも決定的に違ちがうあれが何なのか。

　観察する必要があります」

「ちょっと待てぃ」

　さすがにクラウスは眉をひそめた。

　研究熱心なのはいいことだが、あくまでそれは度を超こえない限り、での話である。

「まさか……近くまで見に行きたい、なんて言い出さねえよな……？」

「言いません。

　私もさすがに、観察さえできれば死んでもいい、とは思いませんから。

　いくらつぶさに観察できても、死んだら考察も研究もできませんし」

　考察と研究ができれば死んでもいいのか、と一いつ瞬しゆんクラウスは思ったが、それを口にするのはやめた。

　なんだか、こわい答えが返ってきそうな気がしたから。

　彼女は続ける。

「けれど後々のことを考えれば、距きよ離りを置いてでも、冷静な観察は必要です。

　さすがにこれだけ距離があれば、この町に実害が及およぶこともないでしょう。

　ならばここは絶好の観察ポイントです」

「……絶好の観察ポイント……」

　全員の──テーニアを含ふくめて──あきれた視線がエイミイに集まる。

「怖こわくはないのか」

「怖いですよ」

　ルグナードの問いに彼女は即そく答とうし、

「けれどそれ以上に、あれを研究したいという義務感の方が強い、というだけの話です」

　それは義務感じゃなくて趣しゆ味みとか欲よく望ぼうではないのか、と、全員が思ってはいても口には出さず──

「──わかりました──」

　フォックスは、ため息混じりにうなずいた。

「ではみなさんには、この町での待機をお願いします。

　ただし。

　あれには不用意に近づかないこと。

　あと、もしこの町に危険が及ぶ可能性があると判断した場合、即刻別の町に退たい避ひしてもらいます」

「わかりました」

　迷わずうなずくエイミイに、フォックスは重ねて、

「危険の有無の判断は、あなたではなくルグナードさんにしていただきます」

「…………………………………………………………わかりました」

　今度はかなりの間を置いてから、しぶしぶエイミイはうなずいた。

「了りよう解かい。オレたちの身のふりようはわかった」

　クラウスはうなずくと、今度はテーニアに目をやって、

「テーニア。あんたに一つだけ聞いておきたい。

　あれは──あのデカブツはいつ消える？」

　テーニアは窓の外──地形なのか建物なのか生き物なのかさえよくわからない異形の山をしばし眺ながめてから、言った。

「私も聞かされていないわ」

　──と。



　人は慣れてゆく。

　喜びにも悲しみにも。そして不安や恐きよう怖ふにも。

　あるいはそれは、慣れではなく麻ま痺ひなのかもしれないが。

　ひととき騒そう然ぜんとしていた町は、しかし太陽が西に傾かたむきかけた頃ころには、不安の空気を淀よどませながらも落ち着きを取とり戻もどしていた。

「……反へ吐どが出る……」

　開いた窓辺に身を寄せて、外を眺めつつクラウスは吐はき捨すてた。

「あれのことか？」

　後ろから訊きいたルグナードの方はふり向きもせず、

「それもある」

　答えたクラウスの視線は、彼方かなたに佇たたずむ異形の山に向いてはいない。

　二階の窓から見下ろす町には人々の営みがあった。

　変事のせいか、この規模の町と時間にしては行き交う人の数が少なく、皆みなが足早ではあるが、パニックなどは起きてはいなかった。

　町がある程度落ち着きを取り戻し、フォックスたちがテーニアを連れて去ったあとのことである。

　普ふ通つうの淵アよビりス来フるオもーのムならとっくに海の中へと引き返し、淵海孔アビスゲートが閉じてもいいくらいの時間は経たっている。

　なのに小山はいまだのうのうと、地上の風景の中に居座って、風の具合によっては、時折、かすかな潮のにおいをクラウスたちのいる所にまで届かせる。

　むろんそれにも嫌けん悪おを抱いだくが──

「他ほかにもあるのか」

「いろいろとな」

　クラウスは言葉を濁にごす。

　自分が何に対して腹を立てているのか、実のところ、よくわかってはいなかった。

　いつまで経っても消えない異形の山がわずらわしい。

　淵海孔アビスゲートを出現させておいて、そのことについて悪びれた様子も見せないテーニアにも腹が立つ。

　だが一方。

　そのテーニアを取り込もうとするようなフォックスの言いようも気に入らなかった。

　おそらくフォックスに連行されたあと、テーニアを待っているだろう、尋問、拷ごう問もんなどの運命を予想していながら、何もできない自分にも反吐が出る。

　むろん、テーニアたちのやってきたことを考えれば同情の余地はない。許してやれと言うつもりもない。

　ただ単純に、感情の問題なのだが──

「いろいろ、か」

　ルグナードはつぶやいた。

「だがな、クラウス。わかっているとは思うが、傭よう兵へいには割り切ることが必要だぞ」

「ああ。わかってるつもりなんだがな……」

　クラウスは憂ゆう鬱うつなまなざしを、どこともわからぬ場所へと向ける。

　と。その時。

　歌が聞こえた。

　高く。低く。たゆたい澄すんだ女の声は、クラウスたちがいる宿の一し階たから流れ来る。

　町の通りをゆく人々が、歌に惹ひかれて歩みをゆるめる。

「アリサか」

　ルグナードがつぶやいた。

　アリサは歌をシュミにしており、行く先々の宿などで、気まぐれにその喉のどを披ひ露ろうすることがあった。

　彼女が奏でる歌詞のない独特のリズムは、妙みように人を惹きつけるものがあり、おひねりで小こ遣づかいかせぎくらいはできた。

　クラウスは窓辺によりかかったまま、しばし耳をかたむけて──

「──平気なのか？」

　その様子を眺めつつ、ルグナードが聞いてくる。

「何がだ？」

「前は、アリサの歌を聴きくと気分が悪くなっていただろう？」

「──気づいてたのか」

　ふり返りもせず、クラウスは言う。

　確かにクラウスは以前、アリサの歌を聞いていると、理由はわからないのだが、なぜか気分が悪くなり、こっそり席を外すようにしていた。

　そのことは、アリサとルグナードには隠かくしていたつもりだったのだが──

「顔色を見ればわかる。たぶんアリサも気づいていたぞ」

「そうか……

　あいつには悪いことをしたな。何でそうなるのか、自分でもよくわからないんだがな。

　もう平気になった」

「なら、ちゃんと聴いてやれ」

「──ああ──そうだな──」

　歌は風をふるわせ、クラウスの耳へと届き。

「──なんだよ。いい歌じゃないか」

　クラウスは、誰だれにともなくつぶやいた。



　静かだった。

　異形の山のその近く。

　おびえて息をひそめるがごとくに風は止やみ、葉は擦ずれの音さえ聞こえない。

　そばで観察する人間など誰もいないが、もしもいたとしたならば、これを何だと分ぶん析せきしただろうか。

　表面は、爪つめほどの大きさをした無数の黒い貝のような何かが、隙すき間まなくびっしりとはりついている──ように見える。

　単にそう見える表面なのか。それとも本当に貝がはりついているのか。後者なら、芯しんになっているのは何なのか。

　山の頂で蠕ぜん動どうする極ごく彩さい色しきの花弁から、汲くみ上げられた深しん淵えんの水が常にあふれているのだろう。ゆるりと流れ落ちる水が、異質な山やま肌はだを濡ぬらし続けている。

　その山肌に、異変が起きた。

　大地と接するある一角。表面にはりつく貝たちの縦一列が一いつ斉せいに口を開き、血肉の色をした中身を晒さらす。

　家ほどの高さに裂さけた肉が蠢うごめき、やがてそこから吐き出されたのは青黒い塊かたまり。

　人に似て、人に非あらざるその姿。

　ぬめりふやけた瘡かさ蓋ぶたのような肌。人と魚を足して割りそこねたような異形の風ふう貌ぼう。海かい藻そうの衣を身に纏まとい、ねじくれた珊さん瑚ごの剣けんを片手に携たずさえ。

　それは異形。

　邪じや神しんの僕しもべ、人ひ間との敵。淵アよビりス来フるオもーのムと呼ばれるものたち。

　現れたのは一人ではない。山のふもとのあちこちが裂け、一人、また一人と異形たちをひり出してゆく。

　数はやがて十を超こえ百を超え。

　そんな中、半魚の異形たちに混じり、異なる姿のものも現れた。

　青黒い鎧よろいに身を固めた騎き士しのような姿。

　だが、中身が人ではありえぬことは、いびつで異様に長い四し肢しを見るまでもなく、異形の山から吐き出された存も在のであるところからもあきらかだった。

　リオネル＝ハーストン。クラウスの弟を名乗る淵アよビりス来フるオもーのム。

　やがて、出現した二百ほどの異形たちは、列をなして進みはじめた。

　隣りん国ごくコモリオムの方に向かって。



　地上に住まう者たちとて、無策であったわけではない。

　異形の山の出現に、シャロームと、そして隣国コモリオムは偵てい察さつの兵を放ち、山から人間サイズの淵アよビりス来フるオもーのムたちが現れたこと、コモリオムに向かって進みはじめたことを把は握あくした。

　報しらせはほどなく両国の中央にもたらされた。

　シャロームの王城、エイオンで報を受けたリオネイア＝ルイス＝シャロームは、現地近くの国軍で防衛線を張りつつ様子見を指示。

　異形の山が出現した領地を直ちよつ轄かつする領主ロードケルマンドは、うろたえた醜しゆう態たいを家臣たちの前に晒した後、直轄の兵たちを城に集めて自分を守るよう命令を下した。

　そして一方。

　国境をはさんだ内ない紛ふん中のコモリオムでは、当初、何の手も打たなかった。

　今まで見たことも聞いたこともない『何か』の出現は驚おどろきだったが、内紛中の両陣じん営えいはともに何もしなかった。

　無責任な思考放ほう棄き──というわけではない。

　出現地点は隣国内。巨きよ大だいな山がそこでじっとしているだけなら実害は無いはず。

　人間大の淵アよビりス来フるオもーのムが陸上で活動できる時間には限界がある。ならばそいつらが国境を越こえてコモリオムに来たとしても、被ひ害がいをもたらす前に時間切れになる。そう計算したのだ。

　──だが残念ながら。

　現実が計算通りに行く場合は多くない。

　そもそも淵アよビりス来フるオもーのムたちの時間切れは、淵アよビりス来フるオもーのム個々というより、淵海孔アビスゲートが閉ざされるまでの時間に左右される。

　そして。

　出現した異形の山は、夜になっても存在し続けた。



　小さな家の戸が開く。

　月の光が降る中に、よたよたと歩み出たのは、五、六歳ほどの少年だった。

　少年がこんな夜中に目を覚ましたのは、寝ねる前に水を摂とり過ぎたせいだった。

　──好きで摂り過ぎたわけではない。

　内紛の続くこのコモリオム。地方の村はおせじにも豊かとは言えない。

　男たちは徴ちよう兵へいされ、働き手の中心がいなくなった上に税が重くのしかかる。不作の村では餓が死し者が出ることも多々あった。

　幸いこの村は豊作だったが、それでもなお、全員が毎食腹はら一いつ杯ぱい食べられるような蓄たくわえはなかった。

　野菜とも呼べないような葉クズや芋いもを煮にて、牛や山や羊ぎの乳で溶といた小麦の粉と塩で味を付けた、具の少ないスープが主な食事。

　食事というより水分で腹をふくらませるようなものである。夜中に尿によう意いをもよおすのも当たり前といえば当たり前だった。

　このあたりの農村では、たいていの家の中にはトイレがない。外に小さな小さな掘ほっ建たて小ご屋やがあり、そこが用を足す場所になっている場合が多かった。

　少年は寝ぼけまなこでふらふらと、家の横手へと進み──

　足が止まった。

　こんなふうに夜中に目が覚めた時、いつもは裏のトイレまで行くのが面めん倒どうくさくて、庭に数本生えている椎しいの木の根本で用を足すのだが、その木の数が増えているように見えたのだ。

　小さく首をかしげて──気づく。

　それは木の影かげではなく、あたりに、おおぜいの誰かが立っているのだと。

〈子供か〉

　影の一つが上げた言葉は、少年には、意味不明の呻うめきにしか聞こえなかった。

　ちょうど、口の中に食べものを入れたまま漏もらした声のように。

　影のいくつかが少年に向かう。少年はぼんやりと影を見つめて──

　ほどなく。

　月の光の中、少年は気づく。相手が人間ではないことに。

　色を失なくした夜の中、月の光をぬらりと照り返す肌。海藻をでたらめに巻き付けただけのような服。月光の下で見て取れる、人とも魚ともつかぬ異相。

　かれらが手にしたねじくれた棒が、何かの武器だというのは理解できた。

　母親がしていた話を思い出す。

　大地をのみ込む淵海孔アビスゲート。そこよりわき出て人々を襲おそう淵アよビりス来フるオもーのム。

　少年は理解した。生まれてから一度も見たことはないはずなのに。

　今、目の前にいる影こそが、母親が話していたそれなのだと。

　だが、なぜそんなものがここにいるのか。

　わけがわからず動けないでいる少年に、影の一つが歩み寄り、手にした剣を──

〈待て〉

　人の耳には奇き怪かいな鳴き声としか聞こえぬ言葉に、迫せまる影は動きを止めてそちらをふり向いた。

　少年も同じ方へと目をやれば、月の光を青く照り返す鎧姿。

〈何だ？　まさか、子供だから助けてやれ、などと言うつもりか？　リオネル〉

　リオネル、という単語はそのままの音で少年の耳に届いたが、異質な呻きの中に混じったそれが名前だとは、少年には当然わかるはずもない。

　鎧姿はゆっくり左右に首を振ふり、

〈海に招け〉

　言われた異形は面倒くさげに小さな息をつき、それでも剣をおさめると、片手で口をふさいで少年を抱かかえ上げた。

「──！」

　ようやく我に返った少年は、声を上げ、もがき逃のがれようとする。

　だがもはや、手て遅おくれだった。

　ぬらつく大きな手で口を塞ふさがれては、悲鳴もくぐもった呻きにしかならず、全身でもがいてみせても、少年を抱えた異形の腕うではゆるみもしない。

　暴れる手足に力が入らず、ふるえているのを自覚して、少年は、自分がひどく恐きよう怖ふしていることに気がついた。

　──手遅れというならば。

　異形たちがこの村に近づいていることに誰も気がつくことができなかった時点で、完全に手遅れだったのだ。

　少年を抱えた異形はきびすを返し、もときた方へと歩き出した。

　すれちがうように、他の、無数の異形が歩みを進める。

　村へと向かって。

　少年には何もできない。逃れることも。ふり向いて、村の様子を見ることも。

　ほどなくずっと後ろの方で、騒さわがしい音と悲鳴が聞こえてきた。

　いくつも、いくつも。

　そんな悲鳴の中に、家族のものが混じっていたのかどうか。少年には聞き取ることができなかった。

　やがて──

　小さな村が一つ消え、少年は海へと招かれた。



　人は常に、欲よく望ぼうと自制の間で揺ゆれ動く。

　その自制が、良識によるものか、打算によるものかは別として。

　宿の一階にあるメシ屋。

　夕食時だけあって、満員御おん礼れいとはいかないまでも多くのテーブルは客で埋うまっていた。

　クラウスたち四人のついたテーブルには、何皿もの料理が並べられ──

　うちひと皿。上に三切れだけ残った、白しろ鴨かも肉のロースト。

　それをはさんで今、クラウスとアリサは心の中で、静かな戦いをくりひろげていた。

　少し前、夕食の注文をした時。

　声をそろえて白鴨肉のローストを注文した二人に、食堂の親父おやじはあいまいな笑みを浮うかべてこう言った。

　あいにく、あとひと皿しかありません──と。

　瞬しゆん時じにはりつめるその場の空気。互たがいの出方を探るかのように視線を交わすクラウスとアリサ。

　一瞬で、双そう方ほうが、互いに譲ゆずり合う気がないことを理解した。

　次の一手を探って二人がわずかな沈ちん黙もくを生んだ刹せつ那な──

　空気を読んで動いたのはルグナードだった。

　それなら二人で分ければ良いだろう、と。

　だがしかし。

　神ならぬ身のルグナードには、この時、知る由もなかった。

　まさか、切り分けられて運ばれてきた肉の数が奇き数すうだとは。

　クラウスとアリサの互いがフォークをのばして数切れを取り、最後にひと切れ余るという事実に気がついた時、二人の戦いはふたたびはじまった。

　どうやって、最後に残るひと切れを自分が取るか。

　クラウスは白鴨肉の皿を視界におさめつつ、他の皿のものにも手を伸のばし、皆みなとの雑談も交わしながら、その方法を思考する。

　視線の動きで、アリサも自分と同じことを考えているのはすぐにわかった。だが、目が鴨の皿に行きすぎている。シロウトめ。

　アリサが何も考えず、図々しく最後のひと切れに手を出して来る可能性も最初は考えたが、しばらく様子を見るうちに、その可能性は消え去った。

　鴨肉が残り三切れになった時点で減らなくなったのだ。

　この勝負、考えなければならないのは互いの動きだけではない。

　同じテーブルについたルグナードとエイミイ、二人にも警けい戒かいする必要はあった。

　たっぷりと脂あぶらののった白鴨は、あまり二人の好みではないのか、そちらでは別に地じ鶏どりを注文している。

　とはいえ。

　いまひとつ性格の読めないエイミイが、何かの気まぐれで手を出して来ることも考えられた。

　あるいは、もしもクラウスとアリサがさらにひと切れずつを食べて、残りがひと切れだけになった時、二人の空気を察したルグナードが、仲裁のつもりで最後のひと切れを持っていく可能性もある。

　ゆえにこそ、クラウスもアリサも、残りが三切れの時点で手が出せなくなったのだ。

　とはいえ、ゆっくりもしていられない。

　時間が経たてばそれだけ、ルグナードが異変に気づいたり、エイミイが気まぐれを起こしたりする可能性は高くなる。

　何よりも肝かん心じんの料理が冷めてゆく。

　幸い今、エイミイは、このあたりに伝わる伝説だか古代史だかの話を夢中で語っていて、食事の手は止まっている。

　もっぱら聞き役になっているルグナードも、こちらの動きには気づいていない。

　アリサはクラウスと同じく、エイミイの話に時々適当なあいづちをうってはいるが、やはり自分と同じことを狙ねらっているはずだった。

　クラウスは考える。

　──まずひと切れを取る。この手は変わらない。

　オレが先に動くにしろ、アリサが先に動くにしろ、その時点でもう一方もひと切れを取らざるを得なくなる。時間を置いて、残りふた切れの状態がしばらく続いたら、それを二人でひと切れずつ取る空気が醸かもし出されてしまうからだっ……！

　そこまではいい。

　問題はその後。残りがひと切れになったあとのアプローチだ。

　即そく座ざに取れば、いかにもがっついて見える。

　最低でも別の皿の何か一品を口にしてからでないとまずいが、当然アリサも同じことを考えているはず。

　最後のひと切れを狙った互いのフォークが皿の上でぶつかったりしようものなら、ルグナードに十日くらいはそのことでからかわれ続けることになるッ……！

　いっそ一度でふた切れを取るのはどうだ……？　いや、駄だ目めだ。傍はた目めにも必死すぎる。子供か、と、からかわれるのは避さけられない。

　考えろ。考えるんだクラウス＝ハーストン。どうやったらクールにクレバーにスマートに、最後の一切れを手に入れることができるッ……!?

　──そうかッ……！　このテがあったっ……！

　天てん啓けいとともにクラウスは神の一手を閃ひらめいた。

　小さく笑みを浮かべると、フォークを白鴨の皿へと伸ばす。

　まさか──動くの!?

　それを目にしたアリサが、浮かびかけた驚きよう愕がくの表情をかろうじて隠かくす。

　おそらく彼女は、まだ打つべき手を思いついていない。

　絶対の勝利を確信したクラウスは──

「聞いたか!?　国境の向こうの村が、化け物たちに潰つぶされたってよ！」

　突とつ然ぜん店の玄げん関かんドアをはね開けて、一人の男が飛び込んでくるなり上げた言葉に、クラウスのみならず、食堂の空気すべてが凍こおりついた。

　──クラウスたちが宿での待機を命じられて、数日が経っていた。

　遠くに見える異形の山がいつまでも消えないことに、最初は不安を感じてはいたが、変化がなければその状態に慣れはする。それはクラウスたちも、町の人々も同じこと。

　そこに突然、この話、である。

　客たちの視線が──そして一瞬の間を置いて、無数の問いかけが男に集中する。

「お前その話「国境の向こうって！「本当に「こっちには「淵アよビりス来フるオもーのムが!?」」

　ばらばらないくつもの声は重なり合って雑音となり、

「──とにかく！　だ！」

　男は大声をはり上げる。

「行商人から聞いたばっかりなんだ！　俺にもくわしいことはわかんねえって！

　あの山から淵アよビりス来フるオもーのムたちがぞろぞろわき出して、国境越ごえしてコモリオムの村を潰したって話なんだよ！

　けど今ンところ、こっちには来てねえらしい！　そんだけだ！」

　……ざわりっ……

　居合わせた客たちの顔がこわばった。

　当然である。

　皆がなんとか平静を保っていられたのは、今のところこの町に害が及およぶ様子がなかったからである。

　しかし今の知らせを聞けば、話は変わって来る。

　異形の山から現れた淵アよビりス来フるオもーのムはこちらには来ていないらしいが、明日あしたも安全なままでいられる保証はない。

　客たちは一瞬、不安げに顔を見合わせて──

「兵が動いている、という噂うわさを聞いたが」

　次の騒さわぎが起きるよりも先に。

　響ひびく声をはり上げたのはルグナードだった。

「皆も知っているのではないか？

　俺が昨日聞いた話では、王軍の兵が街道を通ったとか、あの山を監かん視し・警戒するために陣じんを張ったとかいうことだったが。

　仮に淵アよビりス来フるオもーのムたちがこちらに向かって来たとしても、展開した兵たちと一戦交えることになる。

　そんな動きがあれば、この町にいてもすぐに知れよう。

　いざとなった時の心構えと準備は必要だが、あわてて動くのは今ではあるまい」

　平然たる口ぶりに、揺れていた客たちのまなざしがいくぶん冷静さを取り戻もどす。

　軍の噂は嘘うそでもはったりでもない。知っていた者は多かったのだろう。

　客たちは顔を見合わせ、ざわざわと言葉を交わし──

「──なあ、あんたら」

　そんな客たちの一人が、ルグナードに問いかける。

「傭よう兵へいみたいだけど……ひょっとして、あれについて何か知ってんのか？」

「いいや」

　ルグナードは苦笑を浮かべて否定した。

「ある仕事の最中でな。しばらくこの町に留まらねばならんことになったのだが、そこにこの騒ぎだ。

　軍の動きを噂で聞けば、ある程度状じよう況きようは推察できるが……この騒ぎで、肝心の仕事の方が進まなくなるのではと、むしろそちらの方が心配なくらいだ。

　ああ、念のため先に言っておくが、淵アよビりス来フるオもーのムたちが来ても、俺たちをアテにはせずに、とっとと逃にげてくれよ。

　一いつ匹ぴき二匹ひきならとにかく、数が多ければどうにもならん。

　──いや、ことによったら真っ先に、俺たちが逃げ出すかもな」

　冗じよう談だんめかして適当にいなすと、客たちはそれきりルグナードたちへの関心を失なくしたか、めいめいに不安の声を交わしはじめる。

「──さて──」

　ルグナードはクラウスたちに向かって、

「こうなると俺達も、いざという時のことは考えておかねばならん。

　まずはゆっくり食事を済ませてから、部屋で話をするとしよう」

「なんでメシ優先なんだよ」

　今の話を聞いたあと、食事を楽しむゆとりが持てるはずもない。不満を述べるクラウスに、しかしルグナードは落ち着いた口ぶりで、

「今すぐ俺達が食事を中断して、そそくさと部屋に戻れば、余計な勘かんぐりをする客も出てくるだろう。

　それでどうなるものでもないが、念のため、だ」

「……わかったよ」

　言ってクラウスが、テーブルに意識を戻したその時には。

　白しろ鴨かも肉のローストは、一切れ残らず皿から消えていたのだった──



　ランプの光に驚おどろいて、小さなクモが壁かべを這はい、柱の陰かげに隠れゆく。

「そもそも、だ」

　窓辺の壁に背を預け、最初に口を開いたのはクラウスだった。

　食事のあと、皆みなが集まったのは、宿の二階にある、クラウスとルグナードの二人部屋。

　ここに部屋を取った時、テーニアに尋じん問もんをした部屋でもあった。

　──エイミイの部屋は研究の資料やら何やらが散らばっていて、四人が入れる状況ではなく、徹てつ夜やで研究をすることもある彼女とは別に一人部屋を取ったアリサの所は、四人が集まるには手て狭ぜま。

　そんなこんなで、全員で話をする時には自然と、クラウスとルグナードの二人部屋に集まることになっていた。

　クラウスは漠ばく然ぜんと皆を眺ながめつつ、

「なんでコモリオムなんだ？　わざわざ国境を越こえて」

　正しい答えが返ってくるはずがないとわかっていながら、それでも問いかけずにはいられない。

「──さてな」

　粗そ末まつな木のイスに腰こし掛かけたまま、ルグナードが肩かたをすくめた。

「考えられる可能性がいくらでもありすぎて、特定ができん」

「いくらでも？」

　ベッドに座り、おうむ返しに問うアリサに、ルグナードはうなずいて、

「まず、淵アよビりス来フるオもーのムたちと『乗客パツセンジヤー』たち、どちらの思惑おもわくで動いているのかがわからん。

　これだけ派手なことをやって、実は単なる実験か、何かの陽動なのかもしれんし、そうでないかもしれん。

　今のところは、無数にある可能性を絞しぼり込むだけの手がかりが無さすぎるからな」

「それ、結局『わからない』ってことだろ」

「まあな」

　クラウスの揶や揄ゆをルグナードはあっさりと受け流して、

「だが、エイミイの言葉ではないが、わからないからといって何も考えないのと、あれこれ可能性を考えておくのとでは、いざという時に対応できる幅はばが違ちがって来る。

　最悪でも、『まさかとは思っていたが──やはりそうだったか』とセリフを吐はくくらいのことはできる」

「む──」

　クラウスは、ぴくりっ、と眉まゆを動かして、

「……そのセリフは確かに言ってみたいな」

「まあ馬ば鹿か話ばなしはさておくとして」

　クラウスの感想をあっさりばっさり切り捨てて、アリサが続ける。

「食堂から部こ屋こに場所を変えたってことは、心がまえのことだけじゃなく、もうちょっと突つっ込こんだ話もしたい、ってこと？」

「そういうことだ。

　いざという時、と言ったが、いつその時が来てもおかしくない。

　余計なことまで知りたいとは言わんが、できうる限り、知るべきことは知っておきたい。

　──と、いうことでだ。

　エイミイ」

　ルグナードは、アリサの隣となりに腰かけたお目付役兼けん研究者に向かって、

「フォックスが来るたびに、いろいろ書類などのやりとりをしていたようだが。

　そちらで掴つかんでいることを、俺達に言ってもかまわん範はん囲い内で教えてくれんか」

　お目付役と現地調査員を兼かねた彼女は、現地で得たサンプルや情報を、トルマレードの城にいる研究者仲間たちに送っており、そちらで出た結果や仮説が、時折彼女に届けられて来る形になっていた。

　フォックスが来るたびに、エイミイが何かの手紙や書類の束を受け取って、かわりに羊皮紙の束や瓶びん詰づめの何かを彼に押おしつけ、いやそうな顔をされる──

　そんな光景は、クラウスたちも幾いく度どか目にしていた。

「そうですね。

　知識は人類の財産ですが、多くの人たちに有効活用してもらってはじめて価値が出るものですから。

　あなた方に話していい部分と悪い部分の区別は正直よくわかりませんが、話してはいけないことは、おそらく私にも知らされていないでしょうから、あまり気にせず語っても問題はないはずです。

　実際、淵アよビりス来フるオもーのムの研究経過報告は私の所にも届いていますが、『乗客パツセンジヤー』関連の話は全く来ていませんし。

　ただ、わかったことを全部話せ、と言われると困りますね。

　神話や淵海孔アビスゲート研究の歴史まで語りはじめたら、それこそ何日もかかりますから」

「──それはさすがにちょっと──」

　と、アリサ。

「ならとりあえず、淵アよビりス来フるオもーのムについてわかったことを聞かせてくれるか」

　尋たずねたのはクラウスだった。

　弟──リオネルを名乗った異形のことが、しこりとなって胸の奥にある。

『リオネル』が言っていた、人が海に入れば異形に変わる、という話だけは他の皆にも伝えてある。

　もしそれが何かの間ま違ちがいなら──あれは弟などではなく、本当の弟から何かの方法で記き憶おくを奪うばい、自分を惑まどわすために嘘をついていることになる。

　もしもそうなら、どれだけ救われるか。

　エイミイは小さくうなずくと、

「私が今までに送ったのはあくまでも、淵アよビりス来フるオもーのムたちの組織サンプル。つまりは死んでしまった体の一部です。

　ゆえにやや正確さに欠ける部分があるかもしれませんが──

　まず、地上にいる生き物のものとは、かなり在り方が異なっています。

　たとえば、通常よく現れる、ゾエアと呼んでいる魚人タイプの淵アよビりス来フるオもーのムたちと、以前みなさんが遭そう遇ぐうした、それ以外──メガロパと分類されるタイプのものとでは、体組織そのものは全く同じなのですが、構造が全く異なります。

　これは地上の生物ではありえないことです。

　たとえば小型犬と大型犬は、同じ犬とは思えないほど体格や印象に差がありますが、それでも脚あしの数が違ったりはしません。

　しかしメガロパ型淵アよビりス来フるオもーのムの差さ違いは、その比ではありません。

　基本的な形状、脚の数、大きさ。

　むしろ、共通点を探す方が難しいほどです。

　もちろんメガロパのサンプルそのものがいまだ少なく、みなさんの目もく撃げき証言が頼たよりな部分もあるので、一いち概がいには言えない部分もありますが」

「つまり──このあとも、どんなにわけのわからないものが出て来ても不思議じゃない、ということか」

　クラウスのつぶやきにエイミイはうなずき、

「ええ。

　ですから、あの山もまたメガロパの一匹である、という可能性も否定できません」

「ええっと、それじゃあ──」

　アリサは気を使うように、ちらりっ、とクラウスに目をやってから、

「前に、人が海に入るとあいつらみたいに変わっちゃう、って話が出たことがあったけど……いくらなんでも、あんな山みたいになっちゃうことってあるの？」

「さあ、それは」

　エイミイは小さく肩をすくめると、

「検証には実験が一番の早道ですけれど……

　人道的にも問題がありますし、実行面でも、大量の海の水を用意する必要がありますから、実質上、実験は不可能でしょう。

　送った海の水に小さなネズミを落とす実験はしてみたらしいのですが、これは、普ふ通つうに溺おぼれただけだったそうです。

　海の水が人体に影えい響きようを及およぼすことは確実にしても、本当にそこまでのことが起こるのかどうか、現段階では学術的な答えは出せません。

　仮に、本当に人間が変質するにしても、人間サイズのものがあの大きさに成長するためにはどれくらいの年月がかかるのか、想像もつきません。

　第一あのサイズの生物がいたとするならば、その巨きよ体たいを維い持じするだけの栄養を摂とり続けなければならないわけですが、そんなことが可能なのか──

　海の中の状じよう況きようを伺うかがい知る事ができない以上、学者としては、さまざまなことの答えは保留するしかありません」

　回りくどい言い方だが、要は、わからない、ということである。

　小さく落らく胆たんの吐と息いきをついたクラウスにかわって、今度はルグナードが、

「では奴やつらの弱点などは？

　無論、普通の武器や攻こう撃げき型の神呪セレストルで倒たおせるのはわかっているが、他に、奴らにだけ効く何かはないのか？」

「それならば──水があります」

　エイミイの答えに、他三人は一いつ瞬しゆん絶句し、

『──水!?』

　意味がわからず声を重ねる。

「ええ。真水です」

　エイミイはうなずくと、

「淵アよビりス来フるオもーのムは本来、海の中で生きるものたちです。

　陸の生き物が水の中で溺れるように、どんな生き物も、本来暮らしているのとは全く異なる環かん境きようで、長く生きることはできません。

　それは淵アよビりス来フるオもーのムも同じことで、地上で活動する時は、どういう仕組みか、体全体に薄うすい海水の膜まくを纏まとうことで、ある程度の活動時間を確保しています。

　今までの事例から見て、状況にもよりますが、活動限界はおそらく数日。

　水は当然、蒸発によって失われてはいくのですが、その分は真水を補給して濃のう度どを調節することで対処できるようです。

　ただ──

　逆に真水を大量に加えて、彼らが纏う海の水の濃度を極限まで薄くしてやれば、濃度の差で、彼らの組織は破は壊かいされます」

「──そんな──簡単なことで倒せるのか──？」

　拍ひよう子し抜ぬけした顔でクラウスが訊きく。

　今までに何度も命のやりとりをしてきた連中が、水をかけてやる程度のことで？

「簡単ではありません」

　しかしエイミイは、クラウスの言葉を否定した。

「むしろ、実際には役には立たないでしょう」

「？　何でだよ？　水で死ぬんだろ？」

「ええ。

　人間サイズの相手一いつ匹ぴきにつき、バスタブ一いつ杯ぱいぶんくらいの真水で薄めてやれば、表面から少しずつ組織が壊こわれて、半日もあれば確実に死に至るでしょう」

「……あー……それは……」

「さすがに役に立たないかな……」

　クラウスに続いてアリサが呻うめく。

　連中一人につきバスタブ一杯の真水を持って戦場に行き、半日ほど漬つけ込んでおく──そんなことができるわけもない。

「じゃあ他ほかにはないのか？　なんか、こう……？」

「淵アよビりス来フるオもーのムに関しては、今のところ、私に届いている情報はこんなところです。

　現在実験・検証中の件は他にもあるんでしょうけれど、そういったものの詳しよう細さいな途と中ちゆう経過まで私に伝えようとすれば、書簡の量が膨ぼう大だいになりすぎますから。

　──言うまでもないとは思いますけれど、当然、あの異形の山に関しては、今のところまだ何もわかってはいません。

　研究どころか、おそらく調査すらされていないでしょうから。

　名を封ふうじられた邪じや神しんの一部なのか、メガロパ型の淵アよビりス来フるオもーのムなのか、それとも彼らの建造物なのか」

「わかっているのは、あれが、奴らの橋きよう頭とう堡ほ──海と地上をつなぐ拠きよ点てんになっているらしい、ということだけか」

「そういうことです」

　ルグナードの問いにエイミイはうなずく。

「ふむ。ならば──そうだな」

　ルグナードはあごひげを撫なでながら、

「『乗客パツセンジヤー』たち──あのテーニアという娘むすめがつけていたペンダントだが。

　たしか『シェイドの蜥蜴リザード』とかいうシロモノらしいが、それについて何かわかったことはあるか？」

　以前にそのペンダントを目にしたルグナードが話をしたことがあり、紋もん様ようから、由来をエイミイが特定したのだ。

　テーニアを捕とらえてこの部屋に連れてきた時、そのペンダントを身につけていたのは、全員が確認している。

「シェイドの蜥蜴リザード。

　前にも言った通り、昔、淵海孔アビスゲートにのまれて消えたリリシェイド王室の紋章です。

　私も気になって、紋章の由来やリリシェイドのことを調べてもらえるよう、仲間の研究者に手紙で頼たのんでみたのですが……

　残っている資料が極きよく端たんに少ないんです。

　なにしろ大昔のことですし、前にも言った通り、国土の大半が淵海孔アビスゲートに没ぼつしたせいで、国の公式記録というものが全く存在しません」

「……ああ……」

　クラウスは顔をしかめて、あいまいなあいづちをうった。

　リリシェイドの話は当然おぼえていた。

　この国、シャロームと、あと二つの国に面する巨きよ大だいな湖、ハリ湖がその痕あとなのだ、などと途と方ほうもないことを聞かされては、忘れられるはずもない。

　エイミイは続ける。

「災さい厄やくを忘れようとしてなのか、他の国に残る記録からもリリシェイドの記録は抹まつ消しようされていることが多く、世間では国の存在そのものがおとぎ話扱あつかいになっています。

　ただ、当時の首都から離はなれた地に赴ふ任にんしていて災厄を免まぬかれた下級騎き士しの日記や、商人たちの取引状などが残っていて、リリシェイドの実在を裏付けています。

　そういった文ぶん献けんを調べてはもらったのですが、手がかりと呼べるようなものは見つからなかったそうです。

　無論、私たちが把は握あくしている以上の何かが、どこかに残っている可能性は否定できませんが」

「──想像だが──」

　エイミイが言葉を切るのを待って、ルグナードが口を開いた。

「当時のリリシェイドは淵海孔アビスゲートに関する研究を行っていた。

　しかし、実験の失敗か何かで大規模な淵海孔アビスゲートが出現し、国をみ込んだ──

　というのはどうだ？

　他の国がリリシェイドに関する記録を抹消したのは、災厄を忘れたいから、と同時に、リリシェイドのやっていた研究をタブーとして葬ほうむる目的もあったのではないか？

　それが功を奏して、現代では淵海孔アビスゲートの研究はタブー視されている」

「あ！　それじゃあ──！」

　ルグナードの話に触しよく発はつされたか、何かを思いついてアリサが口を開く。

「実はリリシェイドの研究者たちの一部が生き残ってて、その子孫が『乗客パツセンジヤー』たち、ってのはどう!?」

「──それだ！

　そいつらが、自分たちの研究を埋うもれさせようとした世の中に復ふく讐しゆうするためにやってる、ってのもアリじゃないか!?」

　クラウスは思わず声を上げると、同意を求めてエイミイを見やる。

「……ありじゃないか、と言われましても」

　対するエイミイは困った表情で、

「可能性を否定はしませんが、私も学者ですから、想像に想像を重ねた仮説を認めるわけにはいきません。

　復讐というのなら、なぜこんなに時間が経たってからなのかがわかりませんし。

　可能性を論じるのも仮説を立てるのも大事ですが、それを信じ込んで方向転てん換かんができなくなるのは危険ですよ。

　紋章のことにしても、『乗客パツセンジヤー』たちが符ふ丁ちようとして使っているだけで、特にリリシェイド王室とのつながりは無い可能性もありますから。

　──そうだ──」

　エイミイはふと思い出したように、まなざしを遠くにやりながら、

「これも可能性の話で、偶ぐう然ぜんじゃないとは言えないんですけれど──

　私が生まれる前、この国にも、淵海孔アビスゲートの研究をやろうとしていた人がいたみたいです」

「どんな奴なんだ？」

　クラウスに問われて、小さく左右に首を振ふり、

「うちの研究書の蔵書に、その人の総そう括かつ論ろんの写しが一冊あるきりですから、人物像まではわかりませんね。

　基本的に淵海孔アビスゲートの研究はタブー視されていますから、総括論を発表して本格的な研究を提唱したっきり、誰だれにも相手にされずに埋もれてしまった、と見られています。

　よって現在の消息は不明ですが。

　その研究者の名前は、アズマイール＝イスマイト」

「……え……？」

　眉まゆをひそめるクラウスにエイミイはうなずいた。

「ええ。

　偶然なのか必然なのか。

　テーニア＝イスマイトと同じ姓フアミリーネームです」



    

  
    
      



「捨て置け」

　異形の山の出現。そこから現れた淵アよビりス来フるオもーのムによって、いくつかの村が襲おそわれて壊かい滅めつした──

　その報を受けた時、カルドラス＝アム＝リオムは即そく答とうした。

　意志の強そうな眉をぴくりとも揺ゆるがさず、瞳ひとみには何の感かん慨がいも浮うかべぬままに。

　いかな自国のものとはいえ、小さな村の一つや二つなど、彼にとっては知ったことではなかった。

　クラウスたちがいるシャローム王国と国境を接する、コモリオム王国の現王──ただし自じ称しよう、である。

　妾しよう腹ふくの長男と正せい妃ひの次男、それぞれを擁ようする高官たちによる跡あと目め争あらそい。

　王室ではありがちなそんな構図は、先王の突とつ然ぜんの崩ほう御ぎよによって、国を二つに割っての内乱にまで発展していた。

　慎しん重ちようでもあり臆おく病びようでもあった長男のルネスティは、一方的に即位と遷せん都とを宣言し、兵や高官たちの半分を連れて別の城へと移ったが、無論、弟のカルドラスはそんな宣言を認めはしなかった。

　兄の行こう為いは王城の放ほう棄きであり、それは王権の放棄宣言とみなす、という論法である。

　大小の戦いが幾いく度どとなく続き、先王崩御の時にはまだ青年だったカルドラスも、今では角張った顎あごに髯ひげの似合う中年男になっていた。

　美形とは言えぬが、ある種のカリスマというか貫かん禄ろくを感じさせる風ふう貌ぼう。

　とはいえ。

　見た目に中身が伴ともなっているとは限らない。

「し……しかし王陛下──」

　玉座のそばに控ひかえた文官たちの一人が口を出す。

　壮そう麗れいなつくりの謁えつ見けんの間も、今は玉座のそばに控える武官、文官の数は半分近くに減っており、広い場所ゆえにむしろ寒々しい印象がある。

「襲われた村は我が陣じん営えいに味方する者たちの村でして──」

　むろん、村人たちが好きでカルドラスの側についたわけではない。単純に地理的な理由で、こちら側の陣営とみなされてしまった、というのが正しい。

　だがカルドラスは、忠告した文官の方をふり向きもせず、報告をもたらした、目の前に控える武官を見やったまま、

「それがどうした。どうせ女子供と年寄りだけの小村だろう？　そんなものが一つ二つ潰つぶされたところでどうということもあるまい。

　ルネスティを討つための兵も足りておらんのだ。化け物討とう伐ばつなどに回せるか」

　──やはり、おわかりになっておられん──

　文官たちは胸の裡うちでつぶやいた。

　このカルドラス王、豪ごう放ほう磊らい落らくにして決断力と行動力に富んでいるが、同時に短たん慮りよ。

　小難しいことは嫌きらいで他人の立場には無む頓とん着ちやく。

　彼をかつぎ上げた高官たちから見れば、傀かい儡らいにするには便利だが、理り屈くつで動かせるタイプではないのが少々厄やつ介かい。

　戦いには村々の食しよく糧りよう生産力が必要だし、それを削けずられるのは痛手となる。ほうっておけば他の村や町にも不安がひろがるし、そうなると、土地を捨ててでも他の国に移ろうとする者も出てくるだろう。

　そうなれば当然生産力は落ち、軍の維い持じにも支障が出てくる。

　執しつ政せいを司つかさどる文官でなくとも、少し考えれば誰にでもわかることだが──そんな説明には耳を貸すまい。

　とはいえ高官たちも長い付き合い。動かし方は心得ている。

「問題はそのルネスティでございます」

　と、今度は武官の一人が、カルドラスが敵視する兄の名を引き合いに出して、

「なにしろ、小心で卑ひ劣れつな奴やつのことです。

　今の事態を捨て置けば、『弟は自分を支える村を化け物にいいようにされながら、何もできぬ臆病者』などと、あらぬ噂うわさを流しかねませぬ」

「……む……」

　カルドラスの顔が怒いかりで赤らむ。

　あの兄ならやりかねない、と、単純に思ってしまったのだ。

　武官は続ける。

「無論、陛下の真のお姿を知る者なら、そのような流言飛語など歯し牙がにもかけませぬが、無知な民の中には信じてしまう者もおりましょう。

　となれば、陛下が我が国を平定なされた後に禍か根こんを残しかねません。

　そのような事態は避さけねばならぬかと」

「──道理だな」

　あっさり乗せられたカルドラスは、鷹おう揚ようにうなずいてみせると、

「良し。兵を一千、化け物どもの掃そう討とうに向けよ。将の任命は任せる」

　そこまでは、高官たちの目もく論ろ見み通りだった。

　が。

　彼は続ける。

「化け物どもが逃にげたなら、追って、徹てつ底てい的てきに叩たたかせろ。工兵部隊を随ずい伴はんさせ、海から湧わいた山も潰せ。跡あと形かたも無く、だ」

　高官たちが一いつ瞬しゆん絶句した。

　何を聞いていたのだ？　この王は？　山があるのはシャロームの国内と、報しらせにもあったというのに。

「──し──しかし──」

　ひょっとしたら場所のことを失念しているだけでは、と、別の文官が口を開く。

「問題の山があるのは隣となり、シャロームの国内で──」

「それがどうした」

　高官たちはふたたび一瞬絶句して、

「……で、ですから、我が軍が国境を越こえれば、当然、国境侵しん犯ぱんということに──」

「山を潰したあとで即そく座ざに兵を引けば問題ない。

　自国内に現れた化け物の巣に対処もできぬ臆病者たちにかわって、こちらが邪じや魔まな山を撤てつ去きよしてやろうと言っているのだ。

　感謝されこそすれ文句はあるまい」

　むろん国と国との関係で、そんな子供の理屈が通用するわけはない。だがそう言ったところで、カルドラスには理解できない話だろう。

　内乱で国力も兵力も疲ひ弊へいしている今、もしもシャロームと戦争、などということになれば、シャロームと国境を接する側を支配下に置いているカルドラス側は、致ち命めい的てきな痛手をこうむることになる。

　一同がしばしざわついた後、さきほど口を開いた武官が、

「しかし、そこまで隣りん国ごくに親切にしてやる必要はありますまい。

　化け物どもを追おい払はらって、二度と我が国に踏ふみ込まぬよう、守りの兵を置いておくだけで充じゆう分ぶんかと──」

　なんとか決定を変えさせようと提案するが、カルドラスの兄への憎ぞう悪おの強さと、それゆえの現状把は握あくの甘あまさは、高官たちが思っているより上だった。

「来るか来ぬかわからぬ化け物からの守りのために、長期間、兵たちを割さいておくわけにはいかん。

　かといって、シャロームが何かしてくれるのを待ってはおれん。

　化け物相手にも弱よわ腰ごしの連中が、我が国に戦いを挑いどむとは思えん。

　なら、我々の本当の敵は化け物でもシャロームでもない。不ふ遜そんにも王位を簒さん奪だつしようとするルネスティとその一派だ。

　化け物どもは早々に叩き、後こう顧この憂うれいを一いつ掃そうしてから、戦力は対ルネスティに回す。

　これは決定だ」

　不安げに顔を見合わせる高官たちの胸の裡など知らぬまま、王を僭せん称しようする男はそう宣言したのだった。



　視線の先には、今日も変わらぬ異形の山が鎮ちん座ざしている。

「──やっぱ、気になる？」

「そりゃあな」

　クラウスは、後ろからかかった声にふり向き、答える。

　待機といえど、いつ何が起きるかわからない。腕うでをにぶらせないためには日々の練習は必要だった。

　宿から少し離はなれた所で目立たない空き地を見つけ、クラウスたちはもっぱらそこで練習を続けていた。

　──その場所から異形の山がやたらとよく見えるのが、気になるといえば気になるところではあるのだが。

　声をかけてきたアリサも、ここで時折練習をやっているはずだが、今はどうやらそのために来たわけではなさそうだった。

　彼女の服装はいつもの通り。傭よう兵へいとしてのたしなみが行き届いているとほめるべきか、女ならもうちょっと服装に気を使ってもいいんじゃないかと諭さとすべきか少し迷うが。

　とはいえ得物の槍刃ブレードスピアは手にしていない。武器無しで稽けい古こというのはさすがにありえないだろう。

「どうした？」

「ん。ちょっと散歩。で、クラウスを見かけたんで」

　アリサはクラウスの隣にまで来ると足を止め、そびえる異形の山を眺ながめながら、

「けどあんたって、練習、熱心ねー」

「手を抜ぬけるもんなら楽だけどな。こればっかりはどうにもならねえだろ」

　剣けんの素す振ぶりと型を練習し、ひと息ついたところに声をかけられたのだ。アリサは散歩の途と中ちゆうと言ったが、ひょっとすると、区切りがつくのを待っていたのかもしれない。

　クラウスは、おさめた剣の鞘さやを半ば無意識のうちにいじりつつ、

「剣にナイフに手投げの刀礫ビツト。手持ちの隠かくし武器を一通り、ウデがなまらない程度には練習しなくちゃならねえからな。

　時間がいくらあっても足りねえよ」

「……隠し武器、減らしたら……？」

「オレに死ねと？」

「死ぬんだ。武器減らすと」

　クラウスの真剣な問いに、なぜかアリサはあきれた声。

　とはいえもちろんクラウスも、自分の隠し武器大好き癖ぐせが、あまり一いつ般ぱん的ではないことくらいは分かっている。

「ほら、予備というか保険というか。人によって、そういうのが無いと不安になることってあるだろ？

　携く帯い食も料のをいつもちょっと余分めに持っていて、それより減ると、なんだか心配になって、当面困ってるわけでもないのに買い足す、とかよ」

「あー。あるある」

「オレの場合はそれが隠し武器なんだ」

「無い無い」

「あるって。

　予備の武器を持ってる、ってのは傭兵なら当然だろ？」

「それは、まあ」

　近くの立木によりかかり、アリサもその点だけは認めた。

　戦いの最中に、使っている剣や槍やりがへし折れるのはままあること。すでに倒たおれた誰だれかの武器を拾って使う手はあるが、自分に合う武器が都合良く落ちているとは限らない。

　そんな時、予備の得物があると無いのとでは、次に取れる手の数が大きく違ちがって来る。

　とはいえ。

「けど、クラウスは持ちすぎ」

「使ってる武器が壊こわれたら予備の武器。けど使い慣れない予備の武器が通じるとは限らない。そんな時には意表を突ついてさらに予備の武器、だ。それでもダメなら予備の予備の予備。でもってさらに──

　なんて考えてな。どんどんエスカレートしていった」

「さすがにそれは……どっかでストップした方がいいんじゃないかなぁ……というか、今でも多すぎ」

「そこは自分でもわかってはいるんだけどな」

　苦笑して、意味もなく彼方かなたを見やる。──もっとも、この場所でそれをやると、自然と異形の山が目に入るのだが。

「──あ、そうそう」

　アリサが突とつ然ぜん何かを思いだしたかのように──ちょっとそらぞらしかったが、口を開いた。

「言おうと思ってたんだけど。

　その──ありがと」

「ん？　何がだ？」

「歌。聴きいてくれたでしょ。昨日」

「ん──あ、まあ、な──」

　クラウスはなんとなく、アリサとは目を合わせないままにあいづちをうつ。

　昨日の夜、宿でアリサの歌を聴いたのだが──考えてみれば、その場に居合わせてきちんと耳をかたむけたのは、はじめてだったかもしれない。

「ありがと。なんか、うれしかった」

「──そうか──」

　いい歌だったぞ──と言おうとしたが、なんとなく、言葉が口から出てこない。



    

  
    
      　二人は視線を合わせずに、しばらくだまりこみ。

　──見える景色が異形の山などでさえなければ、少しはいいムードだったかもしれないが。

「あー。けど、クラウス、ちょっと変わったよね」

　そんな沈ちん黙もくを断ち切って、とってつけたようにアリサが声を上げる。

「変わった？　オレが？」

「うん。

　最初の頃ころのクラウスだったら、あの山が見えるような場所で、こうやって話なんてできてないと思う。

　海のこと、すっごい毛け嫌ぎらいしてたみたいだし」

「海が好きな奴やつなんていないだろ。普ふ通つうは」

「そうだけど──特に。

　前のクラウスなら、オレ一人でもあの山をぶっつぶしてやる！　とか言って飛び出してたよ。きっと」

「お前……オレを馬ば鹿かだと思ってるだろ？

　さすがにそこまで無茶はやらねえよ」

　苦笑いで否定はしたが──あらためて考えてみれば、アリサの指し摘てきもそれほど大きく外れてはいない。

　さすがに一人で突とつ撃げきはしないだろうが、皆みんなで戦おう、と、ことあるごとに主張し続けるくらいのことはやっただろう。

　海が。

　そこから現れるものたちが。

　憎にくかった。恐こわかった。おぞましかった。殺して潰つぶして埋うめ立たてて存在そのものを無くしてやりたかった。

　その時には自覚がなかったが、淵アよビりス来フるオもーのムたちとの戦いになると、冷静さを失なくし、無茶をやることも多々あった。

　しかし今、クラウスは、自分でもおどろくくらい冷静な気分で、異形の山を眺めやることができた。──むろん、いい気分で、というわけにはいかないが。

　考えてみれば、おかしな話ではある。

『リオネル』から、自分はクラウスの弟なのだと言われ、人は海に入ると異形になるのだと語られて。ひどいショックを受けて。

　そんなことがあったなら、むしろ、より海を嫌きらってもよさそうなものなのに。

　クラウスにも、自分の心の変化がよくわからない。

「──けどまあ……確かにちっとは変わったのかもな。

　何なんだろうな？　これ？」

　彼方の山を眺めつつ、クラウスは小さくつぶやいたのだった──



　もう、何日が経たっただろう。

　窓もない牢ろうの中では、時間の経過は、テーニアにはよくわからなかった。

　目隠しをされてここに連行されて。

　朝から晩まで続く尋じん問もんと拷ごう問もん。精神も肉体もぼろぼろにされ、投とう与よされる薬のせいで頭もはっきりせずに──

　そんな仕打ちを覚かく悟ごしていた彼女には、今の処置は不可解以外の何でもなかった。

　何もされなかったのだ。

　少なくとも今までは。

　つくりからして、大きな施し設せつの牢なのだというのは、なんとなくわかった。自分を捕つかまえた連中の後ろにいるのは、貴族かよほどの金持ちなのだろう。

　壁かべのじめつく感じからして、地下だろうか。

　鉄格子に面した狭せまい廊ろう下かの向かいには、ランプが一つ、灯ともされていて──

　重いきしみが、テーニアの思考を現実へと引き戻もどす。

　続いて硬かたい足音が近づいて来て──ほどなく、鉄格子の向こう側に、いつもの牢番の男が、いつものトレイを手にして姿を現した。

「メシだ」

　男はぶっきらぼうに言うと、格子の下にテーニアが出しておいたトレイを引き下げ、かわりに今持ってきたトレイを突っ込んだ。

　載のっているのは、木のカップに入ったスープと、パンに野菜や肉をはさんだもの。用心のためか、ナイフやフォークはついていない。

　ひどくまずいわけではないが、たいしてうまくもない食事。

　定期的に運ばれて来るようだが、時間感覚が失われた中では、これが一日二食なのか三食なのかもよくわからない。

　牢番は回収したカラのトレイを手にきびすを返し──

「──待って！」

　その背にテーニアが声をかける。

　立ち止まり、肩かた越ごしにふり向く男に向かって、

「私の扱あつかいってどうなっているんですか!?　それが話せないというのなら、私がここに連れてこられてから何日たったのか、せめてそれだけでも教えてください！」

　前半は、これまでに何度も問いかけ、同じ回数だけ無視され続けた質問。そして後半は今日はじめて投げかける問い。

　しかし牢番の男は、またか、といった表情で、

「──何度も言ったが、俺おれは何も答えられん。

　お前が何もかも話すというのなら、しかるべき相手に取り次いでやる。

　それだけだ」

　言うとそのまま視線を外して歩み去り──

「待ってください！　日数くらいはいいじゃないですか！　せめて今が昼か夜──」

　悲鳴に近いテーニアの呼びかけを、鉄のドアが開いて閉じる、重い音が断ち切った。

　足音も、もはや聞こえぬ沈黙の中、テーニアは大きく息を吐はくと、壁につくりつけのベッド兼けんソファに腰こしを下ろす。

　鉄格子の下では、トレイに載った食事がテーニアを待ち続けていたが、今は口をつける気になれない。

　──無論、とっとと拷問や処しよ刑けいをしてほしい、というわけではないのだが、何もされず何も知らされず、ただほうっておかれる生殺しのようなこの状態は、耐たえ難がたいものがあった。

　明日あした──いや、今にも誰かがやって来て、拷問か処刑の宣言をするのではないか。そんな不安がつねにつきまとう。

　捕とらえた方にも何かの思惑おもわくや事情があって、テーニアに何もせずにいるのだろうが、その理由がわからない。

　我が身に──ことによると生死に関かかわることだけに、気にせず過ごす、などということができるはずもなかった。

　だが。

　その事情が知らされることは決してないだろう、ということも、テーニアにはよくわかっていたのだった──



　風が生なま臭ぐさい。

　物見の兵がもたらした報告に、サーマス将軍は不快げに顔をしかめた。

「化け物どもが。好き放題をやりおって」

　馬上で吐き捨て、前方を見やる。

　小高い丘おかをあと一つ越こえれば、その先に、小さな村が見えてくるはずだった。

　身近な部下の一人が、そこの出身だと聞いていたが──もうその村に、生きた人間はいないだろう。

　数日前、異形の山からわき出た淵アよビりス来フるオもーのムたちはその村を襲おそい、壊かい滅めつさせただけでは飽あきたらず、今も居座っているらしい。

　コモリオムのカルドラス王が派は遣けんした一千の兵は、その報を受け、問題の村へと迫せまっていた。

　帰ってきた物見の兵によれば、村に居座る化け物たちの数は百から二百。倍の違ちがいはあるが、建物の中にどれぐらいいるかわからぬゆえのこの数字だった。

　もっとも、百が二百にしろ、千の兵士の前では似たようなものだが。

「──いよいよだ！」

　い並ぶ兵たちを眺ながめやり、サーマス将軍は声をはり上げた。

　三十に届いたばかりの若さだが、ルネスティ一派との戦いで先せん陣じんに立ち、死をも恐おそれぬ果か敢かんな戦いで武ぶ勲くんをおさめ、今回、淵アよビりス来フるオもーのム討とう伐ばつ隊の指揮官として抜ばつ擢てきされた軍人である。

　数の上ではるかに劣おとる化け物どもを一いつ掃そうしたとて、たいした武勲にはならないが、任された以上は速やかに成し遂とげるのが武人の務め。

　方法はすでに、各隊長に伝達してある。

　今回は、騎き馬ばと歩兵だけで行く。

　村で少数を相手にするなら、工兵たちと小回りのきかない長ちよう槍そう兵の出番は無い。

　火矢で村ごと焼けば手間は省けるが、建物を残しておけば、村を再建する手て間まも少なくて済む。

　最初に弓を射かけてやれば、相手をいくらか倒たおせるだろうが、建物の陰かげに隠かくれられては効果が薄うすい。

　そして何よりサーマスは、騎馬での蹂じゆう躙りんの方が好みだった。

　まずは騎兵で突撃、化け物どもを攪かく乱らんする。村から逃にげるものは追い立てて狩かり、建物の中に飛び込んだ相手には手出しをしない。

　取り回しのきく武器を装備した突撃歩兵がそれに続き、立てこもりを決め込んだ化け物どもを数で押おし包み、短槍と剣けんを使い分け、一いつ軒けんずつ一いつ匹ぴきずつ仕留めてゆく。

　たまらず建物から飛び出せば、今度は騎馬の餌え食じきである。

　村のまわりはなだらかな丘と田畑。所々に木立はあるが、大人数が隠れられる場所は無く、多数の伏ふく兵へいは考えられない。

　数の差を考えれば、これでケリがつくはずだった。

　策とも呼べぬものではあるが、烏う合ごうの衆しゆうを相手にあれこれ悩なやむ必要はない。この戦いは後々の、異形の山を潰す本番にはずみをつけるための殲せん滅めつ戦せん。

　将軍は騎馬の首を巡めぐらせて、自分の部下となった千の兵士たちに檄げきを飛ばす。

「我われ等らの国土を踏ふみにじり、人間を甘あまく見た、愚おろかな化け物共に鉄てつ槌ついを下す時が来た！

　敵は寡か兵へいである！

　否！

　兵ですらない烏合の衆と言って良い！

　現に化け物どもは我等におそれをなし、村に立てこもっている！

　地の利と人の理、共に我等と共に在る！

　だが、ゆえにこそ心せよ！　油断して、このような前ぜん哨しよう戦せんで命を落とすなど武人としての恥はじであると！

　一兵たりとも失うことなく、一匹たりとも逃のがすことなく殲滅する心づもりで臨め！

　臆おくすることなく我に続き、手て柄がらを立てよ！」

　右手を大きくふり上げれば、応！　と兵たちの声が答える。

　馬を操り、村の方を向き、

「かかれぇぇぇいッ！」

　声と同時に、将軍自身が先頭を切って進軍を開始した！

　一軍の将が先陣に立つのはリスクも大きいが、兵たちを鼓こ舞ぶするにはもってこい。それに何よりサーマスには、化け物などには後おくれを取らぬとの自信があった。

　将軍に遅れてはならじと、兵たちの鬨ときの声こえが、馬のひづめが地を打つ音が、どよめきとなって丘を駆かけ上る。眼下の村では、通りにたむろしていた異形どもが、算を乱して家の中に飛び込んで行くのが見えた。

　将軍と直衛の騎馬隊が村の通りになだれ込んだ時には、淵アよビりス来フるオもーのムたちは一匹残らず家々の中に逃げ込んでいた。

「ハッ！　臆したか化け物どもが！」

　馬首を巡らせ、油断無くあたりを見回しながらサーマス将軍は嘲ちよう笑しようする。

　人間様を舐なめていた暗黒洋やみわだの化け物どもが、今さらようやく自分たちの馬ば鹿かさ加減に気がついて、おそれおののきこそこそと隠れる様は痛快だった。

　騎馬隊は、化け物どもを家々に封ふうじるべく村の通りを駆け回り──

　そこに、後続の突とつ撃げき歩兵たちが雄お叫たけびを上げて押おし寄せる！

　将軍が勝利を確信した、その瞬しゆん間かん。

　どんっ。

　──と一つ、世界が揺ゆれた。

　浮ふ遊ゆう感かん。

　馬のいななき。兵たちの悲鳴。

　衝しよう撃げきが音をかき消して。

　つめたいものに全身が包まれ、ゆらゆらと揺れる空と光が目に映る。

　──何だ!?

　思わず声を上げようと口を開き──ごぼりっ、と、塩しお辛からい水が口の中になだれ込む。

　全身にくまなく走る熱い痛み。

　──何が起きた!?

　言葉の形に口を動かしながら、サーマスはようやく事態を理解した。

　出現したのだ。淵海孔アビスゲートが。

　今、まさに、この村のこの場所に。

　重い鎧よろいをつけた身は、もがけど浮うかぶはずもなく。

　彼方かなたに望む光を離はなれ、深みへ深みへ沈しずみゆき。

　──おのれ化け物ども！　悪運の強い──！　しかし必ず──残った者たちが──！

　サーマス将軍の、人間としての思考はそこで途と絶だえた。



　水の中を青黒い影かげがよぎって過ぎた。

　蒼あおい水面みなもに血の赤が混じる。

　伺うかがい知れぬ水の中、落ちた仲間たちがどのような目に遭あっているのかを想像して、コモリオムの兵たちは戦せん慄りつした。

　目の前で、突とつ如じよ出現した淵海孔アビスゲートに将軍と多くの仲間がのまれ、水面が朱しゆに染まる様を見せつけられて、コモリオム軍は混乱に陥おちいった。

　さすがに後続の兵たちにも、淵海孔アビスゲートが出現したことくらいはわかる。全員が即そく座ざに足を止めたおかげで、先頭にいる兵達が後ろから押されて次々と落ちる──という被ひ害がいはわずかで済んだのが、せめてもの幸いと言えるかどうか。

　──コモリオムの将兵たちを無能と誹そしるのは酷こくだろう。

　油断があったのは事実だが、彼らはそもそも『乗客パツセンジヤー』の存在を知らない。

　隣りん国ごくシャロームで淵海孔アビスゲートが頻ひん出しゆつしている──という程度の噂うわさなら聞いたこともあっただろうが、それが人間の仕業だと──いや、そもそも人間にそんなことが可能だとは想像さえしていなかった。

　ゆえに。

　彼らにとって淵海孔アビスゲートの出現は、不運としか考えられなかった。

「落ち着け！　うろたえるな！　冷静になれ！」

　待機部隊と共に丘の上にいた副将軍のデュッセルトも、何の役にも立たない大声をはり上げるしかできなかった。

　化け物退治の副官では、自分の出番も手柄も無いだろうと構えていたのだが、突とつ然ぜんお鉢はちが回ってきて混乱しているのだ。

　村のあった場所は丸々、ぽっかりと大きな蒼い水のたまりになっており、なまぐさい潮のにおいをあたりにぶち撒まけている。

　岸辺では騎馬の一部と、突撃歩兵たちが、どうすればよいのかわからずに、てんでんばらばらに右往左往するばかり。

　駆け行く馬にはね押され、歩兵の一人が海へと落ちる。

　各小隊、中隊の隊長が、なんとか統制を取ろうと怒ど鳴なり散らしているが、あまり成果は上がっていない。

　その間にも。

　建物の中に身を潜ひそめていた淵アよビりス来フるオもーのムたちは、水中で家々を抜ぬけ出すと、コモリオムの兵たちがいるのとは反対がわの岸辺に次々と上陸してゆく。

　数の上では依い然ぜん、コモリオムの兵たちの方が圧あつ倒とう的てきに多い。

　今ので海にまれた人数は、おそらく二百には届くまい。もちろん甚じん大だいな被害だし、騎馬部隊はほとんど壊滅に近いが、それでも残りは八百あまり。

　まともにぶつかれば圧勝できる戦力差だが、混乱するコモリオム軍は態勢を立て直すことさえままならずにいた。

　その間に。

　上陸した二百足らずの淵アよビりス来フるオもーのムたちが一いつ斉せいに移動を開始した。

　──背を向けて、全力で。

　丘おかの上からそれを見て取ったデュッセルト副将軍は、ようやく少し冷静さを取とり戻もどす。

「敵が逃げるぞ！　臆したぞ！」

　今度の言葉は効果があった。

　コモリオム軍は淵アよビりス来フるオもーのムを一匹たりとて倒してはいないが、相手が逃げ出したのは事実。

　人は恐きよう怖ふで混乱していても、怖こわがっているのが相手の方だと──自分が怖がる必要がないと知れば、恐れは消える。

　乱れていた兵たちの動きも、いくぶんではあるが落ち着きを取り戻していた。

　このあとどうするべきか、デュッセルトはしばし思考を巡らせる。

　将軍をはじめ、多くの兵を失い過ぎた。対する敵はほぼ無傷。

　そう見るならば完全に負け戦いくさ。一いつ旦たん退ひいて態勢を立て直すのがセオリーである。

　だが。

　戦いに負けたわけではない。淵海孔アビスゲートの出現という、単なる不幸な事故である。

　いや、むしろこれは、お前が指揮をとってこの戦いを勝利に導けという天の配はい剤ざいではないのか？　デュッセルトはそう考えた。

　そもそもカルドラス王は武人肌はだの男である。ここで臆して引き返し、化け物の一匹も退治できなかったとあっては自分の面目が立たない──どころか、役職的にも肉体的にも首が危うくなる。

　逆に自分がこの状じよう況きようをひっくり返せば手柄となるだろう。

　数の上ではまだまだこちらの方が上。

　味方の態勢はまだ立て直せたとはいえないが、それは逃げ行く化け物どもとて同じこと。

　今こそ、味方の士気を盛り返す好機。

「追って討ち果たせ！　今こそ力を示すのだ！」

　デュッセルトのアバウトきわまる檄に応こたえて、突撃歩兵の部隊がふたたび動き出す。

　統率が取れているのはせいぜい小隊規模。全体として見ればでたらめな動きではあったが、それでも淵アよビりス来フるオもーのムたちを追つい撃げきすべく、恐怖や不安を、目の前にいる逃にげ行く敵への怒いかりに転化し、追撃を開始した！

　歩兵たちは黒い流れとなって、淵海孔アビスゲートのふちを回り込み──

　だがその時。

　丘の上にいるデュッセルトから見て右の端はし。淵海孔アビスゲートから飛沫しぶきを上げて飛び出した一条の青黒い稲いな妻ずまが、歩兵部隊の横腹を貫つらぬいた！

　怒ど号ごうと悲鳴と剣けん戟げきの響ひびき。血と苦鳴とがひろがってゆく。

　何が起きたかは言うまでもない。淵海孔アビスゲートから突如飛び出した化け物が、部隊に横手から斬きり込んだのだ。

　事態を理解して、もともとろくな形になっていなかった歩兵部隊の陣じん形けいが、完全に崩くずれ去ってゆく。

「一旦退ひけ！　陣形を立て直す！」

　あわててデュッセルトがそう命令した時には、陣をかき乱した青黒い稲妻は、ふたたび淵海孔アビスゲートへと身を投じていた。

　目の前にひろがる深しん淵えんこそ、化け物どもの伏ふく兵へいが隠かくれ潜むには絶好の場所。そのことに、もっと早く気づくべきだった。

　──いや、もし状況が違ちがっていたら、デュッセルトも他の兵たちも、それくらいのことには気づいただろう。

　混乱と、それから立ち直るより早い状況変化が、本来ならごく当たり前に思い浮かぶはずの可能性を失念させていた。

　歩兵たちがあわてて淵ふちから距きよ離りを取る中、岸の反対側に、さきほど斬り込んできた化け物だろう青黒い影が這はい上がる。

　そのまま仲間のあとを追い、駆け逃げてゆくのが見えたが──

　追撃はできない。

　あれが単独で突つっ込こんで来たのは、こちらの追撃の足を止めるため。もうこれで淵海孔アビスゲートの中に敵はいない──

　と、解かい釈しやくもできるが、そう思わせることこそが真の狙ねらいで、実は青黒い水の中には、まだうじゃうじゃと化け物どもがひしめいていて、こちらが横腹や背中を見せるのを待っている──とも考えられた。

　逃げた化け物どもの追撃は、一刻を争うものではない。やつらが逃げ帰る先は、出現した異形の山でしかないはずなのだから。

　ここは態勢を立て直し、出現した淵海孔アビスゲートを迂う回かいして進むのが常道。

　デュッセルトは表情を殺したままで、青黒い影が去るのを、ただ、眺ながめていることしかできなかった──



〈さすがにもう、こんな曲芸はやりたくないなぁ〉

　かつて村だった場所から駆かけ去りながら、リオネルは苦笑を浮かべ、人ならざるものの言葉で一人ごちた。

　戦いで、数が大きな要因を占しめることくらいはわかっているつもりだった。

　リオネル一人の腕うでが立とうとも、二百程度の淵アよビりス来フるオもーのムで千の兵士を殲せん滅めつできるはずもない。

　寡か兵へいで圧倒的数の相手に勝つ方法はただ一つ。

　すなわち。相手の戦う意志を奪うばうこと。

　そのために、奇き策さくを弄ろうしたり相手の頭を潰つぶしたり、少しずつ相手の数と戦意を削そいでゆく、といった手を使うことになる。

　まずは淵海孔アビスゲート。

　コモリオム軍の動きを察知して、同行していた『乗客パツセンジヤー』──いや、彼らは自分たちのことを深術士ダイバーと呼んでいるが、その彼らに、村のまわりで儀ぎ式しきを執とり行ってもらう。

　ただし、最後の手順の直前まで。

　この村を緒しよ戦せんの場に選んだのも、淵海孔アビスゲートを出現させるためのさまざまな条件面で都合が良かったからに他ほかならない。

　そして、相手の突入を待って、物もの陰かげの深術士ダイバーたちが儀式の仕上げを行い、淵海孔アビスゲートを出現させたのだ。

　──敵の突撃部隊に、コモリオムの将軍らしき人物が混じっていたのは、予想外の幸運だったが。

　水中に落ちた兵たちのうち何人かを殺してみせたのも策の一いつ環かん。

　海に抱いだかれた人間は、時間をかけてリオネルたちの仲間になってゆく。だがそれよりも、目の前にいる敵に血の色を見せ、混乱を煽あおる方が大事だった。

　だから、殺した。

　まずは仲間たちを逃がし──物陰に隠れていた深術士ダイバーたちも一緒に逃がす。最初から青黒い服を纏まとっていた深術士ダイバーたちが、淵アよビりス来フるオもーのムの群れに紛まぎれてしまえば、遠目には人間だとはわからぬはず。

　──ここでコモリオムの兵たちが追撃をせず、淵海孔アビスゲートから離はなれれば、水中に残っていたリオネルも、仲間たちに続いて一緒に逃げる予定だった。

　だが兵たちが早計にも動き出したせいで、リオネルの仕事が増えた。

　──まだここに淵アよビりス来フるオもーのムたちがいるかもしれないぞ──

　と、相手の意識に焼き付ける仕事が。

　剣けんを手に飛び出し、駆け抜ぬけた。

　実のところ。

　リオネルがやったのは、ただ、それだけ。

　二、三人斬った気がするが、与あたえたのがかすり傷なのか致ち命めい傷しようなのかは知ったことではない。

　おそらくは、彼が直接与えた被ひ害がいより、混乱した歩兵たちの同士討ちによる被も害のの方がはるかに大きかったのではないだろうか。

　適当に剣をふり回して駆け抜け、混乱を煽る。そのために、速度に長たけたリオネルがこの役を任されることになったのだが、不意を突いて敵兵の間を駆け抜けるだけ──とはいえ、比べるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどの数の差がある。

　いくらリオネルが速さに長けていようとも、くり出される刃はと刃の間に、体を通せるだけの間がなければ、当然身をかわすことは不可能。

　実際、兵たちの刃が何度自分の体をかすめたことか。

　しかしともあれ、当面は切り抜けた。

　味方を一人も失うことなく済んだのは、奇き跡せきに近い幸運だった。

〈もっとも、これからが本番なんだけどね〉

　リオネルは駆ける。先に行く仲間たちのあとを追って。

　一同の目指す先はむろんのこと──



　驚きよう嘆たんのどよめきは、全員の口から漏もれた。

「……これは……なんとおぞましい……」

　木々の向こうに姿を現したものを馬上から見やり、デュッセルト副将軍──もとい、将軍代理は吐はき捨てた。

　緒戦の手痛い失敗のあと。

　デュッセルト将軍代理はなんとか部隊を立て直すと、出現した淵海孔アビスゲートを大きく迂回して、敵の追撃を開始した。

　化け物どもは森に逃げ込み、その姿はとうに見えなくなっていたが、どこに向かったかは見当がついた。

　すなわち、シャローム国内に出現したという異形の山。

　その読みがもしも外れていたとしても、それはそれでかまわない。

　山さえ潰してしまえば、化け物どもが海に戻ることはできなくなる。帰る場所を失った奴やつらは、調子に乗りすぎた遠足を後こう悔かいしながら乾かわき死ぬことになるのだから。

　万一の不意打ちを警けい戒かいし、必要な休息も取りつつ進軍を続けて──

　翌日。

　進むにつれてひらけた景色の先に姿を現したのは、極ごく彩さい色しきの花弁が開く異形の山。

　デュッセルトも兵たちも、話に聞いてはいたものの、実際に己の目で見れば、そのおぞましさに震ふるえさえ来る。

　まだ距離はあるが、何もなければ今日中にはたどり着くだろう。

　一度は逃がした化け物たちに、いよいよお返しをする時が来た、というわけである。

「将軍！」

　とりあえず任命した補ほ佐さ官かんは、デュッセルトのことをそう呼んだ。

　言われずとも見えている。

　街道の先から駆けてきた一騎きの騎馬兵が、行軍する部隊の前で立ち止まったのが。

　デュッセルトは軍を停止させ──

「シャローム王国軍より申し上げる！」

　それを待って、騎馬兵は朗々と声を上げた。

「此こ処こよりはシャロームの国内！　武装した兵団の侵しん入にゆうは侵しん略りやく行こう為いとみなす！　早々に立ち去られよ！」

　──街道を行けば、国境には双そう方ほうの警備兵たちが配置されている。そんな所を強引に通ろうとすれば、シャローム軍との衝しよう突とつは必至。

　そこでデュッセルトは、化け物たちに奇き襲しゆうされる危険を承知で、道無き森の中を行軍してきたのだが──

　さすがにシャロームも、兵に森を巡じゆん回かいくらいはさせている。これだけの数の兵士が見つからずに済むわけもない。

　デュッセルトは、兵たちに道を開けさせて、騎馬のままで前に出ながら、

「コモリオム王国軍、特とく殊しゆ討とう伐ばつ部隊将軍、ロイス＝アル＝デュッセルトである！」

　正確にはまだ将軍代理だが、それでは押おしが弱すぎる。

「我々に貴国侵略の意図は無い！　我が国内にて狼ろう藉ぜきを働く淵アよビりス来フるオもーのムどもを追ってここまで来た次第である！」

「諒りよう解かいした！　以降、淵アよビりス来フるオもーのムどもの討伐は我われ等らシャローム王国軍が引き継つぐものとする！」

　騎馬兵は即そく答とうしたが、むろんそれで、はいそうですかと退ひくつもりはない。

「引き継ぐ、とはどのような形で!?」

「兵を以もつて探たん索さくを行い、発見すれば速やかに討伐を行う！」

「足りぬ！」

　デュッセルトは吠ほえる。

　彼方かなたに在る異形の山を指さして、

「もとはといえば貴国の軍が、あのような化け物どもの巣の存在を許していることがそもそもの原因！

　巣を潰さねば蟻ありどもがあとからあとから這はい出て来るは必定！

　それが為なされておらぬゆえ、這い出た化け物共に我が国の村々は襲おそわれ、無む辜この国民が犠ぎ牲せいとなったのだ！

　我等はあの山を叩たたきつぶす所存で此処までまかり越こした！

　帰れと言うなら、今日明日中に貴軍があの山を叩き壊こわして見せよ！

　それが成るなら、我等は此処より動かず見届けて、踵きびすを返すとしようぞ！

　もしも成らぬ成せぬと言うのなら、我等が代わってあの巣を潰してみせようぞ！

　返答や如い何かに!?」

　無茶な問いだとは、デュッセルトにもわかっていた。

　相手はただの使い走り。仮にシャローム国軍が異形の山の攻こう略りやくを予定していたとしても、それを外に漏らす権限は無い。

　つまり、相手はこう答えるしかないのだ。

「──我が軍は貴公の指示に従う理由は無い！　要よう請せいがある場合は然しかるべき手続きを踏ふんで求められよ！」

　もちろんデュッセルトも国境侵しん犯ぱんなどやりたくはない。

　だがここで、帰れと言われて手ぶらのままで帰ったとあっては子供の使い以下。

　何よりカルドラス王からの命がある。

　ならば。

「異形の山の攻略は我等の王命である！

　然るべき手続きはいずれ我等が王によって為されよう！

　我等は今より貴国内に入る。これは交こう渉しようではなく宣言である。

　帰って伝えよ。我等の言葉を。

　我等は貴国に害なす意図は毛頭無く、化け物どもの巣たる山を潰せば、速やかに立ち去ることを誓ちかう、と」

　言い分に、騎兵はしばし困ったように沈ちん黙もくしてから、

「……本来ならば任務上、ここをお通しするわけにはいきませんが、王命とまで言われては、私の裁量には余る話。

　但ただし、口頭だけで引き下がるわけにもいきませぬ。

　手数ながらその旨むね、書にしたためてお預け頂けますか。

　言こと伝づてだけでは、上も、杓しやく子し定じよう規ぎの対応しかできませぬ故、貴軍を侵略軍とみなすしかなくなります」

　──面めん倒どうだな──

　デュッセルトは正直そう思った。

　自分の名で書類を残すというのは、あとあと話がこじれた時に、責任がどうの、と、ややこしいことになりかねない。

　とはいえ、である。

　嫌いやだと突つっぱねたりすれば、押し問答が続くだけ。

　無視して進んだり、短気を起こして相手を斬きったりしようものなら、それこそシャロームとの戦争になりかねない。

　そうなれば、王はことをおさめるため、知らぬ存ぜぬを決め込んで、デュッセルトの独断だったと責任を押しつけて来るかもしれない。

　ならば王の命令という部分を強調しつつ、書を残した方がまだましだろう。

「いいだろう。しばし待て」

　デュッセルトは一いつ旦たん、陣じんの中央に引き返し、伝書用の羊皮紙にざっくりと書をしたためる。

　インクが乾くのを待ってから前へ行き、自身の手で相手の騎兵に書を渡わたす。

　騎兵は書を確かめると、それを懐ふところにしまい込み、

「──確かに。

　お手数をかけました」

　シャローム式の敬礼をすると、声をひそめて、

「……立場上、貴方あなたの行動を容認する発言はできませんが、私も知人を淵海孔アビスゲートのせいで亡くしています。

　人間として、化け物どもに対する怒いかりは貴方と同じです」

　デュッセルトはうなずいて、

「その心、受け取った。今は動けぬお主の分まで、我等が化け物どもを討ち果たすことで応こたえようぞ」

「──ご武運を──」

　小さく言い残すと、騎馬の首を巡めぐらせて、もと来た方へと駆かけ去ってゆく。

　しばしその背を見送ってから。

「──進軍！　敵は近いぞ！　油断はするな！」

　デュッセルトは、あたりに響ひびく大だい音おん声じようで呼ばわった。



　薄うすい朝あさ靄もやがあたりを包む。

　連なりうねるなだらかな丘おかと、所々にある林。

　そのただ中に佇たたずみそびえる、極ごく彩さいの花を頂く黒い塊かたまりは、ひと目見ただけで、この世界と相あい容いれぬものと伺うかがい知れた。

　牧歌的な風景を汚けがす巨きよ大だいな異形のふもとには、蠢うごめく小さなものたちがいた。

　まだ遠目ゆえ姿形はよくわからないが、その場所にいること自体が素性を示す。

　──淵アよビりス来フるオもーのム──

　数はざっと見て二百ほどだろうか。

　コモリオムで村を襲っていた連中と同じ相手なのかどうかはわからない。

　だがいずれにせよ、デュッセルトたちにとって、倒たおすべき敵であることにはかわりない。

　連れてきた工兵は突とつ貫かんで攻こう城じよう兵器の製造にかかった。

　破城槌ラム──城門を破るための先を尖とがらせた丸太に屋根と車輪をつけたものや、投石機カタパルトを作り──

　数機ずつが完成したのは、明けて翌朝のことだった。

　それを待って、コモリオム軍は異形の山の攻略戦を開始する。

「我等はついにここまで来た」

　陣を敷しき、馬上から兵たちを睥へい睨げいし。

　デュッセルトは声をはり上げた。

「敵は一見、少数だが、後ろの山から増ぞう援えんが来ると考えておいた方が良いだろう。

　いくらの数を相手にせねばならぬのかはわからない。

　それでも！

　我々は勝たねばならん！

　我等の故く郷にのため、いや、人の世界を守るため！

　あの山の破は壊かい無くして、国に帰ることは無いと思え！」

　当然である。ここまで来て、勝てそうにないので帰りました、などということが許されるはずもない。

「しかし臆おくする必要は無い！

　地上は善神オーランの祝福を受けた、我等人間の地！　この地で戦う限り、邪じや神しんの僕しもべに敗れる道理は微み塵じんも無い！

　勝利は必ず我等の頭上に輝かがやくだろう！」

　おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！

　高々とつき上げたデュッセルトの右みぎ腕うでに、兵たちの歓かん声せいが応こたえる。

　そのどよめきがおさまるのを待って。

「──全軍──」

　上げた右の手を──

「進しん撃げき開始！」

　ふり下ろす！

　響き渡る銅ど鑼らの音とともに、コモリオム軍は進撃を開始した。

　化け物が相手とはいえ、陣じん形けいは基本通り。

　長ちよう槍そう兵へい隊が先頭に立ち、頭上に大おお盾だてをかざして相手からの飛び道具に備えつつ進む。

　その後ろには突とつ撃げき歩兵と弓兵隊が続き、破城槌ラムと投石機カタパルトを運ぶ攻城兵部隊と神シ呪ン使ガいー隊が最後方に位置する。

　前衛で化け物どもを一いつ掃そうし、攻城兵器で山を潰つぶす。

　──騎き馬ば兵が大きく数を減じているのは痛手だった。

　敵の別働隊が後ろから攻せめて来る可能性を考えれば、スピードのある騎馬兵は予備兵力として温存しておきたかった。

　攻撃に回せる騎兵がいないが──とりあえずこれでやってみせるのみ。

　本国に、事情の説明と騎馬の補ほ充じゆうを要請する旨むねの書を一応送ってはいるが、本当に補充が来るのか、あてにはならない。

　軍ぐん靴かが。

　ぬかるむ草地を踏みしめ進む。

　双そう方ほうの距きよ離りは縮まりゆき──しかし異形の群れは動かない。

　銅鑼のリズムがわずかに変わり、弓兵たちが手にした弓に矢をつがえ──

　その時。

　異形が動いた。

　群れ集つどう淵アよビりス来フるオもーのムたち──ではなく、山の方が。

　近づいていたコモリオム軍は、最初、そのことに気づかなかった。

　花開く極ごく彩さい色しきの花弁が一いつ斉せいに震ふるえ身をよじると、大量の水を虚こ空くうに噴ふき出したのだ。

　水は天高く昇のぼるとほどけて散って、水の粒つぶとなり雨となり、大地に、そして兵士たちの上に降り注ぐ！

　──鎧よろいが水を止めたのは、ほんのわずかな時間だけ。

　海へと沈しずんだ人間は、やがて異形へと変ずるが、ただ海の水を浴びた場合は、ひどい火傷やけどのような痛みを味わうことになる。

　戦場を、むせかえるような潮のにおいと、兵士たちの悲鳴が満たす。

　それでも。

「怯ひるむなぁ！　進めぇぇぇぇ！」

　水の届かぬ後ろから、デュッセルトは雄お叫たけびを上げた。

　兵士たちは苦痛を闘とう志しに、悲鳴を雄叫びに変え、つき進む！

　そして──

　戦いは、はじまった。



「全く、どうなってるんだか」

　隣となりのテーブルについたおやじのぼやきは、クラウスの──いや、おそらくこの場にいる全員の心を代弁していた。

　異形の山の出現から、ひと月ほどが経たっていた。

　噂うわさでは、山から現れた淵アよビりス来フるオもーのムたちが隣りん国ごくのコモリオムを荒あらし、そのコモリオムの軍隊が国境を越こえてやって来て、異形の山と淵アよビりス来フるオもーのムたちに戦いを仕し掛かけているらしい。

　戦いは熾し烈れつを極め、コモリオム軍も淵アよビりス来フるオもーのムたちも毎日数千単位の死者を出し、あたりは死し臭しゆうであふれかえっているとか。

　──さすがに毎日数千の死者というのは噂につきものの尾お鰭ひれだろうが、コモリオム軍が異形の山の攻撃に来ていることだけは確かなようだった。

　そして、シャローム軍が動いていないことも。

　山が出現した直後、シャロームの王国軍はこの町の近くにやって来て、山を遠巻きにして陣を張っている。

　しかしそのあと全く動いていないようなのだ。

　ある者は言う。淵アよビりス来フるオもーのムを相手に弱気になっているのだと。

　またある者は言う。コモリオム軍と淵アよビりス来フるオもーのムたちを戦わせ、双方が弱りきったところで淵アよビりス来フるオもーのムたちを叩たたき、コモリオムに貸しを作る気だと。

　むろん噂は噂。憶おく測そくは憶測。

　そしてそんな噂とは別に、クラウスたちにも気になることはあった。

　彼らの雇やとい主ぬし、ターシュ侯こうにも動きが無いのだ。

『乗客パツセンジヤー』の一人、テーニアを生いけ捕どりにし、これで事態は大きく進む──と思っていたにもかかわらず、である。

　連れん絡らくが全くないわけではない。しばらく前にフォックスがやって来て、路銀を渡すとこう言った。

　現状維い持じでお願いします、と。

　──テーニアの取り調べはどうなっている。何か少しでもわかったことはないのか。

　そう聞いたクラウスに、フォックスの答えは、

　──しかるべき時が来たらお知らせします。

　本当に動きがないのか。それとも何かがあったのだが、末まつ端たんにまで知らせる気はないということか。

　食堂で他の客たちから聞く噂の方が、状じよう況きようを知る役に立つというのはさすがにどうなのか。

　ただ待つ日々にも慣れては来たが、それが長引けば歯がゆさもつのる。

「──ほんっと、コモリオムの軍人サンもだらしがねえよな。

　数はずっと多いのに、化け物どもに手こずってるんだろ？

　一体何をやってるんだか」

　隣りん卓たくのおやじは、ろれつの怪あやしい大声を上げた。

　酔よっ払ぱらいのだみ声が好きな者は少数だろうが、それにいちいち目くじらを立てる人間はこの場にいない。

　エイミイも、一いつ緒しよに旅をはじめた最初の頃ころは、酔っ払いの寝ね言ごとに多少反応を見せていたが、今では眉まゆ一つ動かさず、料理を口に運んでいる。

「けどよぉ、相手は化け物だぜ」

　そのおやじと同じテーブルについた連れの方も、酒のせいでいささか声が大きい。

「だから何だよ？　しょせん見た目が気味悪いだけのサカナ人間だろ？」

「いや、それが、どうもそんだけじゃあなくてよ。

　そいつらに混じって、変な格好をした、やたらと強ぇ化け物がいるらしいんだ」

「あ？　嘘うそつけ。見たのか？」

「見てねえよ噂だよ俺村から出てねえよ。

　らしい、って言っただろ。

　もし本当にそんな強ぇ化け物が混じってるなら、コモリオムが手こずってるのもわかる、って話だよ」

「……あー。そういうことか」

「そういうことだよ。

　見物に行った吟ぎん遊ゆう詩人の見た話だとかコモリオムの脱だつ走そう兵の話だとかってことらしいんだけどよ」

「けどよぉ、強いったって知れてるだろ？」

「いや、それが、とんでもないらしいぜ。

　片手で馬車を持ち上げる馬ば鹿か力ぢからの巨きよ人じんだとか、重そうな鎧を着てる割にすげえスピードで走る奴やつとか、空を飛ぶ奴もいるってことだ」

「──その話、本当か？」

　そこに。

　横から割って入ったのはクラウスだった。

　自分の席から立ち上がり、語る男たちをにらみつけるように見下ろして。

　まなざしの鋭するどさと口ぶりに、おやじたちは沈ちん黙もくし──

「あ、いや──」

　クラウスは表情をやわらげると、

「オレみたいな傭兵しごとをやっていると、いつ淵より来るものあいつらと戦わなくちゃあならなくなるか、わからないからな。

　ヤバそうな相手がいる、ってのは聞き逃のがせないんだ。

　その話、もうちょっと詳くわしく聞かせてくれよ。

　──酒の一いつ杯ぱいくらいは奢おごるからよ」

　中年男たちは一いつ瞬しゆん顔を見合わせると、納得した様子で、おごりの一杯を追加注文したのだった。



「行くのか」

　ルグナードがクラウスにそう問いかけたのは、夕食を終えて部屋に戻もどった、すぐそのあとのことだった。

「行くって？」

　ベッドに腰こしかけ、伸のびをしながら聞き返すクラウスに、しかしルグナードは答えない。

　クラウスはしばし無言で、手足の柔じゆう軟なんらしき運動をやっていたが、やがて短く息を吐はき出すと、

「……って、さすがにルグナードは気づくか……」

　小さく苦笑する。

　夕食時のテーブルにはルグナードもいた。

　当然、クラウスが中年男たちから、鎧姿の淵アよビりス来フるオもーのムの話を聞いていたのはわかっている。

　──あまりたいした話は出てこなかったが──

　そしてまた。

　ルグナードは知っている。

　かつてクラウスと幾いく度どか相まみえた鎧姿の淵アよビりス来フるオもーのムが、『リオネル』を──ずっと昔、村ごと淵海孔アビスゲートにのまれて消えた、クラウスの弟を名乗ったと。

　悩なやみ苦しんだ末、そのことをルグナードにだけうち明けた時、クラウスはルグナードに宣言している。

　次にあいつに会ったら斬きる──と。

　噂をどの程度信じていいのかはわからない。

　同じ流れで聞いた巨人の話など、いくらなんでもデマが過ぎたものだったし。

　パンチで大地が裂さけるとか。いくらなんでもそれはない。本当にいたら、とっくにコモリオム軍は壊かい滅めつしている。

　しかし『リオネル』らしき相手がいると小耳に挟はさんだ以上、無視するわけにはいかなかった。

　噂の真しん偽ぎを確かめる。

　そして、本当だったなら──

『リオネル』と決け着りをつける。

　いや、つけなければならない。

　こっそりと出かけるつもりだったのだが、ルグナードに気づかれずに、というのには無理があったようである。

　気づかれれば止められるのは当たり前。

　今のクラウスは、ターシュ侯に雇われて、待機を命令されている身なのだ。

　勝手に飛び出して私し闘とうをするのが命令違い反はんになることくらい、無論クラウスにもわかっている。

　わかってはいるが──

「噂は噂だ」

　ルグナードが言う。

「何かの誤解か単なるデマで、行ってみたら相手はいなかった、ということもままある」

「わかってるよ」

「見つからなければどうする気だった？

　いないのか、単に見つけられないだけなのか判断つかんだろう」

「向こうに着いてから一日探して見つからなければあきらめるつもりだ」

　視線を合わせないまま言うクラウスに、ルグナードの方も振ふり向きもせず、

「なら良い」

「──いいのかよ？」

　意外な答えに思わずルグナードを見やる。

　自分よりも齢よわいを重ねたぶんだけ修しゆ羅ら場ばをくぐっているはずの叔お父じは、ベッドに腰を下ろすと、遠い日々を思い出すようなまなざしで、

「傭兵こういうしごとをやっていると、たとえ契けい約やくや命令に反するとしても、どうしても避さけられぬ戦い、乗のり越こえなければならない何かというのに出くわすものだ。

　俺にもあったぞ。そういうことが。一度や二度ではなく、な。

　お前にとっての『リオネル』が、それなのだろう？」

「──ああ──」

　叔父の横顔を眺ながめて、クラウスはきっぱりとうなずいた。

「決け着りをつけないと、たぶん、オレはずっと抱かかえることになる。

　きっとそこから進めない。

　だから。

　行く」

　ルグナードはふり向くと、口くちの端はに小さな笑みを浮うかべ、

「なら話は簡単だ。

　死んでもいいつもりなら殴なぐってでも止める。そういう奴はまず、生きて帰って来られないからな。

　だが。

　前に進むため、生きて帰ると約束して行くのなら、俺は止めん」

　むろん、二人にもわかっている。必ず生きて帰ってくると約束したところで、果たされぬことも多々あると。

　それでもなお──

「約束だ」



    

  
    
      　クラウスはうなずくと、ベッドから立ち上がる。

「生きて帰ってくる。絶対に、だ」

　ルグナードは小さく微笑ほほえむと、

「──行って来い。

　エイミイとアリサには、俺の方から適当に説明しておく」

　言って自分の懐ふところを探ると、硬こう貨かの入った小こ袋ぶくろをクラウスに投げ渡わたし、

「貸しだ。使え。

　帰って来たら死ぬほど働いて返せよ」

「おう。──行ってくる」

　クラウスは、不敵な笑みを浮かべると踏ふみ出した。

　異形たちの蠢うごめく場所を目指して。



　届いた書状は、コモリオムの王城に波は紋もんを生んだ。

　王城──といっても、簒さん奪だつ者の弟、カルドラスが乗っ取った古い城ではない。

　兄たる正統王ルネスティ＝リド＝リオム。その勅ちよく命めいにより遷せん都とされた、新しい王城の執しつ務む室でのことである。

　──もっとも、こちらの正統王との呼び名も自じ称しようではあったが。

　妾しよう腹ふくと揶や揄ゆする声はあるが、母は立派な貴族の出で、公的な側室の身分だった。

　そしてルネスティは長男。

　なら自分が跡あとを継つぐのが妥だ当とうだとは思うのだが──弟はそうは考えなかったらしい。

「……どうなさいます、王よ」

「む……」

　宰さい相しようの問いかけに、ルネスティは、もともと眉み間けんに刻まれていたシワをさらに深くして口ごもる。

　そうなると、余計悪人顔に見えることは自覚してはいるのだが。

　彼は容姿でずいぶん損をしていた。

　眉まゆが薄うすく目つきが悪く、細ほそ面おもてなせいで酷こく薄はくな人間に見える。

　実際にはやや心配性なくらい慎しん重ちようで、大それた野望もないのだが──外見と、慎重ゆえの言葉選びのせいで、内心で何かをたくらんでいるのでは、と誤解をされることも少なくない。

　もし外見がこうでなければ、自分について来る臣下はもっと多かっただろう。

　弟との関係も、少しは違ちがうものになっていたかもしれないが──それを今さら嘆なげいたところで仕方ない。

　一時は争いを避けるため、王位を弟に譲ゆずることさえ考えたのだが、その場合、弟とその取り巻きたちが、自分と自分について来てくれた臣下たちをほうってはおかないだろう。

　そう考えて、結局は国を割ることになってしまったのだが──

　頭の痛いことはいくらでもあるが、今日になってさらに頭痛のタネが一つ。

　届いた書状は、隣りん国ごくシャロームの王からのものだった。

　曰いわく。

　過日、コモリオムの兵団が我がシャロームの国境を侵しん犯ぱんした。

　軍の指揮官からは、それがコモリオム王カルドラスの命令によるものと、書状で確認を取っている。

　この行動はコモリオムの国家としての行動なのか否かを確かめたい。

　国家としての行動なら、貴国より我が国への侵しん略りやく行こう為いであり宣戦布告とみなす。

　否ならばその証あかしとして、王を僭せん称しようする不届者を早急に討とう伐ばつされたし。

　戦力的に見て即そく時じの対応が不可能な場合、その旨むね連れん絡らくあり次第、当方には貴国と共同戦線を張り、僭王を討伐する用意あり。

　返事無き場合、我が国への敵対行こう為いとみなす。

　早さつ急きゆうに誠意ある返答を求む。

　──とのこと。

　つまりは。

　ケンカを売っているのか？　ならば買って叩たたきつぶす。

　違うのなら証しよう拠ことしてカルドラスを潰つぶせ。無理なら手を貸してやる。

　そう言っているのである。

　シャローム国内に現れた異形の山と化け物たちについての、一連の事情はルネスティも知っている。

　気の短い弟のことだ。軍の派は遣けんを命じた時に、いきおいで国境越ごえを許可してしまったのだろう。

　それがこういう事態を招くかも知れぬと考えもせず。

　ルネスティは思い悩なやむ。どの道が一番の得策なのかと。

　──シャロームとの全面戦争。

　これは無い。

　仮に何かの奇き跡せきが起きて、たった今から、弟と手を取り合って戦うことができたとしても、内乱で疲ひ弊へいした今のコモリオムに、シャロームに勝つ力は無い。

　返事無き場合は敵対行為とみなす、とある以上、書状を無視すれば、やはり最悪全面戦争である。

　──ルネスティ麾き下かの軍だけで、カルドラスの軍を早急に壊滅する。

　これも無い。

　そんなことができるのなら、とっくの昔に内乱など終わらせている。

　ならば残るは、シャロームの手を借りて、共にカルドラスを討つか、時を稼かせぐため、早急にこちらでなんとかする、と、できもしない約束をするか。

　前者の場合、ほぼ確実にカルドラスを倒たおすことはできようが、シャロームは協力の代だい償しようとして、当然何かを求めてくるだろう。

　おそらくは、領土の一部を。

　後者の場合、シャローム王の気き質しつを読み違えれば全面戦争になりかねない上、時間をかせいでどうにかなるという保証は無い。

　どう転んでも、コモリオムという国にとっては損ばかり。

「……カルドラスの馬ば鹿かが……ここに来てまた面めん倒どう事を……」

　他ほかに何か良い方法は無いものか。

　ルネスティはひたすら唸うなり続ける──



　空が、重い。

　あおぎ見れば、頭上を覆おおう木々の葉の間から見える空には厚い雲がかかっていた。

　深く薄うす暗ぐらい森の中を、クラウスは一人、進んでいた。

　ルグナードたちのもとを飛び出して、異形の山を目指して数日。

　最初は、ある程度近づいて遠巻きに眺めれば、全体の様子がわかるのではないかと思っていた。

　だが、それが甘あまい考えだとわかるのに、さして時間はかからなかった。

　すぐにクラウスの行く手は阻はばまれた。

　外でもない、シャローム軍が展開した防衛線によって。

　異形の山から淵アよビりス来フるオもーのムが来るのを防ぐために張はり巡めぐらされた線ラインは、同時に、山に近づこうとする者を阻むものともなる。

　事情があるので通してくれ──などと言っても無理だろうし、軍とことを構えて強きよう行こう突とつ破ぱするわけにもいかない。

　結局は、防衛線を大きく回り込み、兵士たちの監かん視しが薄い部分を見つけ、木立にまぎれてなんとかすり抜ぬけたのだ。

　そのまま右も左もわからぬ森の中を突つき進んだのだが、迷う心配だけはなかった。

　木にでもよじ登って見み渡わたせば、異形の山は嫌いやでも目につく。そちらに向かって行けばいいのだから。

　──森の先からその音が聞こえてきたのは、しばらく前からだった。

　鬨ときの声こえ。剣けん戟げきの響ひびき。

　戦っているのだ。コモリオム軍と淵アよビりス来フるオもーのムたちが。

　やがて行くうち、木々がまばらになり、途と切ぎれ──

　戦場が、そこにあった。

　クラウスのいる場所からはまだ遠いが、大まかな流れは見て取れた。

　コモリオム軍の隊列が、異形の山に迫せまろうとしている。

　工兵たちを連れてきているのだろう。あたりの木を切って作った破城槌ラムや投石機カタパルトらしきものもちらほらと見える。

　その軍団の数に比べれば、山のそばに集まった、淵アよビりス来フるオもーのムたちの数はあまりにも少なく、今にも踏ふみつぶされそうに見える。

　だが戦せん況きようは、見た目通りではないはずだった。

　でなければ、とっくに決着がついている。

　──戦いに巻き込まれるのはまっぴらだが、こう遠目では、『リオネル』がいるかどうかもわからない。

　クラウスは木の陰かげを渡り歩くように、戦場に向かって近づいてゆく。



　軍ぐん靴かが泥どろをはね上げる。

　もともとは荒あれ地ちと草地だった戦場は、異形の山が噴ふき出す水でぬかるみとなり、草の根も塩水で腐くされ枯かれ果てた。

　──デュッセルト将軍は焦あせっていた。

　時間がかかりすぎている。

　出しゆつ撃げき前の話だと、侵しん略りやくしてきた化け物どもの一団は出会うと同時に踏み潰し、そのままのいきおいで、化け物どもの巣になっている山も、さしたる時間をかけずにたたき壊こわせるようなイメージがあった。

　ところが、フタを開けてみれば。

　最初から、淵海孔アビスゲートの出現という『不幸な事故』によって出で端ばなをくじかれ、そこからケチがつきはじめた。

　意外にも本国からは気前よく、補給の食しよく糧りようや物資と、少数ではあるが騎き兵へいも届き、デュッセルトは正式に将軍として任命された。

　おそらく、緒戦でくじけたのを知ったカルドラス王がムキになったのだろう。

　それはいいのだが──

　だからといって、一気に化け物どもを殲せん滅めつできるわけではなかった。

　最大の理由は、普ふ通つうの戦いと勝手が違いすぎることだった。

　普通の攻こう城じよう戦せんなら、門や壁かべを壊すなり乗のり越こえるなりして内部に入り、城門を開放してやればいい。

　しかし異形の山の場合、殻からを破って内部に突とつ入にゆう、というわけにはいかなかった。

　なにしろ中には海の水が詰つまっているのだから。

　それに気づいた時点で、工兵たちに作らせた破城槌ラムはほぼ役立たずになった。

　投石機カタパルトの方は、味方を越えて石を投じ、敵の部隊を潰す役には立つが、敵味方が近ければ当然使えない。

　山を投石で破壊するには、後ろからでは威い力りよくが足りない。むろん車輪つきの投石機カタパルトでは、荒れたこの地を進めない。

　──言うまでもなく。

　神シ呪ン使ガいーたちも同行してはいるが、異形の山を吹ふっ飛とばすような術が使える者はいない。そんな化け物を抱かかえていたら、内乱など起こらなかっただろう。

　随ずい行こうの術者たちは、防ぼう御ぎよの術に特化した者たちばかり。

　結局は、もっと前に陣じんを張り、投石機カタパルトを設置してやるしかないのだが──

　それにはまず、地上にいる異形の部隊を完全に崩くずす必要があった。

　しかしその敵には魚人タイプだけでなく、時々おかしなものが混じっている。

　どう攻せめて来るかが、やられるまで読めない。

　その結果。

　戦いは今も続いていた。

　間断無い風切り音は、双そう方ほうの陣営を、放たれた矢が行き交う音。

　コモリオム軍の歩兵が構えた大おお盾だてのすき間から、弓兵たちが矢を放つ。

　山のふもとの淵アよビりス来フるオもーのムたちの一団が、巨きよ蟹かいの殻で矢を防ぎ、山の中腹にある足場に陣取る別の一団は、海の水を纏まとう矢を、眼下の人間たちに向かって解き放つ。

　同時に、山の頂に咲さいた極ごく彩さい色しきの花弁が、深しん淵えんから汲くみ上げた海の水を吹き散らし呪のろいの雨と化し、人間たちに苦痛をもたらす。

　コモリオム軍の面々は、大盾で頭上を覆ってしのごうとするが、伝いしたたり落ちてくる海水までを完全に遮しや断だんすることはできず、あちこちで、深淵の水に肌はだを焼かれた兵たちの呻うめきが上がった。

　──せっかく送られてきた騎馬も、この水のせいで役立たず。

　足場の問題もあるが、降り来る海の水は軍馬をパニックに陥おちいらせたのだ。

　人間は、歯を食いしばって痛みに耐たえることもできるが、乗っている馬が嫌がり暴れるのではどうしようもない。

　ぬかるみを作った海水は、土と混じって大地に浄じよう化かされるのか、足を濡ぬらしても痛みを与あたえなくなる。それがせめてもの救いと言えなくもないが──

　最前列の兵士たちの一角が悲鳴と共に崩れた。

　──何が起きた!?──

　誰だれかの大声での問いかけに、別の誰かの悲鳴に近い声が答えた。

　──ぬかるみの中に何かがいます！──

　泥の海は、場所によって深さが違ちがう。土の質や草の有無による差だろうが、深い所では膝ひざの上まで沈しずみ込む。

　その泥どろ海うみの中を、巨大な蛇へびのような淵アよビりス来フるオもーのムが這はい潜もぐり、いつの間にか近づいて来て、背に生えた棘とげで鎧のすき間を狙い、兵たちの足を貫つらぬいたのだ。

　致ち命めい傷しようにはならないものの、足をやられた兵に先陣は務まらない。

　次々と仲間が脱だつ落らくしてゆく様は、当然兵たちの動どう揺ようも生む。

　泥でい濘ねいに潜ひそむ敵の姿を探して兵たちはあたりを見回し、ぬかるみにわずかな動きを見つけては、即そく座ざに、手て頃ごろな武器──剣や短たん槍そうを突き立てる。

　しかしそれらはことごとく泥に沈むばかり。

　兵たちの注意が足下に向き、放つ矢の密度が薄うすまったその時に。

　対たい峙じした淵アよビりス来フるオもーのムたちの一団が巨きよ蟹かいの盾をかざしつつ突出し、コモリオム軍の前衛に突っ込んだ！

　コモリオムの兵たち数人が、大盾とともに吹っ飛び、宙に舞まう。

　敵の魚人にそれほどの力パワーは無い。接せつ触しよくの直前、盾をかざした魚人の集団が割れると、奥おくにまぎれていた巨大な蟹かにの異形が躍おどり出でたのだ。

　巨きよ蟹かいはその両の鋏はさみを使い、比ひ喩ゆではなく言葉の通り、手近な人間をちぎっては投げちぎっては投げをくり返す。

　あわてた兵たちがショート・ソードを抜き放ち、蟹の異形に斬きりつけるが、その場しのぎの斬ざん撃げきでは、厚い甲こう殻かくではじき流される。

　コモリオムの前線の一部が崩れたそこに、随行する魚人の群れが突入し、弓兵を狙ねらって得物をくり出す。

　そんな中、泥に潜んだ姿の見えぬ異形が、兵たちの足に針を突き立ててゆく。まるっきりいやがらせのようなこれが、蟹と魚人に注意を向けた兵たちに対しては、地味に効果を上げていた。

　むろん兵たちも反撃はする。数の差は圧あつ倒とう的てきなのだ。四方からくり出される刃やいばは、魚人を一人、また一人と屠ほふってゆく。

　前衛にやっと追いついた重装歩兵の大剣が、蟹の足の一本を砕くだき切り、蟹はあわてて退たい避ひに移る。

　重装歩兵の速度では、とうてい追撃はかなわない。

　迂う闊かつな重装歩兵の一人が、鎧よろいの防御を過信して、泥でい中ちゆうに潜む異形を叩たたき切ろうと深いぬかるみに踏み入って──

　足をからみ倒たおされ、泥中に沈む。

　重い全身鎧を纏う身では、身を起こすのが先か、泥に溺おぼれて死ぬのが先か。

　人の悲鳴異形の悲鳴鬨の声、剣と盾と鎧とのぶつかり、泥のしぶき。

　さまざまな音が混じり合うそれは、戦いが奏でる交響曲シンフオニー──などと表現できるほど上等なものではなく、生と死が交こう錯さくする、泥どろ臭くさいただの雑音。

　人の血も異形の血も、流れてしまえば同じ赤。潮と血のにおいとが混じり合い、かつては草木のかおりに満ちていた風のにおいを塗ぬり替かえてゆく──



　自分でも理由はよくわからぬまま。

　クラウスは足を止めていた。

　周囲を見回し、耳を澄すませる。

　何かが意識にひっかかった。

　あたりは薄暗い森の木々。本来満ちているはずの緑のかおりは、異形の山が近いせいか、潮のにおいにかき消されている。

　絶え間なく続く戦いの音。それにおびえてか、鳥の声は聞こえずに、ただ吹く風が草葉をざわつかせている。

　これまでと変化があったようには思えないが。

　──気のせいか──？

　いつの間にか止めていた息を吐はき出して──

　その時──

　聞こえた。

　風の葉は擦ずれとはわずかに異なる草鳴りが。

　規則正しいそれは、誰かが下生えを踏ふむ足音。

　あわてて手近な木こ陰かげに身を隠かくす。

　足音は、こちらに近づきつつあった。

　何者かはわからないが、こんな場所で素す敵てきな出会いが待っているとは思えない。

　おそらくは、コモリオム軍か淵アよビりス来フるオもーのムの斥せつ候こうだろう。気づかれていなければいいのだが──

　足音が、ひたりっ、と止まった。

　そして。

『──ヤア──』

　聞こえた声には憶おぼえがあった。

　息をのみ、身をこわばらせる。

　かまわず声は先を続けた。

『コンナ所デ会ウトハ思ッテナカッタヨ。兄サ──

　ア、ソウ呼バレルノハ嫌いやダッタッケ』

　胸の鼓こ動どうを鎮しずめつつ、クラウスはゆっくりと木陰から踏み出した。

　薄暗い森の中。

　やや距きよ離りを置いて佇たたずむのは、青黒い鎧姿の異形が一つ。

『ケド……ナラ、ドウ呼ンダライイノカ──正直、困ルンダケド』

　──『リオネル』──

　思わず口にしかけたその名前は、しかしクラウスの喉のどもとで詰まって、出てこない。

　ふっ、と小さく息を吐き、そのつかえを消してから、

「……なんでこんな所にいる……？」

『コッチノセリフダヨ。ソレハ』

「噂うわさで聞いてな。お前を探しに来た」

『リオネル』はしばし黙だまってから、

『少シ離はなレタ所ニ行コウ。誰カニ見ツカルト、メンドウナコトニナルカラ』

　言うとくるりときびすを返し、肩かた越ごしにクラウスをふり返る。

「──わかった──」

　クラウスが答えて小さくうなずくと、『リオネル』はそのまま歩き出した。

　その背に従い、歩みを進める。

　下生えを踏み行く二つの足音は、戦場から離れるように、森の奥おくへと向かっていた。

　──風が出てきた。

　木の葉がざわつき、梢こずえに裂さかれた大気が、女の悲鳴にも似た風鳴りを響ひびかせる。

「どこまで行く？」

『ジャマガ入ラナイ所』

「──そうか」

　途と中ちゆうで短く言葉を交わしただけで、二人はそのまま進んで行く。

　やがて。

『リオネル』が足を止めてふり向いたのは、森が少し開け、人の背より少し高いガケが壁かべになっている場所だった。

『コノアタリデイイカナ？』

　風吹ふく暗い空の下、人と異形、二人の兄弟は対峙した──



　窓一つない小さな部屋で、男は嗚お咽えつする。

「……まさか……」

　ランプの明かりが震ふるえる肩を照らし出す。

　身に纏うのは影かげのごときマントとフード。しかしそこから見える手の皺しわが、はりのないかすれた声が、男がかなりの高こう齢れいであると示していた。

　アズマイール＝イスマイト。

　深術士ダイバー、と呼ばれてはいるが、自身は研究者のつもりでいた。

　その彼が今。

　もたらされた報告に、悲ひ嘆たんの声を漏もらしている。

「そんな……テーニアが……」

　目前のテーブルにひろげられた羊皮紙には、同行の護衛たちが死体で発見され、テーニア自身は何者かに拉ら致ちされたらしい、との旨むねが記してある。

　しばしの嗚咽がさらに続き──

「──そう嘆なげくこともあるまい」

　いささかうんざりとした声は、テーブルの向かいからした。

　この報告書を持って来た、がっしりとした体格の中年男である。

　意志の強そうな太い眉まゆを、面めん倒どうくさそうに歪ゆがめ、

「実の娘むすめでもあるまいに。ただの実験体だろう？」

「何をおっしゃる!?」

　イスマイトは激げつ昂こうして立ち上がり、むせびつつ声をはり上げた。

「ただの実験体などと……！

　何もわかっておられん……！

　あれが……テーニアが、どれほど貴重な実験体か……！

　子供の頃ころから手塩にかけて体を慣らしてゆき、それでも、無事に育つのは百人に一人いるかいないか……！

　細心の注意と時間をかけてようやく育て上げた、そういう意味では、私にとっては実の娘以上っ……！

　それを失った悲しみたるやっ……！」

　まくし立てられた男はあわてて──いささかうんざりしながらも、

「──ああ、わかった。気を悪くするな。許せ。

　しかし、だ。

　施し設せつでは次の『娘』たちも育ちつつあるのだろう？

　お前が悲嘆に暮れていては、次の『娘』たちの成育にも悪い影えい響きようが出ることもあるかもしれぬだろう。

　だから、気を取り直せ」

「しかしっ……！

　…………いえ……その通り……かもしれませんな……」

　イスマイトはしばし肩を震わせていたが、やがて声を落ち着かせ、

「……それで……我々の邪じや魔まをしている連中の目星は……」

「調べさせてはいるのだが──

　現時点では、こちらもあからさまに探りを入れるわけにもいかぬからな。

　相手の規模からして、貴族なり財産家なりが後ろにいるのは確実だろうが。

　──しかし、テーニアが相手の手に落ちたとなると、こちらの素す性じようは知られたと考えるのが妥だ当とう。

　そろそろ本格的に動こうかと考えておる」

「──いくらなんでも早すぎませぬか？

『娘』たちの育成には時間が必要。まだいささか数が足りぬかと思うのですが」

　イスマイトの問いに、男は思案顔で、たくわえたヒゲをさすりつつ、

「確かにそうなのだがな。

　テーニアからこちらの素性を知られ、先手を取られるよりは良い。

　これまで以上に力を借りることになるが、頼たのめるな」

「無論。

　──ただ、『娘』たちはくれぐれも使い捨てにはできぬものとだけお心に留め置いていただく必要はあるかと」

「心得た。

　何かがあれば連れん絡らくをする。

　その時は──頼んだぞ」

　言い置くと、男は席を立ち、部屋をあとにした。

　覇は業ぎようの次の一歩を踏み出すために。



　騒さわぎは後方から上がった。

　異形の山を前にして、ぶつかるコモリオム軍と淵アよビりス来フるオもーのム。

　そのコモリオム軍の後ろから、淵アよビりス来フるオもーのムの別働隊が襲おそいかかったのだ。

　森を通ってまわり込んだ一団だが──むろんコモリオム軍とて、奇き襲しゆうくらいは予想していた。

　ゆえにこそ、森の中には偵てい察さつの兵たちを放ち、敵に動きがあったなら、即そく座ざに報しらせがあるようにしておいた──はずだった。

　だが、偵察兵たちからの報せはなかった。

　不意を突つかれた形になったコモリオム軍が混乱する。

　デュッセルト将軍も──いや、誰だれも予想はしていなかった。

『リオネル』をはじめとする、ほんの数体の淵アよビりス来フるオもーのムが、森にいた偵察兵たちを、報せの声を上げるいとますら与あたえず、ことごとくうち倒たおし、別働隊がまわり込むルートを確保してのけるなどとは。

　──『リオネル』がその任のさなか、クラウスを見つけだしたのは、単なる偶ぐう然ぜんか、それとも運命の必然か。

　後ろに現れた異形たちを足してなお、コモリオム軍の方が倍以上の数の優位はあるが、動どう揺ように、陣じん形けいは崩くずれつつあった──



「ケリを、つけよう」

　剣けんを抜ぬき放はなつクラウスに、しかし『リオネル』は、小さく左右に首を振ふる。

『……嫌ダヨ』

「抜け」

『嫌ダ』

「──ならなんで、オレをこんな所にまで連れてきた!?」

　クラウスは声をはり上げた。

　かつて。

　海にのまれたはずの弟を名乗る『リオネル』が現れて。人は海に浸つかると異形に変化すると聞かされて。海に来いと招かれて。

　混乱し、苦く悩のうして。

　胸の奥にたまった澱おり、自分でも何と呼んでいいのかわからぬその感情を消し去るためにはどうすればいいのか、考えて、考えて。

　出した結論が、『リオネル』を倒す、というものだった。

　自分の抱いだくこの感情が何なのかがわからない。

　しかし。

　出会えば、その気持ちが何なのかもはっきりするだろう。

　刃やいばを交えれば、勝つにしても負けるにしても、胸の澱は消えて無くなるはず。

　そう考えた。

　なのに。

　こうして『リオネル』と対たい峙じして──

　いまだにクラウスは、自分の胸の裡うちに渦うず巻まくこの感情が何なのか、理解できずにいた。

　同時に疑念も湧わいて来る。

　ここで『リオネル』とのケリをつけたとして。

　本当にそれで、胸のつかえは消えるのか、と。

　だが。

　今さらあとに引けるわけもない。

「ここまで案内したのは、オレと戦うためだろう!?」

　怒いかりを装い、声をはり上げて自分を鼓こ舞ぶする。

『……違ちがウヨ』

「なら、なぜだ!?」

　問いかけに、しかし『リオネル』は答えない。

「答えろ！」

　相手の無言に、クラウスはいらつき、声を荒あららげる。

　理由がわからないから──ではない。その逆。

　──『リオネル』が自分をここまで連れてきた理由は想像できた。だがそれはあまりにも、クラウスにとっては受け入れがたいものだったから。

　しばし続いた沈ちん黙もくのあと、先にクラウスが短く息を吐はき、

「──なら、シンプルにいこう。

　オレは人間で、お前は淵アよビりス来フるオもーのムだ。

　こっちは善神オーランの側で、そっちは名を封ふうじられた邪じや神しんについた。

　戦う理由はそれで充じゆう分ぶんだろ」

『……神サマナンテ知ラナイヨ……』

　視線をそらせて吐き捨てる『リオネル』の姿が、なぜだか妙みように小さく見えた。

「じゃあなんで、頼みもしないのに地う上えに出てきて、人間おれたちを殺したり海の中に引きずり込んだりする!?

　あっちで変な山を出して、どこかの軍隊と戦ってるのは何だ!?」

『……ソレハ……』

「わざわざ出てきて人間にケンカを売る！　けど戦う必要が無いだの戦いたくない、なんて寝ね言ごとが通じると思うなよ！

　戦え！　オレと！」

『嫌いやダ！』

　クラウスの叫さけびに、『リオネル』もまた叫びで返す。

『確カニボクハ、モウ人間ジャナイ！

　考エ方モ感ジ方モ、人間ダッタ頃ころトハ変ワッテル！

　兄サンノ前デ人間ヲ殺シタコトモアル！

　デモ！

　ソレデモボクハ、リオネル＝ハーストン、ナンダヨ！

　兄サンヲ殺シタクナイシ、兄サンニ殺サレタクモナイ！」

「──何なんだよっ!?　それはっ！」

　クラウスは吠ほえる。

「ふざけるなよ！　化け物になっちまったんだろ!?　なら化け物らしくしろよ！

　兄弟みたいなツラをするな！

　お前が嫌かどうかなんて知るか！

　オレがお前と戦いたいんだ！

　ケリをつけなきゃあ、もう、前に進めねえんだよ！」

　一気に吐き出す。

　吹ふく風が強さを増して、木の葉がさらわれ宙をよぎる。

　──この時点で──

　クラウスにはわかっていた。うすうすではあるが、全部。

　だが。

　そんなことは認められない。認めたくない。だから、必死で自分をごまかして、気づいていないふりをして。

　長いような短いような沈黙のあと。

『……ワカッタ……』

　ゆっくりと──

『リオネル』は剣を抜き放つ。

『兄サンガ、ソウ望ムナラ……』

　クラウスは、ゆらりっ、と剣を構え、

「本気で来いよ」

『ワカッテル』

　二人の間に流れる空気がはりつめる。

　先に地を蹴けったのはどちらだったか。

　二つの影かげが交こう錯さくした。

　横よこ薙なぎ、返し、突き、流し、返し、薙ぎ。

　刹せつ那なに交わされた刃やいばの閃ひらめきは幾いく度どになるか。

　数合の後、二人は離はなれ、再び対峙する。

「──やるじゃねえか」

『ソッチモ、ネ』

　構えた刃の向こうに相手を見み据すえ、余よ裕ゆうを装い軽口を叩たたけば、相手も同じように軽口を返してくる。

　兜かぶとにしか見えぬその顔からは何の表情も読み取れないが──少なくとも、今のが全力のはずはない。

　間を置かず、クラウスは地を蹴り、間合いを詰つめる。

　──実のところ。

　クラウスは、自分の不利を悟さとっていた。

　双そう方ほう、スピードを身上とする戦せん闘とうスタイル。剣の重さとパワーとで強引に粉ふん砕さいするタイプではない。

　今の手合わせで速さは五分。

　クラウスとて全力ではなかったが、以ま前えにクラウスが見た『リオネル』の動きは今より速く、なおかつその時『リオネル』は、遅くなっている、と言ったのだ。

　本気ならば、どれほどになるのか。それが単純に移動速度のことだけなのか、それとも剣速を含ふくめてのことなのか。

　そしてさらに問題なのは、『リオネル』の鎧よろいのように見える表皮。

　どれほどの硬かたさがあるのかはわからないが、速度と切れ味はあるものの、破パ砕ワ力ーは並の自分クラウスの剣で断ち切れるかどうか。

　斬きれぬなら、関節部──鎧の隙すき間まを狙ねらうしかないが、そんな真ま似ねができるのは、こちらの速度と技術が相手を大きく上回っている時のみ。

　勝利の一手は今のところ見えないが、ならば、戦いの中で見いだせば済むだけの話！

　一気に距きよ離りを詰めてから、間合いに入る直前、横に跳とぶ。

　同時に──いや、正確に言うなら跳ぶ直前と跳んだ直後の二度、クラウスは、鎧に隠かくし仕込んでおいた小さな金属片を抜き取り、投げ放つ！

　投げナイフにすら満たない小さな刃は物もの。真ん中に小さな穴が開いており、そこに布を細く裂さいたものをゆわえつけてある。

　刃礫ビツトと呼ばれるその武器は、殺傷能力は無いに等しいが、牽けん制せいには充分。

　こんな貧相な刃物を投げられたら、相手はまず、毒付きを考えるだろう。むろん大事な隠し武器に、そんなものを塗ぬったりはしていないが。

『──ッ！』

　案の定『リオネル』は最初の一投から身をかわし、続く一投もさらに無理矢理体をねじってかわす。



    

  
    
      　体勢が完全に崩くずれたそこにクラウスが突つっ込こみ、膝ひざを狙って剣をくり出す！

　──!?

　だがしかし。

　動どう揺ように眉まゆを動かしたのはクラウスだった。

　かわされれば突きから薙ぎに移るだけ。それもかわすには倒たおれ込むしかない。そういう組み立てで仕し掛かけた攻こう撃げきである。

　ところが。

『リオネル』はありえない動きで体を傾かたむけ、剣の間合いからあっさり身を引き、体勢を立て直す。

　──ありえない動き──

　それは、人間には無理、という意味ではない。

　人ならざる者とて不可能なはずの、重心を完全に無視したものだった。

『──今ノハ──』

　そこからリオネルは地を蹴り、クラウスへと向かう。

『チョットビックリシタヨ！』

　ケタ外れの速さでの切り返しと反撃。それをクラウスはかろうじて剣けんで受け流し、斬り結ぶ。

「びっくりはこっちだ！」

　吠えつつ折を見て次の刃礫ビツトを放ち、『リオネル』の動きを牽制。圧おされるふうにじりじりと退さがりつつ、剣けん戟げきの攻防に蹴りを混ぜ込む。

　足を振ふり上げた刹那、靴くつ底ぞこに仕込んでおいた小さな刃物が爪つま先さきから姿を現す。その切っ先がリオネルに届いた瞬しゆん間かん──

　爪先が流れた。

　──何だ!?

　このままでは体勢が崩れる。そう判断すると同時に、クラウスは蹴りの打点を爪先から靴底へと変え、反動を利用して退り、距離を取る。

　この時にも、蹴った靴底がわずかに動く。

『……イクツ武器ヲ持ッテルンダヨ……？』

　あきれたような『リオネル』の問いには無論答えず、

「そっちこそどうなってる。蹴りが流れたぞ」

　当然、『リオネル』が答えてくれるはずもない。

『オ互たがイ、マダマダ手ノ内ハ見セテナイミタイダネ』

「──だな！」

　クラウスは、自分から見て左右と正面、三つ同時に刃礫ビツトを放ち、左からまわり込むように間合いを詰める。

　至近距離とはいえ、同時に放たれた刃礫ビツトに充分なスピードは乗っていない。『リオネル』は、放たれた三つのうち、かわすまでもない左右二つは無視し、直撃コースの正面一つのみを剣ではじく。

「ちっ！」

　クラウスは舌打ちをすると斬り込むのをやめ、横に駆かけつつ刃礫ビツトを一つ投げ放つ。

　だがこれは『リオネル』がかわすまでもなく、左側の見当外れな虚こ空くうを貫つらぬく。

　手が滑すべった──わけではない。

　外れた刃礫ビツトが突とつ然ぜん軌き道どうを変えた。

『──!?』

『リオネル』が異変に気づいたその時には、刃礫ビツトは彼の体をまわり込み、まとわりついていた。

　──直前に放った三つのうち、右の一つに極細の糸が結わえられており、糸のもう一いつ端たんは、たった今放った一つに繋つながっていた。

　その糸が『リオネル』を支点として体に巻きついたのだ。

　むろん、軽く巻きついただけの細い糸。ほどくのはたやすいし、本気で力を入れればひきちぎることもできるだろう。

　だが何かのついでに引きちぎれるほどヤワでもない。ほどくにしろ引きちぎるにしろ、わずかな時間を必要とする。

　この状じよう況きようでは、そのわずかな時間が命取りとなる！

　クラウスはそのまま突っ込んで──

　そうはさせじと後ろ向きに駆ける『リオネル』。

　とはいえ後ろに駆ける速さが、前に向かって走る速さを上回るはずはない。ましてやその身にいらぬ糸ものを纏まとわりつかせているならなおさら。

　だというのに──

『リオネル』が後ろに駆ける速度は、クラウスのダッシュを上回った。

　のみならず、何かをしたとも見えぬのに、からんだ糸と刃礫ビツトとが上向きに流れて外れ落ちた。

「──!?」

　わけのわからない現象を目にして、思わず足を止めるクラウス。

　一体今、何が──？

　思う脳裏に閃いたのは、かつて戦った異形たちのこと。

　彼ら（？）はその表面に纏う海の水を武器として、あるいは盾たてとしてクッションとして利用し、人では真似のできぬ戦いをやってのけた。

　ならば。

「……そういうことかよ……」

　吐はき捨すてる声には怒いかりの色が濃こい。

「お前、自分のまわりの水を操って、スピードとパワーを生み出してる、ってわけだ」

　纏う水を操って、いわば外部の筋肉とすることで身体能力の底上げをしているのだ。

　むろんそれだけではない。

　さきほど見せた重心を無視した動きも、水を操って支えかなにかにしたのだろうし、からんだ糸をふりほどいたのも水を操ってのもののはず。

『ア。見み抜ぬカレチャッタンダ』

　イタズラを見つかった子供が驚おどろいたような口ぶりで『リオネル』はあっさりと認めた。

「──ふざけるな！」

『エ？　マサカ、ズルイ、ナンテ言ワナイヨネ？』

　声を荒あららげるクラウスに、『リオネル』はからかうように返す。

　が。

「逆だ！　本気で来いって言っただろうが！」

　クラウスは怒りで顔を朱しゆに染め、まくし立てる。

「お前、手加減してやがるだろ！

　前に見たお前はもっと速かっただろうが！　それでも本調子じゃない、みてえなことを言ってただろうが！

　水を操る芸もあるなら、もっとやりようがあったはず！

　最初はこっちの手の内を探るためかと思ってたが……

　そうじゃない……！

　お前は最初から、本気で戦う気なんて無くて、オレを適当にあしらって誤ご魔ま化かすつもりなんだろうが!?

　馬ば鹿かにすんな！」

　クラウスの激げつ昂こうにひるむ『リオネル』は、あわてた口ぶりで、

『違ちがウ……！　ボクハタダ、手ノ内ヲ見セタクナカッタカラ──』

「嘘うそつけ！

　その『手の内』を、避さけるのには使って攻撃には使ってない！

　オレを殺す気が無いってことだ！　お前が本気で攻撃に回ればオレを殺すのは簡単だって思ってるわけだ！」

　許せなかった。

　本気で戦わない『リオネル』が。

　本気を出させることができない自分の力不足が。

　命のやりとりをするつもりで来た。

　敗れて命を落としても後こう悔かいはしない──とまでは言わないが、それなりの覚かく悟ごもしてきたつもりだった。

　なのに。

　それを軽くあしらわれたのだ。

　しかし何より許せないのは──何より認められないのは──

「戦え！　本気でだ！　オレを殺してみせろ！」

　吠ほえ猛たける声に『リオネル』は凍こおり付く。

　ぽつり、と──

　クラウスの頬ほおに冷たい水が当たる。

　ぱらぱらと、あたりの草葉が音を立てる。

『……デキナイヨ……ボクニハ……』

　降り始めた雨の中、『リオネル』は構えを解いて力無くこぼす。

『知ラナイ相手ヲ斬きレ、ト言ワレレバ、ソウスル。

　ケド──兄サンヲ斬レ、ト言ワレレバ──ボクニハ──』

「オレは化け物と仲良くする気なんてねえ！　お前は前に会った時、海に来い、とかほざいてたが、化け物の仲間になる気はないっ！」

『……ワカッテル……』

「オレはっ……！　オレはお前を斬る気だぞっ！」

『ソレモ……ワカッテル』

　いきおいを増す雨の中、雨音を圧してクラウスが叫さけび、それに応こたえる『リオネル』の声は今にも消え入りそうで。

「お前が本気で来なくても、オレは──！」

『──モウ、行クヨ』

　突然、会話を断ち切るように宣言すると、『リオネル』は答えも待たずに剣をおさめ、きびすを返して駆けだした。

「──!?　待て！　逃にげるな！」

　あわてて剣をおさめ、クラウスはその背を追い、駆けた。

　しかし、森の木立を駆け抜ける『リオネル』の背は、みるみる小さくなってゆく。

　──追いつけない。

　身に纏う水を自在に操り、本気で疾しつ走そうするその速度は、到とう底てい人の身で追いつくものではなかった。

　木の葉の間から降り来る雨と暗い空。

　良いとは言えない視界の中──

　クラウスは、ほどなく『リオネル』の姿を見失った。

「──くそっ！　くそっ！　くそっ！」

　足を止めて毒づいてから──ふと気づく。

『リオネル』が駆けて行ったのが、異形の山のある方ではないことに。

　──なぜだ？

　激しさを増す雨の中、クラウスは足を止めて考える。

　雨は大地に染み込んで、土に混じった封ふう印いん樹じゆのかけら、魔力素マナチツプと反応・発光し、淡あわい光を生み出していた。

『リオネル』があらぬ方へと駆けていった理由──

　一いつ旦たん別の方に向かい、行き先を誤魔化すため、ではありえない。

　帰る場所は異形の山以外に無いのだから、その方法は全くの無意味。

　なら、なぜ──

　雨あま粒つぶをもたらす天を仰あおぐクラウスの脳裏に、ふと、ある考えが閃ひらめいた。



　まるで潮が引くように。

　異形の軍団は退たい却きやくを開始した。

　対するコモリオム軍の動きが止まる。

　コモリオム軍の陣じん形けいは、ほとんど崩くずされかかっていた。

　そんな時に相手が退却をはじめたのだ。

　──何かの罠わな。

　デュッセルト将軍は敵の動きをそう読んだ。

　この機に乗じて追つい撃げきをかければ、手痛い反撃が待っている、と。

　やがて異形どもはことごとく、山の中へと引き上げるが、それでも、激しい雨の中、コモリオム軍は動かずに、陣の立て直しにかかった。

　異形の山は脈打つように、花弁から水を噴ふき出し、己の身を浸ひたし続けていた──



　木々の間に連なるガケの一角に、黒い穴が口を開けていた。

　あたりから適当に掘ほり出した魔力素マナチツプ──雨に濡ぬれて光を放つそれを、クラウスはその洞どう窟くつの中にほうり込む。

「よう」

　何かの動物の巣だったのか。洞窟はやや下へと続き、奥おくはそれなりに広そうだった。

　今ほうり込んだ光が生み出す輪の中には、とりたてて何も見えないが──

　クラウスは入り口をくぐりつつ、光を放つ次の魔力素マナチツプを奥へと投げ入れながら、呼びかける。

「いるんだろ？　『リオネル』」

　洞窟の奥で影かげが動いた。

　わずかなためらいの気配の後に──

『……ナンデ──？』

　影は洞窟の奥からゆっくり歩み出て、光が届くその端はしで、『リオネル』の姿となって立ち止まる。

「ふぅん」

　クラウスは洞窟の中をざっと見回して、

「戦やり合うにはちょっと狭せまい気がするが、なんとかできないこともないか。

　さすがにちょっと暗いが──それはお互たがい様さまって奴やつだ」

『ナンデ、ボクガココニイル、ッテワカッタノ……!?』

「──聞いたんだよ」

　クラウスは素直に答える。手に持った残りの魔力素マナチツプを、そのあたりに適当にばら撒まきながら。

　焦あせる必要はなかった。『リオネル』はここから逃げられないのだから。

『……聞イタ……？』

「ああ。オレの知り合いから、な。

　お前ら淵アよビりス来フるオもーのムの弱点の一つに、真水、ってのがある、ってな。

　纏まとってる海の水が薄うすくなりすぎると、いろいろ不都合があるんだ、って。

　すぐ死ぬわけじゃないにしても、その状態が長時間続くとヤバいとか。

　──ま、そんな大量の水を人間がいちいち用意するのはまず無理だけどよ──」

　と、クラウスは左手の指で上を指し、

「雨、ってなると話は別だろ？」

　そう。

　天がもたらす無む尽じん蔵ぞうの真水は、深しん淵えんよりの使者たちにとっては、纏う海水のヴェールを希き釈しやくして、細さい胞ぼうをじわりじわりと破は壊かいする毒水となる。

　ここからは離はなれた戦場で、淵アよビりス来フるオもーのムが退却したのもそれゆえだった。

　人で言うなら、空気中に、即そく死しするほどではないが有害なガスがたまってゆくようなもの。その状態がしばらく続けば、まずまっ先に呼吸器系にダメージが来る。

　それまでの時間がどれくらいなのかはクラウスにはわからないが、悠ゆう長ちように構えていられないのは確かだろう。

「なら、お前はどこかで雨宿りをしているはずだ。

　そう考えてあたりを探して──ここを見つけた、ってだけの話だ。

　何が言いたいかってぇと──」

　クラウスは剣けんを抜ぬき放はなつ。

「お前は今、外には出られない。

　オレがここで戦いを挑いどめば、お前はオレを倒たおしてここで雨宿りをするしかない、ってことだ」

『…………』

　対する『リオネル』は、無言のままで剣を抜き──

　地を蹴ける！

　──速いっ！

　クラウスはとっさに横にまわり込み──

　そのそばを。

『リオネル』は一気に駆かけ抜けた。

　洞窟の中から、いまだ雨降りしきる外の世界へと。

「──!?」

　クラウスは一いつ瞬しゆん混乱し──あわててあとを追い、洞窟から飛び出す。

「リオネルゥゥゥゥゥゥゥゥッ！」

　叫びの声は降る雨の音にまぎれゆき、相手の耳に届いたかどうか。

　クラウスが出たその時には、水みず煙けむりにさえぎられ、蒼あお黒ぐろい鎧よろいの姿はもはやどこにも見えなかった。

「行くな！　戻もどって来い！　オレと戦え！　戻れリオネル！」

　わかっていた。

　ずっと前からクラウスにはわかっていた。

　ただ、それが認められなくて。許せなくて。

「死ぬ気か!?　戻れ！」

『リオネル』が──外でもない、本当のリオネルだということが。

　昔に別れた自分の弟だということが。

「戻れ！　戦え！　戦え戦え戦え戦え戦え戦え戦え戦えぇぇぇぇっ！」

　そして──こんな自分を案じてくれていることが。

　だから、海に誘さそった。

　だから、向こうから姿を見せて、森の端に連れてきた。

　コモリオム軍と淵アよビりス来フるオもーのムの戦いに巻き込まないために。

　クラウスの足から力が抜ける。

　自然とその場にひざをつく。

　見上げる先には暗い空。

「何なんだよお前は!?　化け物になったんじゃなかったのかよ!?

　なら化け物らしくしろよ！

　オレと戦うのはイヤだ、なんて人間みてぇなこと言うなよ！

　これじゃあ──！

　これじゃあどっちが人間でどっちが化け物かわからねえだろうが！」

　慟どう哭こくは雨にかき消され、リオネルのもとには届かない──



　足がふらつく。力が抜ける。体が熱くて仕方ない。

　──ちょっと無茶だったかな──

　今さら後こう悔かいしても仕方ないとはわかっていたが。

　まあいい。実の兄と殺し合いをするよりはマシだ。

　リオネルは、異形の山──彼らが珊さん瑚ご城と呼ぶ拠きよ点てんがあるとおぼしき方向に向かって足を運ぶ。

　だが足は、体は、どんどん重くなってゆき──

　気がつくと。

　地面の上に倒れていた。

　自分はいつ倒れたのか、リオネルは憶おぼえていなかった。

　──何やってるんだろう？　ボクは──

　身を起こそうとして──体が動かないことを知った。

　──あれ？　ひょっとして、これってヤバくない？

　わずかな焦りが胸中に湧わくが、

　──まあ──いいか──

　脱だつ力りよく感かんが、すぐにその気持ちをのみ尽つくす。

　大地が放つあえかな光が、リオネルの異形となった身を優しく包む。

　視界の中は、光る大地と佇たたずむ森。

　そういえば、子供の頃ころにも似た光景を見た。

　なんだかずいぶん懐なつかしい。

　訪れたまどろみが──

　リオネルを完全に包み込むより、少し早く。

　……りりりりりりちりりりりりりりり……

　何かの小さな音が聞こえた。

　これは──何の音だっただろう。たしかに聞き覚えがあるのだが──

　視界の中にぼんやりと、何かが映る。

　空中に浮ういた目玉焼きのような何か。そのまわりにだけ雨がよりつかず、はじかれていた。

　目玉焼きはゆっくりと、リオネルの方に近づいて来る。

　──やあリリト。わざわざ迎むかえに来てくれたんだ──

　口にしたつもりの言葉は声にはならなかった。

　リリトと呼ばれた異形は虚こ空くうで静止して──

　何をしたとも見えぬまま、リオネルの体が、ずるり、と引きずられた。



「良くない報しらせがあります」

「偶ぐう然ぜんだな。こちらもだ」

　部屋の中に、微び妙みように嫌いやな空気が流れた。

「──そちらから先に聞かせてくれ」

　言ったのは、執しつ務む机づくえに座った男──ミスト城の城主にしてこの地をおさめるバラハム＝ターシュ。

　報告を持ってきた人相の良くない側近──ギギラは、わずかに苦い表情を浮かべてから、

「──それでは私わたくしめから──」

　片眼鏡モノクルの位置を指先でなおし、咳せき払ばらいを一つ。

　──人ひと払ばらいはすでに済んでいる。今、この執務室にはターシュ侯こうとギギラの二人しかいない。

「──淵アよビりス来フるオもーのムの山がまた出現しました。

　それも今度は四つ。

　──いえ、ひょっとしたらまだ報告が来ていないだけで、実際には他ほかにも出現しているのかもしれませぬな」

　洒落しやれにならない報告に、しかし、バラハム＝ターシュは場ば違ちがいな苦笑いを浮かべた。

　その反応に、ギギラは眉まゆをひそめて、

「不ふ謹きん慎しんですぞぼっちゃま。他に誰だれもおらぬとはいえ」

「ぼっちゃまはよせギギラ。他に誰もおらぬとはいえ。

　不謹慎は認めるが、な。

　笑うしかないだろう。

　ではこちらの番だ」

　ターシュ侯は執務机の上から書を取り上げる。

「さきほど届いた書状だ」

　ギギラの表情がこわばる。内容は知らないが、どこから届いたものかは彼も知っていた。

　侯は言う。

「──我がシャローム王国は、国境侵しん犯ぱんを行った隣りん国ごくコモリオムに対して宣戦布告を行うらしい。

　おそらく、さしたる抵てい抗こうもせずにコモリオム軍を通したのだろうな。国境侵犯をされたという大義名分を得るために。

　戦争に際して諸侯への協力を呼びかけているが、まあ実質的には命令だ。

　心配は不要、とも書いてあるな。

　淵海孔アビスゲートと淵アよビりス来フるオもーのムを自在に操る力を手に入れたから、恐おそれることは無い、と。

　──裏を返せば、従わない者は海に沈しずめる、という意味だろうけれど。

　差出人が誰かは知っているだろ？」

　問われてギギラは苦りきった顔で口を開く。

「……リオネイア＝ルイス＝シャローム陛下」

「そう」

　ターシュ侯はうなずいた。

「今までの調査からうすうす予想はしていたが──

『乗客パツセンジヤー』たちの黒幕は我々の王だ」



    

  
    
      



　空くう漠ばくは闇やみが埋うめている。

　圧あつ倒とう的てきなその闇に抗あらがうかのように、朧おぼろな光があちらに一つ、こちらに一つ。

　読み書きをするのには十分だったが、膨ぼう大だいな空間に満ちる闇に抗うのには、あまりにも無力。

　どれほどの高さがあるのかもわからぬ天てん井じようは完全に闇にのまれ、果ては見えない。

　大きな──しかし部屋に比すればあまりにも小さなテーブルには書と羊皮紙がところ狭せましと置き散らかされ、その一いち隅ぐうには不乱にペンを動かす黒い影かげ。

　羊皮紙を羽根ペンでこする音は、どれほど続いたか。時を示すものなど何一つ無いこの場所で、それがわかろうはずもない。

　だがやがて。

　ペンの音がはたりと止む。

　影の漏もらした吐と息いきには疲つかれと達成感の両方が含ふくまれていた。

　深術士ダイバー、アズマイール＝イスマイトは、たった今自分が書き上げた書をあらためて眺ながめやる。

　研究は順調だった。

　かなり昔から、理論の基き礎そ部分はある程度できていたのだ。

　それを実証・研究するために必要な足がかり──人脈を築き上げるまでに費やした時間が一番長かったのではないだろうか？

　次に時間がかかったのは、娘むすめたちの育成だろう。歳としを取るはずである。

　しかし今、理論の実験段階に移行して。

　一つの理論が実証されれば、そこから得られる資料データは多く、それはさらに次の理論を完成させるための礎いしずえとなる。

　最初に人工的に淵海孔アビスゲートを出現させるのに成功してから、ここまでたどり着く時間は、自分でも驚おどろくほどに短かった。

　むろん『助言者』の与あたえてくれた知ち恵えと知識の恩おん恵けいは計り知れないが、その『助言者』の存在を予見し、掘ほり当あてさせたのは、外でもないイスマイトである。

　彼はフードに半ば隠かくれた顔を上げ、正面に屹きつ立りつする巨きよ大だいな『協力者』を眺める。

　目の前の視界を埋めてひろがるのは壁かべ──ではない。たゆたいうねるその表面からは、濃のう厚こうな潮のにおいが漂ただよい出している。

　床ゆかに描えがかれた紋もん様ようの結界術で漏ろう出しゆつを封ふうじられた、海。

　その切り立った海の奥おくには、部屋の端から端へと届く、かしいだ大きな一つの──目。

　半ば閉ざされた微睡まどろむ眼まなこは、時折、夢とも現うつつともつかぬ口ぶりで、老深術士ダイバーの問いに答えてさまざまな叡えい智ちを授けてくれた。

　地下より長いトンネルを掘り、広大なハリ湖の下深くで掘り当てたもの。以来今まで微睡み続ける、自らを『胎児エンブリヲ』と称しようする淵アよビりス来フるオもーのム。

　それによりもたらされた知識が無ければ、研究はここまで進みはしなかっただろう。

　教わった諸もろ々もろの基礎理論を研究・解かい析せき・発展させて、ここまで来た。

　刹せつ那な、イスマイトの胸を去来したそれに対する感情は、感謝か嫌けん悪おか。おそらく自身にもわかるまい。

　思いを馳はせたのは瞬またたくほどの間。イスマイトは次の書類にとりかかるべく、腰こしを浮かしてま新しい羊皮紙に手を──

　──？

　深術士ダイバーの動きが止まる。

　たった今。

　サンダルを履はいた足に感じた、灼しやく熱ねつにも似た冷たさは。

　──水──？

　はじかれたように椅い子すから立ち上がり、足下に目をやり、

「──なんだこれは……!?」

　もとからしわがれ気味の声が、さらにかさつく。

　ひたひたと。

　壁からにじみ出た海の水は、イスマイトの足を浸ひたそうとしていた。

　むろん深術士かれは知っている。人が海にのまれればどうなるか。

　だが海の水は、結界による封ふう印いん術じゆつで、漏れ出るのを防がれているはずではなかったか。

　あたりの床に視線を移し、

「なんだこれは……!?」

　同じつぶやきは、さきほどにも増してしわがれていた。

　屹立した海の壁と、床との接線。

　そこから伸のび出した、黒く細く薄うすく長い、何本もの何本もの手が、指先で休まず床に何かの形を描き続ける。

　イスマイトは悟さとった。これが、水が漏れるのを防ぐ結界を徐じよ々じよに崩くずしているのだと。

　そして、これをやっているのが外でもない──

「──王よ！」

　壁の奥おく、かしいだ眼に向かってイスマイトは声を上げる。それは悲鳴か問いかけか。

「どういうことですか!?　これは!?」

　──イスマイト……

　眠ねむりの中にいるかのごとき、王と呼ばれるものの声。

「この有様は……っ!?」

　イスマイトは、言葉半ばで声をみ込む。足もとを濡ぬらす海の水に、灼熱を感じて。

　逃にげなければ。

　彼はとりいそぎ、テーブルの上に散らかった書類のうち、目につくものをかき集め──

　──慌あわてるなイスマイト──

　老人が動きを止めたのは、呼び止められたゆえではない。

　気がついたから。

　王の声から、微睡みの色が消えたことに。

　ゆっくりと。

　顔を上げる。

　正面には、巨大な──

　見開かれた、目。



    

  
    
      　──単に、その時が来たというだけのことだ──

　目がゆがむ。それは笑みの形に見えた。

「その……時……？」

　──そちらの王が動いたのだろう？

　いささか早い気がするが、まあそれも良い。

　そこで、お前に話しておかねばならないことがある──

「……な……何をです……？」

　ひたひたと嵩かさを増しつつある水の中、逃げねばならぬと頭ではわかっていながら、イスマイトはなぜか足を止め、聞かずにはいられなかった。

　王は言った。

「真実だ」

　かしいだ目の下で、たった今までは無かったはずの小さな口が、にたり、と笑った。



    

  
    
      
        海の誘う森



      

    

  
    
      



　ちらちらと。

　闇やみの森に光が舞まう。

　一つ一つは手の中におさまってしまいそうな大きさで。無数のそれらが、強く、あるいは弱く光りながら、舞うように、誘さそうように夜を彩いろどる。

　この季節にのみ現れる、淡光虫ルミナフロウという奴やつだろうか。

「……きれー……」

　うっとりとつぶやいた少女の頭を、

「あほう。」

　ごっつ、と、青年の拳こぶしがこづく。

「うっ──何するかなこの若しらが」

　おおげさなしぐさで頭をおさえ、少女が抗こう議ぎの声をささやけば、青年も声をおさえたままで、

「しらがじゃないッ！　銀ぎん髪ぱつだ！

　お前がのんきなこと言ってるからだろうがアリサ。

　ここがどういう場所だかわかってるんだろうな」

　ふざけた物言いではあるが、声には消せない緊きん張ちようの色。

「わかってるって……

　けど、余よ裕ゆうがないのってカッコ悪いよクラウス」

「……かっ……！　カッコ悪いとか言うな！　余裕がないんじゃない！　緊張感を持てってことだ」

　クラウスと呼ばれた青年は銀色の髪かみをかき上げる。

　夜の森に男と女。とはいえ色気のある話でないことは、二人の姿が物語っていた。

　クラウスは黒い鎧よろいに長剣ロングソード。黒は夜へと溶とけ込んで、銀色の髪だけがうっすらと浮うかび上がっている。

　暗がりにひそむのには向いているが、愛を語るのには少々物ぶつ騒そうないでたちだった。

　アリサの方も、軽装の鎧と両りよう腕うでを指先から肩かた口ぐちまで覆おおう手袋グローブ。そして異い彩さいを放つのは、手にした大ぶりの片かた刃ば。

　刃やいばの背にはいくつもの棘とげ。剣けんと呼ぶには柄えが長く、槍やりというには短すぎる。ならばこれは、槍刃ブレードスピアとでも呼ぶべきか。

　こちらも戦うつもり十分の格好だった。



    

  
    
      　そんな二人の視線が向く、ずっと先には人ひと影かげ一つ。

　光に惹ひかれるかのように、恐おそれげもなく森の奥おくへ奥へと踏ふみ込んで行く。あとをつけている二人には気づくそぶりさえなく。

「……正気かあのおっさん……」

　クラウスの声に混じるのは、緊張と──

「自分がどこに近づいているのか、わかってんのか……!?」

　そして、畏い怖ふ。

　森はそれなりに広いと聞くが、その向こうにあるもののことを考えれば、安心してもいられない。

「海かぁ……」

「言うな」

　アリサの漏もらした小さな声に、クラウスは憎ぞう悪おを込めて吐はき捨すてた。



　最初、何かの間ま違ちがいかと思った。

　森の中、小道をしばらく歩いた先にあったのは、シロウト作りながら、小屋と呼ぶには立派すぎる──

「……家……だよな。これ」

「うん。誰だれか住んでるよね」

　ようやくつぶやいたクラウスの隣となりで、アリサもぼんやりとうなずいた。

　町から離はなれた森の中。酔すい狂きような場所に暮らす酔狂な者は時々いるが、さすがにこれはとびきりだった。

　なにしろこの森は。

　海のほとりにあるのだから。

　──海には魔まが棲すむ。

　それは伝承ではなく事実。

　現に海は、地上で暮らす人々にさまざまな災さい厄やくをもたらしている。

　大地が突とつ如じよ陥かん没ぼつし、上にあるすべてのものをのみ込んで、小さな海を現出する淵海孔アビスゲート。

　海より現れ、人を害する淵アよビりス来フるオもーのム。

　ゆえにこそ人は海を忌いみ嫌きらい、触ふれず遠ざけるものとして扱あつかって来た。

　クラウスたちはあるいきさつから、海についての調査をすることとなり、旅ゆく道すがら人々から話を聞いて回っているのだが──

　近くの町で聞いたのが、海のほとりにひろがる森で、時々人影を見かける、というものだった。

　半信半疑ながらに森を訪れて、道らしきものを見つけて進んでみれば、そこには、人影どころか一いつ軒けんの家。

　廃はい屋おくではない。裏手には洗せん濯たく物ものが干されて風に揺ゆれている。

　クラウスは、ちらりとアリサに目をやって、

「誰かさんみたいに海の怖こわさをわかっていない変わり者もいるんだ。

　こんな所に住んでる変わり者がいてもおかしくない──そういうことか」

　誰かさん、というのは、外ほかでもないアリサのことなのだが──彼女はその皮肉に眉まゆ一つ動かすでもなく、

「他のみんなが海を怖がりすぎてるだけ。

　とはいっても……さすがにあたしでも、こんな所に住む気にはなれないなぁ」

「悪かったな。こんな所に住んでる変わり者で」

　突然の声に横手をふり向けば、そこには背中に薪たきぎを背負った男が一人。

　その容姿に、クラウスとアリサは驚きよう愕がくに目を見開いて、期せずして同じ言葉を口にした。

『あ！　ふつーの人だっ！』

「……何を期待していたんだ失礼な……」

　男は憮ぶ然ぜんとつぶやいた。

　四十に届くか届かぬか。黒い髪もちゃんと整っていて、ヒゲもきれいに当たってある。

　服は、決して上等なものではないが、きちんと洗濯はされていて。

　もしも町の中ですれ違っていれば、ごくごく普ふ通つうの相手として、印象にすら残らないだろう。

　だがここは普通の場所ではない。

　ならば男はなにゆえに、こんな場所で過ごしているのか。

　クラウスは自じ慢まんの銀色の髪をかき上げながら、

「ふ。失礼。実は町で──」

「帰れ」

　早すぎる答えに、クラウスの手が髪をかき上げかけて止まっている。

　男はかまわずきびすを返し、家の裏手に向かいつつ、

「どうせ、変人がいるとか何とか聞いて、面白半分で見物にでも来たんだろうが。

　そんなものにつき合う義理はない。帰れ」

　にべもなく拒きよ絶ぜつされ、クラウスはかたまったままで──

　しかしアリサの方はしゃあしゃあと、

「今晩泊とめてください」

　男の足がぴたりと止まり、クラウスも依い然ぜんかたまったまま──

『はぁ!?』

　硬こう直ちよくが解けて声を上げたのは二人同時。

「ええっと。アリサっていいます。こっちのいんちき美形はクラウス」

「い……」

　意味不明な形容詞に、クラウスにできたのは、中ちゆう途とはんぱに呻うめくことだけ。

「道に迷って町に戻もどれなくなってしまいました。というわけで、泊めてください。

　家の中とは言いません。軒のき先さきを貸してもらえるだけでかまいませんから」

　満面の笑みを浮かべて言葉を続ける。

　男はしばし、あきれた顔でアリサをじっと見ていたが、やがて背負っていた薪を、よいしょっ、とその場で下ろすと、右手を上げてまっすぐにクラウスの方を指さすと、

「あっちにまっすぐ行くと町だから。

　帰れ」

　まあ。

　当然の答えではあった。



　夕暮れにドアを叩たたく者がいる。

　まさかと思ってドアを開けると、

「また道に迷って町に戻れなくなってしまいました。もう時間も遅おそいので、泊めてください。

　はいこれおみやげの食べ物」

　あきれた顔のクラウスを後ろの方に控ひかえさせ、アリサは屈くつ託たくの無い笑顔で、食料の詰つまった布袋をさし出した。



　クラウスは少し不満だった。

　脳内妄もう……いや、予定では、自分が巧たくみな話術で男の態度を解きほぐし、こんな所に住んでいるわけを聞き出すつもりだったのに。

　問答無用で拒絶され、アリサのムチャなお願いも当然のごとく断られ──たかと思いきや。

　おみやげを持って再訪問、などという彼女の強引な手段に、男はなぜか爆ばく笑しようして、二人の滞たい在ざいを認めたのだ。

　食い物か。やっぱり食い物の力なのか。それとも女に甘あまいだけなのか。

　何にしろ、話をするきっかけはできたようだが、簡単な夕食までともにして、わかったのはせいぜいが、男がジェイムズという名前だということくらい。

　たあいのない雑談には気さくに応じてくれるものの──

「けど町から離れたこんな所に一人で暮らすのは不便だろ？」

　簡単な夕食も済んで空気もなごみ。雑談の中で頃ころ合あいを見計らい、クラウスは聞く。

　もはや完全に陽ひも落ちて、家の中を照らすのはランプの青白い光。

　一人暮らしの隠いん者じやの家。イスが足りずに、クラウスは木箱に古毛布を敷しいた上に腰こし掛かけている。

「そうでもないぞ。慣れればな。贅ぜい沢たくさえしなければだけど」

　使い古したイスに身を沈しずめ、ジェイムズはゆるんだ声で言う。さっきから一人でボトルを口に運んでいるが、中身は当然酒だろう。

　クラウスとアリサに出したのは普通の水だったが。

「なるほど」

　クラウスは遠い目をして髪をかき上げ、

「贅沢と町のざわめきを離れて一人暮らし、か。そういうのも悪くない。

　けどなんでこの場所なんだ？　他ほかにももっと暮らしやすい場所もあるだろうに」

　クラウスとしては自然に話をふったつもりだったが、ジェイムズは問いをはぐらかす。

「わけあり、って奴やつだよ。

　聞くは野暮。クラウスくんとアリサくんの関係だってわけありなんだろ？」

「なっ……!?　関係って……！　オレたちはその……仕事で……！」

　返されて焦あせるクラウスに、ジェイムズは笑いを噛かみ殺しながら、

「照れるな照れるな。

　だからさ。わけありの仕事なんだろう？

　きみらのセリフを借りるなら、『こんな所』に面白半分で泊まりに来る奴なんているはずがないし。

　そっちもわけあり、こっちもわけあり。お互たがい野暮な詮せん索さくはナシ。それでいいだろ」

「けど気になるじゃないか」

　クラウスはなおも食いさがろうとするが、

「しつこく聞くなら出てけ──なんて寒いセリフは言いたくないんだが」

　ジェイムズにそう言われては、口を閉ざすしかなく。

　一方アリサは平然と、

「理由があるんですか。

　てっきり、ジェイムズさんもあたしと同じタイプなのかと思ってたのに」

「同じタイプ？」

「ええ」

　意味がわからず問い返すジェイムズに、アリサはやはり満面の笑みで、

「あたし、海が嫌いじゃないんです」

「海が嫌いじゃない？」

　ジェイムズはあからさまに、異物を見るまなざしをアリサに向けた。

　普通の反応ではある。海を忌み嫌わない者などそうはいないのだから。

　しかしそれなら何ゆえに、ジェイムズは海を忌み嫌いつつ、こんな場所で暮らしているのか。

「嫌いじゃないって……なんで？」

　眉をひそめて問う彼に、アリサは答えた。

「わけあり、です」

　と。



　長い長い沈ちん黙もくのあと。

　クラウスはおもむろに口を開いた。

「狭せまい」

「知ってる」

　と、即そく座ざにアリサの答え。

　どうやら彼女もまだ眠ねむっていなかったようである。

　ここで寝ねろ、と、二人がジェイムズから与あたえられたのは、家の奥おく、目立たないドアで仕切られた小さな物置部屋。

　狭いし物も置いてあるし。とうてい横になれるような場所ではなかったが、押おしかけた身としては文句も言えず──いや、言ったけれど、文句があるなら外で寝ろ、と返されて何も言えなくなり。

　結局、物置の中の荷物を置きかえて、二人は床ゆかに座り、壁かべに背中を預ける形で休むこととなった。

　もちろん寝間着などはない。着の身着のまま、鎧よろいも身につけたまま、武器だけを外してそばに置いてある。

　安あん眠みんできる姿勢ではないが、クラウスはもともと流れの傭よう兵へい。無理な体勢で眠ることには慣れている。なのになかなか寝つけないのは──

「こんな海の近くで落ち着いて寝ろ、ってのがそもそも無理な相談だよな」

　独り言のようにつぶやいて。

　──彼が眠れないのには異性アリサの存在というのもあるのかもしれないが、当人は認めないだろう。

「あと、変に明るくない？　ここ」

　とはアリサの指し摘てき。

　たしかに、闇やみに慣れたクラウスの目には、あたりに積み上げてある雑多な品々と、少し離はなれて腰を下ろしているアリサの姿が見て取れた。

　ランプがあるわけではない。ただ、明かり取りだか換かん気きだかのための小窓から、外の光が忍しのび込んで来るばかり。

　だがそれは、月の光にしては明るすぎはしないだろうか？

　二人の視線が小窓に向いて──

　──ぎぃっ……たん……

　ドアを開け閉めする小さな音に、二人は顔を見合わせた。

　物置のドアではない。とすると。



    

  
    
      　沈黙に耳を澄すませば、聞こえて来たのは草をかきわける足音。それはどんどん小さくなって行き。

「……今の……」

　つぶやいたアリサの言葉をクラウスが続けて、

「ジェイムズのおっさんが出て行った、ってことだな。

　用足し──にしては家から離れて行きすぎる気がするが」

　ささやきながら耳をそばだてれば、足音はどんどん小さく離れて行って。

「……つけてみる？」

「だな」

　二人はそれぞれ得物を持つと、ドアをそっと開け、物置から部屋へ。

　ランプの明かりにしらじらと照らされたそこに、やはりジェイムズの姿はない。

　部屋を横切り外へと出れば。

　淡あわい月光降り注ぐ夜の森には、ちらちらと無数の光が舞まっていた──



　ジェイムズはただ黙もく々もくと、道なき森を歩み進む。

　足取りには微み塵じんの迷いも恐おそれ気げもない。

「……どこまで行く気だおっさん……？」

　やや距きよ離りを置いてあとをつけながらクラウスはつぶやいた。胸の奥に湧わいた不安は増してゆく。

　海に近いといっても半日ほどの距離があると聞くし、ジェイムズが海に向かっているとは限らない。

　とはいえそちらの方に近づいていることだけは確実なのだが。

　そもそも彼はどこに向かっている？

「ね、クラウス」

　並び行くアリサが囁ささやきかけたのは、そうやってどれくらい歩いた頃ころのことだったか。

「なんだか光、強くなってない？」

　言われてみれば──漂ただよう光は行く手ほどその量を増してゆき、ジェイムズの背中を影かげに沈めている。家を出た頃には、空にかかった半月よりも多少明るい程度だったものが、今では夜の森を歩むのに不自由がないほどになっていた。

　そして。

　唐とう突とつに、クラウスは足を止めた。

　顔がかすかに引きつっているのが自分でもわかる。

　胸の奥に渦うず巻まく嫌けん悪おと恐きよう怖ふとが、そのうねりを大きく増して。

「どしたの？」

　彼の異変に気づいて、立ち止まって尋たずねるアリサに、クラウスは、ジェイムズの背中をにらみつけたままで答えた。

「──海だ──」

　と。

「けど、海まではまだあるはず……」

「においがするんだよ」

　彼は光の乱らん舞ぶをにらみつけたまま言った。

　夜風に溶とけた草木のかおりに混じるのは、生なま臭ぐさい潮のにおい。

　同じにおいを嗅かいだのか。あるいはクラウスの言葉を信じたのか。アリサの表情にも緊きん張ちようの色がさす。

　海が嫌きらいじゃない、と彼女は言ったが、それは無論、海の脅きよう威いを知らないという意味ではない。

　もしも海があるならば。淵アよビりス来フるオもーのムが──人ヒ類トの天敵が姿を見せる可能性はある。

　ならば待つのは命のやりとり。

　クラウスの、得物を握にぎる手に、知らずわずかに力がこもる。

　二人はふたたび歩き出し──やがていくらもいかぬうち、木々の開けた場所にそれはあった。

　小さな水音が夜風に混じる。

　無数に漂う光を映したかがやく水面みなも。

　池のように見える丸い水の溜たまりは、町のひと区画ブロツクぶんほどの大きさだろうか。

　岸辺には、夜目にも白い無数の花。蕾つぼみがはじけて花開くたび、中から放たれた無数の光が強く、あるいは弱く光りながら、舞うように、誘いざなうように夜を彩いろどる。

　クラウスたちは光る虫だと思い込んでいたが、どうやらこれは、白い花の放つ花粉か胞ほう子しのようなものだったらしい。

　幻げん想そう的とも言える光景。

　だが。

　水面は、映した光のその下に、底すらわからぬ深しん淵えんへと続く闇をひそませて。

　そこから立ち上り夜風を汚けがすのは、間ま違ちがえようもない潮のにおい。

　ここは。

　海、だった。

「……なんだ……これ……？」

　クラウスの口から漏もれるかすれたつぶやき。

「……淵海孔アビスゲート……？」

「いや」

　アリサの推測をクラウスは否定した。

　突とつ如じよ地が沈しずみ、小さな海が現れる淵海孔アビスゲート。

　目の前にある水の溜まりは、確かにそれに似てはいるが──

「それなら現れるときに地面が揺ゆれる。岸辺の地面は切り取られたようになる。

　けどそれがない。

　だから──違う」

　二人が言葉をささやき交わすうちにも、ジェイムズは歩み進むと水のほとりで足を止めた。

　足下で、群れ咲さく白い花が揺れる。

「──ロレイン」

　ジェイムズが突然声をはり上げた。

　呼んだのは女の名前。とはいえもちろんこんな場所で、応こたえる者がいるとは思えない。

　クラウスとアリサ、二人が無言で見守る中、しばし風の音ねだけが流れ過ぎ──

「ロレイン！」

　返事があるはずもない、再度の呼びかけ。

　だが。

　水面みなもに映る光がざわめく。宙を漂う光の動きは変わらずに、映し出す水の方が波立っているのだ。

　何かが。

　いた。

　つめたいつめたい水の中。閉ざされた遥はるかな深みへと続く場所に。

　うねる水面みなもはやがてあからさまな波音を立て、しぶきを上げてはぜ割れる。漂う光がはしゃぐように舞まいの激しさを増してゆく。

　乱舞する光の中で、小さな小さな海の中から夜気の中へと屹きつ立りつしたのは白い──

　白い──

　あれは、何だ。

　クラウスは、それを表現する言葉を知らない。

　海からつき出た部分の大きさは人の背ほどか。子供がでたらめに握った粘ねん土ど棒ぼうのように、全体に不規則な起き伏ふくがある。

　姿を現したばかりのそれは、まるで水にふやけた肉のごとく、白く、白く、青白く。その身に海の水を纏まとい、漂う無数の光をうけて、てらてらと、あるいは美しく、あるいはおぞましくぬらついて。

　ゆっくりと。

　それは水をおしのけて、岸辺に佇たたずむジェイムズの方に向かって行く。

　だがジェイムズは怯おびえることもなく──いや、むしろ受け入れるように両手をひろげ。

「ああ……ロレイン」

　感極まる声で呼んだのは女の名。

　白い塊かたまりはそのジェイムズにしなだれかかるかのように──

「……これ、一体……？」

　アリサが混乱のつぶやきを漏らしたその時には。

　クラウスは、足もとの草を蹴け立たててジェイムズの方に向かって駆かけていた！

「逃にげろおっさん！」

　抜ばつ剣けんと同時に声を上げる。だがその声は耳に届いていないのか、ジェイムズは何の反応も示さない。



    

  
    
      　しかしもとよりクラウスに、ジェイムズの応えを待つつもりなどない。一気に駆けて間合いを詰つめると、岸辺に迫せまった白い塊に向かって剣けんを薙なぐ！

　翻ひるがえった銀ぎん閃せんは、深々と白い塊を横に切り裂さいた！

　だがクラウスの感じた手応えはごくささやかなもの。加えて塊は、傷の深さにもかかわらず、微塵も動じはしなかった。

　かわりに──

「やめろぉぉぉぉぉっ！」

　絶ぜつ叫きようとともにクラウスに組みついて来たのはジェイムズだった。

「お、おっさん!?」

「何のつもりだ貴様！　妻に、ロレインに何をする！」

「つ、妻!?」

　クラウスの視界の端はしに、依い然ぜんとして佇む白い塊。切られてなお、血らしきものは流れておらず、傷口の中は表面と同じぬめる白。

　まさか。

　ありえないが、ジェイムズの反応からすると、彼が妻と呼んでいるものは──それのことなのか。

「おっさん待てっ……！」

「貴様っ！　貴様がっ！」

　ジェイムズは必死の形相でわめきつつ、クラウスの剣を奪うばおうとする。シロウトのめちゃくちゃな動きだが、それゆえに読めず、クラウスがうかつに動けば傷つけるおそれがあった。

　ともあれ、剣を奪われるわけにはいかぬともみあううち──

　ふと。

　一いつ瞬しゆん、クラウスの視界がぼやけた。もつれあう体の感覚が希き薄はくになる。

　──なんだ──？

　足がよろけて視界が刹せつ那な下を向き──ジェイムズの足もとに群がる無数の白い花が、わずかな赤みを帯びているのが映る。

　頭の芯しんににぶい重み。何かがまずい、と本能が警告するが、何がまずいのかがわからない。

　と。

　がつっ。

　響ひびいた鈍にぶい音とともに、組み合っていたジェイムズの体から、くたり、と力が抜ぬける。

　見ればその先には、槍刃ブレードスピアを手にしたアリサ。

　後ろから近づき、暴れるジェイムズを峰みね打うちで気を失わせてくれたのだろう。──峰には棘とげが生えているが。

「トゲで殴なぐってないだろうな！」

「だいじょーぶ！　だと思う！」

　言葉を交わすと、アリサは白い塊へと向きなおり、クラウスは、ぐったりとなったジェイムズを水辺から離はなそうと体を引きずる。

　力の抜けたその足に白い花がからみつき。

　──ジャマだ──

　クラウスは剣をふり上げうち下ろし、からんだ花を断ち切って──

　とたん。

　ゆゅぅぎゅぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！

　何かの悲鳴が大気を震ふるわせた。

　水から突つき出た白い塊がもがくように身をくねらせ──のみならず、水辺のまわりに咲く白い花、そのことごとくがのたうち回る。

　見ればクラウスが断ち切った花たちもその断面から赤い液体を噴ふき出し、震え。

　その光景に呆ぼう然ぜんと佇むクラウスとアリサの目の前で。

　白い塊は水中に。無数の花は地の中へ。蠢うごめきながら引き沈み。

　あとはただ。

　岸辺に花など一輪とてない水面みなもと、舞まい漂ただよう無数の光だけが残った。



「ロレインは!?　ロレインはどうなった!?

　なぜだ！　なぜあんなことをした！　貴様ら一体どういうつもりだ！」

　水辺で何かを退のけて。ジェイムズの体を引きずりその場を離れ。

　しかしそのあと、意識を取り戻もどしたジェイムズは、怒いかりに狂くるって吠ほえ猛たける。

　また掴つかみかかられてはたまらない。クラウスはやや身を引きながら、

「なぜって……だから、あんたを助けるために……」

「助ける!?　ふざけるな！　何からどう助けるっていうんだ！　最初からこうするつもりでうちに押おしかけたのか!?　なんでロレインを斬きった！」

「いや、なんで、ってだから……そもそもロレインって……妻って言ってたけど……」

　言いつつクラウスは混乱する。どうにも話がかみ合わない。何か致ち命めい的てきにボタンをかけ違えているような──

「足は？」

　唐とう突とつに。

　横からアリサが声をかける。

「ジェイムズさん。巻きつかれてましたけど足、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「足!?……な、何の話だ……？」

　指し摘てきに彼は面くらう。アリサは真顔で、

「ズボンのすそ。上げて、自分の足を見てください。大丈夫かどうか」

「……………………」

　ジェイムズの表情が、怒りから困こん惑わくの色へと塗ぬり変わる。彼はしばしとまどっていたが、やがてその場にかがみ込み、ズボンのすそをゆっくりと上げる。

　いまだあたりを舞う光の群れは、彼の足に這はうミミズ腫ばれに似た赤い跡あとを照らし出す。わずかだが血も流れていて。

「……これ……は……」

　ジェイムズはゆっくりと顔を上げた。

「さっき、花……というか何かにからみつかれたんだよ」

「花に……からみつかれる？」

　クラウスの説明に、しかしジェイムズの困惑はなお深くなり。

「だから──」

　言いかけて。

　ようやくクラウスは気がついた。

「なあ。あんたひょっとして。

　幻覚か何かを見せられてたんじゃないか」

「……は……？」

　呆然とするジェイムズに、

「あんたの見たロレインさんって、人間の姿だったか？」

「な、何をわけのわから……」

「人間だったか？」

　重ねて問うのに、ジェイムズは一瞬口をつぐんでから、

「あ……当たり前じゃないか。お前たちだって──」

「見てない」

　クラウスはぴしゃりと遮さえぎると、言った。

「オレたちが見たのは──」

　クラウスとアリサはかわるがわる、自分たちが見たままのことを話して聞かせる。

　水のまわりに咲さく花。水中から突き出した白い塊。ジェイムズがそれをロレインと呼んでいたこと。

　ジェイムズは、さきほどまでの混乱がまるで嘘うそだったかのように、じっとクラウスたちの話に耳をかたむけて──

「──嘘だ──」

　すべてを聞き終えたあと。彼はぽつりとそうつぶやいた。

　へたりとその場に座り込み、視線を大地に向けたまま、

「……ありえない……そんなわけない……全部嘘だ……」

「話してもらえますか？　ロレインさんのこと」

　アリサの落ち着いた口調の問いかけに、

「……ロレインと……妻と出会ったのは十二年前……この森の入り口でだ……」

　彼はぽつりぽつりと語りはじめる。

「……この時期、森には淡光虫ルミナフロウが出るんだ……ほら……今も飛んでるだろう……？

　それを見物に来て……出会ったんだ……」

　クラウスたちは知っている。いまだ舞うこの光の群れが、淡光虫そんなものではないことを。

　だが今は、ただ黙だまって耳を傾かたむける。

　ジェイムズの語る言葉ににじむのは、決して消せぬ慚ざん愧きの響き。

　──出会いは少し変わっていたが、普ふ通つうの恋こいと普通の結けつ婚こん。

　出会ったこの季節になると、二人でこの森に淡光虫ルミナフロウを眺ながめに来たという。

　海の近くの森だから危ない、と皆みんなは言ったが、大丈夫だと耳を貸さなかったらしい。

　だが四年前。

　ほんの少し。

　彼が目を離した時のことだったらしい。

　ロレインが姿を消したのは。

　彼はそれから妻をひたすら捜さがし続け、ついにはこの森の中に居を移すようになった。

　──聞きながら、クラウスはふと思い出す。ジェイムズの家で、自分が座るイスだけが足りなかったことを。

　ジェイムズのと、アリサが座るぶんはあったのだ。

　そう。二つ目のイスは来客用ではない。いなくなった妻が帰って来た時、いつでも迎むかえられるよう、用意したものだったのだろう。

　ロレインが消えて。

　一年が過ぎ。

　捜し疲つかれてあきらめかけた頃ころ、森にふたたび淡光虫ルミナフロウが現れる季節になって。

　ジェイムズは、いつもの年より多く舞う光に誘さそわれるように、森の奥おくへと入り込み──

　小さな湖のほとりで、妻と再会したという。

　再会に涙なみだし語り合ううちに、しかしいつしかジェイムズは眠ねむりに落ちて──

　目が覚めるとすでに朝。妻の姿はまた消えていたという。

　それ以来。

　この季節、淡光虫ルミナフロウの舞う頃に湖のほとりに行くと、時折、いなくなった妻と再会することがあるという。

「だから……嘘だ……お前らの言ったことは全部嘘だ……」

　うずくまり、足についた腫はれ痕あとを、彼はいとおしげになでさする。

　クラウスはふと思う。あの跡は──ひょっとすると、ジェイムズがロレインに『再会』するたびについていたのではないか、と。

　ジェイムズ自身もそのことには気づいていて──だから最初にアリサが、足、と言い出した時、耳を傾けたのではないか、と。

「……嘘に決まってるだろ……

　だからロレインは本当にいたんだ……

　あの湖が海のはずないだろ……水だって真水なんだ……おれはあそこを水場に使ってるんだから間ま違ちがえるはずないじゃないか……」

　むせかえるような潮のにおいが立ちこめる中、ジェイムズは震える声でつぶやいた。



　翌日。

　クラウスとアリサが昨日の場所を訪れてみると、潮のにおいは消えていた。

　調べたが、水も普通の真水だった。



　クラウスとアリサが話を終えると、宿の部屋にはしばし、女がペンを走らせる音だけが続いた。

　やがてその音も止まり、女は静かにペンを置く。

　テーブルの上では、透とう明めいな容器に入れられた真水と魔力素マナチツプが反応し、青白い光を放っている。

「……こんなことってあるのかエイミイ」

　沈ちん黙もくのあと、クラウスは、テーブルの向かいに座る女に向かって尋たずねた。

　エイミイ、と呼ばれた女は、問いにしばし考える。

　見た目の歳としはクラウスやアリサと同じか、やや下くらいに見えるが、瞳ひとみには理知的な光を宿している。

　幼く見えても彼女は学者。そして、クラウスたちの雇やとい主ぬしのような立場にいた。

「──そのジェイムズって男の人を襲おそっていたのが淵アよビりス来フるオもーのムだというのは間違いないでしょうね。

　よく見られるタイプとは、だいぶ形も性質も違うみたいですけれど。

　水面から出ていたのも、白い花のように見えたのもそれの一部。反応からして花に見えた方が、本体に近いんでしょう。

　全体がどんなものなのかは──想像もつきませんけれど。

　花の一部が赤っぽくなっていた、ということは、そこから血を吸っていた可能性が考えられます。

　ならおそらく。

　水中から岸辺の地面を貫つらぬいて、花のような部分を突つき出し、胞ほう子しを撒まく。花か胞子から一種の麻ま痺ひ物質や幻覚物質のようなものを出して人をおびき出し、痛みを麻痺させてから、花の部分で吸血する。

　そんな相手なんでしょうね。

　もう少しゆっくりしていたら、あなたたちも幻覚にやられていたかもしれませんね。

　ただ、何度も被ひ害がいに遭あったと思われるジェイムズさんが無事だということは、吸血は生命を脅おびやかすほどの量ではない。

　他のやつらに比べれば、実害はそう大きくないように感じます。

　それより問題なのは、真水の湖だったはずのものが、一時的に海になってしまった、という方ですね。

　ひょっとすると、本来湖のはずのものが、何かの拍ひよう子しに、近くにある海と時折繋つながってしまう、などということがあるのかもしれません。

　もちろん、仮説というよりただの想像ですし、確かめる術すべもありませんけれど」

「実害は大きくない、って言うけどよ」

　クラウスは、ずっと気になっていた疑問を口にする。

「じゃあ本物のロレインは、結局どこへ行ったんだよ」

　あの異形に殺されたのではないか──そう思って聞いたのだが。

「というか」

　ぽつり、とつぶやいたのは、エイミイではなくアリサだった。

「ジェイムズさんの奥さんのロレインって。

　実際にいたのかな？

　それとも──あれにそう思い込まされているだけ？」

　沈黙が。

　誰だれもその答えを持たぬと物語る。

「とどめは刺させなかった。……また出てくると思うか……？」

　クラウスの問いにエイミイは左右に首を振ふり、

「わかりません。痛い目を見てこりたかもしれませんし、しばらくしたらまた出てくるのかもしれません。

　気がかりでしょうけれど、出てくるかどうかもわからないものを待っている時間は、私たちにはありません」

「……ああ。わかってる」

　そう答えるより他にない。

「それで、結局そのジェイムズさんは？」

　エイミイの問いに、クラウスとアリサの二人はちらりと視線を交わし、

「オレたちの話は信じない……いや、仮に本当だったとしてもかまわない、って言ってた。

　だから──」



    

  
    
      　クラウスはそこでためらい、口をつぐんで。

　先を察して、エイミイはため息を一つつくと、書いたインクが乾かわいたのを確かめてから頁ぺージを閉じる。

　綴つづられた書の表紙には、深しん淵えん博物誌、とだけ銘めい打うたれていた。

「待ってるんでしょうね。ロレインを。今も、海のそばで」

　ランプの光が、答えるように、ゆらり、と一つ小さく揺ゆれた。



（完）



    

  
    
      
　あとがき


神坂　一　　



　ごっめーん。道が混んでて原げん稿こう上がるの遅おそくなっちゃった♪

　……………………

　すいません自分、今、めっちゃ嘘うそつきました。

　担当さん芳よし住ずみさん読者のみなさんごめんなさい。

　原稿が遅くなったのはひとえに作者の責任です。

　というわけで、ずいぶんずいぶんお待たせしました、アビスゲートの第三巻をここにお送りします。

　末まつ尾びにはドラゴンマガジンに掲けい載さいされた読み切り短編、「海の誘う森」も収録。

　もともとは一巻が出たあと、二巻が出る前のタイミングで発表したこの話、フツーに読めばモンスターものなのですが、二巻で明かされたある設定を踏ふまえると、少し違ちがった解かい釈しやくができたりします。



　──さてさて今回は。

　主人公たちが海の景色が見える部屋に長期滞たい在ざいする話です。つまりはオーシャンビューリゾート！

　でも水着回とかは絶対ねえんだろうなこの話！

　今回新たに出てきた萌もえキャラは、カニさんとトゲウツボさんというオーソドックスなラインナップ。

「えー。もっと面めん妖ような子出せよー」

　と期待してくださっていたみなさんには、ほんっと申し訳ありません。そーゆー読者層がいるかどーかはさておいて。

　個人的にはもっといろんな子を出してみたいんですが。戦せん闘とう型がたならアンボイナとか、イロモノならミミックオクトパスとか。

　ただ、あまりひねらずに話に組み込むと、戦いにおいてアンボイナは遅すぎたり、ミミックオクトパスは一発芸要因にしかならなかったりと、いろいろと問題が。

　しかし広い世界の広い海には、他ほかにも変な生き物がいっぱいです。

　最近はゴールデンタイムで、深海魚を捕とるバラエティなどもやってたりして、なかなか楽しく観みているのですが、やっぱり深海の生き物さんたちには、個性的な造形の方々が多くてステキすぎます。

　人間が気軽に潜もぐれる深さにはいませんが、もし海中で、不意にあんな姿の方々に出会ったら、絶対心臓止まります。

　あーゆー感じの方々もですが、もっとフツーの海の生き物たちも好きで、時々発ほつ作さ的てきに海岸や水族館に足を運んだりもします。

　できることなら、沖縄かどこかの海でスキューバダイビングひゃっほぅ！　とかやってみたいのですが、残念ながら大きなハードルが一つ。

　実は作者、泳げる泳げない以前に、ドクター・ストップがかかっていて、プールにも海にも入れなかったりするのです。

　あれは作者が子供の頃ころ。

　かかりつけの耳じ鼻び科かの先生が言いました。

「水泳の授業は見学してね。きみ、鼓こ膜まくが薄うすくなってるから。

　潜　っ　た　ら　水　圧　で　鼓　膜　破やぶ　れ　る　し」

　……ちょっ……？

　今、サラッとものごっつい宣言してくれまくりましたね!?

　あまりのことに鼻水噴ふきそうになりましたが、お医者さんに抗こう議ぎしたところでどうなるわけでもなく。

　そんなこんなで以来、水泳とは無む縁えんの人生を送っています。

　水泳レベルでもこうですから、ましてやダイビングなど。

　耳センとかで完全ガードすれば、ひょっとしたら何とかなるのかもしれませんが、さすがに自分の鼓膜を賭かけてチャレンジする気はありません。

　むろん、あれから時間も経たちました。

　私も大人になっていますから、鼓膜の厚みも普ふ通つうになっているんじゃないだろうか、なんて希望的観測が頭をよぎることも。

　けど考えてみたら、今でも条件によってはエレベーターでほんの五、六階上下するだけで、気圧差で耳に違い和わ感が生まれたりするのですから……どーやらそこらへんは望み薄っぽいです。

　とはいえ。

　海の中の方々と親しむ方法はダイビングだけではありません。

　大阪近辺には海かい遊ゆう館かんなんかもありますし、水族館ではお目にかかれない面妖な方々も、今日びはネットで画像検けん索さくすれば、ご尊そん顔がんを拝はいすることができちゃいます。便利な時代になったものよのぅ。

（作者注

　以下の名前をネットで画像検索なされる際には自己責任で願います。特にダイオウグソクムシあたりから受けた精神ダメージは当方では補償できかねます）

　ああ。やたらとかわいいダンボタコ。お鼻がステキなテングギンザメ。どっ引き確定ダイオウグソクムシ。水中で優美に光を放つさまざまな発光クラゲたち。面つら構がまえがまるっきり怪かい獣じゆうの深海魚たち。

　そしてそして、名前もわからぬ、ことによったらいまだ名もない生き物たちよ。

　できれば今後、このアビスゲートシリーズでは、どんどんそんな子たちを出して行きたいと思っています。

　神坂一とアビスゲートは面妖な生き物たちを応おう援えんしています。



　──というわけで、次の四巻はなるべく早くお届けできるようにしたいです。

　ではでは、次巻にてまた。



あとがき：‥おしまい
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